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はじめに（巻頭言） 

 

 

こことよ１５周年活動報告会を開催しました 

 

                     豊田市子どもの権利擁護委員 

        代表擁護委員 山谷 奈津子 

 

２０２３年１１月２５日、２６日に、豊田市で子どもの権利条約フォーラ

ム２０２３in とよたが開催されました。このフォーラムは、子どもの権利条

約の普及と、子どもの権利について関心を寄せる人々の意見交換や交流のた

めに１９９３年にはじまったものです。 

フォーラム２日目に子どもの権利に関するたくさんの分科会が開催され、

こことよ（とよた子どもの権利相談室）も「こことよ１５周年活動報告会 子

どもたちとともに歩んだ日々を振り返って」という分科会を開催させていた

だきました。 

分科会では、前豊田市子どもの権利擁護委員である間宮静香さんに基調講

演をしていただき、こことよ１５年の振り返りと子どもの権利についてご講

演いただきました。改めてこことよの役割の重要性を感じるとともに、これ

からも子どもたちと一緒に解決方法を考えていくというこことよであり続

けたいと思いました。 

また、豊田市子ども条例の制定過程に関わっていただいた前豊田市子ども

の権利擁護委員である大村惠さんと、豊田市の初代子ども委員をしていただ

いていた山内裕雅さんに、子ども条例制定の経緯についてお話いただきまし

た。条例づくりの際に、子どもたちの意見も取り入れたことや、豊田市の職

員の方もサポーターとして子どもたちと一緒になって条例づくりに携わっ

ていただいたことがよくわかりました。 

最後に、豊田市で元子ども委員で当時高校生だった方にも加わっていただ

き、パネルディスカッションが行われました。子どもの意見表明権を大切に

するには、その前提として適切な情報提供が必要だという話が特に印象的で

した。 

 

こことよへの相談は、２０２２年度の新規相談件数が９５件に対し、２０

２３年度は１３８件と増加しています。また、２０２２年度の延べ相談件数

は７２２件に対し、２０２３年度は１０４４件と激増しています。また、相
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談室内で電話・面談相談をするだけではなく、関係機関との調整活動や連携

をする活動も３４件にのぼりました（昨年度は１４件）。数字だけを見ても、

こことよの役割が非常に大きなものとなっていると感じます。 

今年は、子どもの権利条約が１９８９年に国連で採択されてから３５年、

１９９４年に日本で批准されてから３０年という記念すべき年です。子ども

たちの声を少しでも聞けるように、こことよではこれからも子どもたちに寄

り添い続けていきたいと思います。  
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１ 豊田市子どもの権利擁護委員制度 

豊田市が目指す「子どもにやさしいまちづくり」の具体的な取り組みとして、 

子どもの権利が侵害されたとき、市から独立した機関によって、その救済と回復

を図るために設置されたのが、豊田市子どもの権利擁護委員です。 

社会全体で子どもの育ちを支え合う仕組みを定めることに

などに関して知識や経験のある人のうち

から、市長が選びます。2023 年度は、

4 
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＜相談の主な流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は、相談から解決（救済・権利の回復）までの主な流れをイメージしたもの

です。 

「つらい」「苦しい」「困った」「くやしい」とき、「いじめられている」「助け

てほしい」「だれにも言えない」とき、あるいは「だれかに聞いてもらいたい」とき

は、相談室に電話をしましょう。 

お友だちのこと、学校のこと、家族のことなど、どんなことでもお話をききます。

子どものことなら大人でも相談できます。 

電話での相談は、フリーダイヤルですので通話料はかかりません。相談も無料です。

面談（会って話すこと）もできます。相談は、ＦＡＸ・メール・手紙でもしています。 

 

 ※相談電話番号  ０１２０－７９７
な く な

－ ９
きゅう

３
さ

１
い

 

（水～日、午後１時～午後６時（金は午後８時まで）） 

※ＦＡＸ番号   ０５６５－３３－９３１４ 

※メールアドレス 

ｋｏｄｏｍｏ—ｓｏｕｄａｎ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｔａ．ａｉｃｈｉ．ｊｐ 

 

＊リーフレットより＊ 
 



6 
 

※手紙宛先（住所） 

   〒４７１－００３４ 

     豊田市小坂本町１丁目２５番地 豊田産業文化センター４階 

        こことよ 又は とよた子どもの権利相談室 

 

2020年5月から当相談室の愛称「こことよ」の使用を始めました。子どもの「心」を「豊

かに」という意味を込められています。また、子ども会議の子ども委員が、愛称に「ここ

にいるよ」「ここがあるよ」という意味を付加してくれました。 

 

  ※こことよレター 

    ２０２２年度から、誰でも無料で、手紙で相談できるように 

   「こことよレター」を作成し、学校での権利学習の時や、市役所 

及び豊田産業文化センターで配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、各学校に配布するなど

配布の機会を増やしていく予定

です。 

配布にご協力いただける方は、

こことよまでご連絡ください。 
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＜子どもの権利の侵害に対する救済・回復制度の仕組み＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
≪子どもの権利擁護委員≫ 

 
 
 
 

                                      
 
 
                  

 

 
＜相談者＞ 

＜申立人＞ 
 

・子ども本人 

・保護者 

・そのほか関係者 

 

   

    

 

 

 

 

他機関への引き継ぎ 

救済の申立ての受付 

要件審査 

要件非該当 

調査せず 

【事実の調査】 

【関係者間の調整】 

 

  関係者間における解決・改善 

 
※必要と認めるとき 

【是正措置の勧告】 

【制度などの改善の要請】 

※是正状況や制度改善の状況など 

の報告を求める 

 
 

・市の機関 

・市の機関以外の 

もの 

要件該当 

 
【電話相談】【面接相談】 

【メールによる受付】 

救済の 

申立て 

相 談 

要件非該当

を通知 

調査・調 

整の結果 

を通知 

改善結果 

などの通 

知 

子どもの権

利の侵害に

関する悩み

や相談など 

要請の実 

施の有無 

を通知 

調査協力 

 

子どもを 

主体とした 

解決への 

協力 

 

勧告・改善

の 要 請 へ

の対応 

対応状況等を報告 

 

擁護委員の自らの判断 

（自己発意）  

勧告 

要請 

調査実施 

事前通知 

調査への 

協力 

情報収集 

第三者の申立てや自己発意

の場合は同意が必要 

 

助言・支援に

より解決 

※必要と認めたとき 

【対応状況等の公表】 

報告を 

求める 
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２ 相談の状況 

（１）2023 年度の概況 

2023 年度に受け付けた新規（※注 1）の相談案件は 138 件でした。 

2022 年度と比較すると 43 件増加しています。また 138 件のうち子ども本

人から直接相談があったのは 73 件で全体の 53％、親からの相談は 49 件で

全体の 36％でした。 

結果的に 1 回の電話や面談で終わる相談もありますが、何回か電話相談を

重ねる案件や、必要に応じて面談をする案件もあります。また、学校や関係

機関への聴き取り等も合わせて延べ回数（※注 2）としています。 

2023 年度の延べ回数は 1,044 回でした。2022 年度の 722回と比較すると、

約 1.4 倍となりました。 

2023 年度は相談者からの「申立案件」はありませんでしたが、擁護委員の

判断で調査を開始する「発意案件」は 1 件ありました。また、「情報収集」

のため関係機関へ調査・調整を行った案件は 34 件ありました。 

なお、短時間であっても相談者と会話したものは相談案件として扱ってい

ますが、性別や学齢、主訴が不明になっている場合があります。 

電話がつながっても相手が無言のまま切れるものがあります。こうした無

言電話は相談件数として扱っていません。 

 

※注 1「新規」・・・・初回の相談のこと 

※注 2「延べ回数」・・継続して相談があった回数。この中には申立・ 

発意案件での調査・調整活動、情報収集のための 

調査活動の回数も含む（例、1 案件で 5 回相談が 

あった場合は延べ回数 5 回とする）。 

 

（２）相談状況の統計 

とよた子どもの権利相談室が受けた相談は、項目に分けて統計処理してい

ます。以下に、2023 年度のものを掲載しました。 

 

 



 
 

ア 月別相談件数（新規・延べ） 

 

 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総計 

2022 年度 

新規件数 
10 3 11 10 2 5 7 11 8 7 13 8 95  

2023 年度 

新規件数 
7 6 15 12 7 14 12 9 27 9 13 7 138 

 

 

2022 年度 

延べ回数 
33 62 59 60 52 33 57 83 61 58 94 70 722 

 

 

2023 年度 

延べ回数 
36 52 90 75 76 77 99 92 133 116 91 107 1044 
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イ 相談者別（新規）  ～初回相談をしてきた人～ 

 
相談者別では、子ども本人からの相談が 73 件（53％）ありました。親から

の相談は 49 件（36％）でした。 

     
 ウ 相談者が子どもの場合の学齢・性別（新規） 

 

男子 20 件、女子 46 件でした。性別又は学齢が不明のもの 7 件でした。 

小学生からの相談が多く、52件（71％）となっています。 

11 



 
 

エ 相談の対象となる子どもの学齢・性別（新規） 

 

男子 43 件（32％）、女子 74件（56％）で、性別又は学齢が不明のもの及び対象

外が 16 件でした。小学生を対象とした相談が多い傾向にあります。 

 

オ 相談の継続回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回の電話で終わった相談は 42 件（48％）でした。継続した場合、2～5回

の相談 23件（26％）、6～10 回の相談が 8 件（9％）などでした。

14
14

12
3

1
27
27

11
8

0～3歳未満

3歳以上就学前の子

小学生低学年

小学生高学年

中学生

高校生

中卒後の子

18歳以上の子ども 男 女

12 

1回42件 2～5回

23件

6～10回8件

11～20回6件

21～30回2件

31～50回4件

50回以上2件

その他45件

２回以上 
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家 庭 内 虐 待  

行 政 施 策 等  

子 ど も の 福 祉 的 処 遇  

そ の 他  

主 訴 不 明 
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ク 相談の曜日（新規・継続） 

 

 

 

ケ 相談の時間帯（新規） 
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コ 相談の所要時間（新規） 

 

 

サ 相談の方法（新規） 
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（３）相談の特徴と傾向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2022 年度と比較して、新規件数は 95 件から 138 件へと 43 件増加しまし

た。また延べ回数では 722 回から 1,044 回と 322 回増加しています。これは、

新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されつつある中で、学校や

家庭の環境が変化したことによる影響を受けていると思われます。 

2023 年度では、子ども本人から新規で直接相談があったのは、2022 年度の

48 件から増加し 73 件でした。これは相談全体の 53％で、2022 年度と比較す

ると大きな増加となりました。 

子ども以外の新規相談では、親からの相談 49件、祖父母からの相談 3 件な

どがありました。これら大人からの相談の内、後に子ども本人とつながるこ

とができたケースが 15 件ありました。子ども本人からの新規相談 73 件と合

わせると 88件（64％）となりました。 

学校でカードやリーフレットを配布したり、相談室だよりを発行したりし

た他に、学校で行う権利学習の授業に参加するなど、継続的なＰＲに務めて

きましたが、愛称「こことよ」を覚えてもらうとともに、さらに子どもたちが

利用しやすくなるような工夫を引き続き行ってまいります。 

 

参考グラフ：ア 月別相談件数（新規・延べ） イ 相談者別（新規） 

相談件数 

 

 相談者が子どもの場合の学齢別の件数は、小学生（低学年）27件、小学生

（高学年）25 件、中学生 10 件、高校生 4 件、不明 7件となっています。 

2022 年度と比較して、特に高学年の小学生からの相談が増加し 13 件の増

加となっています。 

 子どもからの相談では、交友関係の悩みが 22件（30％）と、引き続き多く

昨年の 13件から増加しています。また、「いじめ」も 3 件から 10 件と多くな

っています。 

全体では、相談内容が多岐に渡っており、子どもたちの悩みが多様化して

いることがうかがえます。 

 

参考グラフ：ウ 相談者が子どもの場合の学齢・性別（新規） 
カ 相談の主訴（新規） 

 
 
                                       

子どもからの相談 
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親等からの相談も含め、対象となる子どもの学齢は、小学生が大半を占めていま

す。小学生（低学年）41件、小学生（高学年）41件、中学生 23件、高校生 11件の

相談がありました。 

大人からの相談では、「子育ての悩み」が 10 件、「いじめ」の相談が 9 件あり、

2022 年度に 0 件だった「教職員等の暴力・暴言や威嚇」が 5 件に,「いじめを除く

交友関係の悩み」は３件から 7 件へと少し増えています。どの年齢の場合も、その

経過の中で子どもと相談室が繋がるように働きかけていきます。 

参考グラフ：エ 相談の対象となる子どもの学齢・性別（新規） カ 相談の主訴（新規） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

大人からの相談も含めた対象となる子どもの相談 

 1回の電話で終わらず、継続した件数の割合が 2022 年度は 69％でしたが、2023

年度は 52％に減少しました。電話で相談を受けたり、面談して話を聴いたり、必

要があれば学校や関係機関に出向いて話を聴いたりすることもあります。相談を

継続する中で初回相談の主訴とは別の問題が見えてくることも多く、継続して相

談することにより子どもをとりまく状況を理解し支援の方向性が明確になって

いきます。いじめや交友関係、教職員等の指導上の問題の場合など学校が関係す

ることについては、学校での聞き取りや協力をお願いするために、継続回数が多

くなります。情報収集のための調査や、発意での調査・調整についても統計上は

継続相談になっています。 

  参考グラフ：オ 相談の継続回数  キ 主訴別延べ回数 

継続相談 

相談の曜日や時間・相談方法 

 新規の相談では水曜日が 38 件と多く、次いで金曜日の 34 件となっています。

火曜日は基本的には電話相談の受付はしませんが、相談室から関係機関等への聞

き取りを行ったり、調査・調整等のための時間にしたりしています。 

 子どもの相談は、15時から 18時の時間帯が多くなっています。また、大人か

らの相談では、15時から 18 時の時間帯の他に、子どもが学校から帰ってくる前

の 12 時から 15 時も多くなっています。 

 相談の所要時間は、子どもも大人もほとんどが 60分以内で終了しています。 

 初回相談は電話がほとんどですが、直接来室し面談したものが 6 件ありまし

た。メールでの相談は 0件、手紙での相談は 4 件（こことよレター含む）ありま

した。 

参考グラフ：ク 相談の曜日（新規・継続） ケ 相談の時間帯（新規） 
コ 相談の所要時間（新規）   サ 相談の方法（新規） 
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（４）相談事例 

 

相談者 

子どもの所属 

相談の主な内容 

相談方法 

 

 

相談内容及び対応の概要 

事例① 

本人 

小学生 

男児 

教員の対応 

電話 

 

【相談内容】 

 担任の先生が話をしっかり聞いてくれない。 

 

【相談室から】 

  朝の会で先生に呼ばれ、先生の傍にいる状態で会が始まる 

 ことが多いそうです。先生に話そうとすると「うるさい」「静 

かにしなさい」と言われ、話を聞いてくれないという言葉が出 

てきました。先生と話がしたい。先生に「話を聞いてほしい」 

と伝えると「聞いているよ」と言われてしまいます。最初は担 

任の先生が話を聞いてくれないという不満からの相談でし 

た。 

本児の学校での様子を具体的に聞くことで日々の生活状

況、行動等が見えてきました。本児が話の中で、保健室の先生

が話を聞いてくれたことを思い出し、楽しかったと教えてく

れました。本児は誰かと話がしたいという思いの強い子であ

ると感じました。自分が話しやすいと思った先生や話を聞い

てくれると感じた先生に話してみることを伝えてみました。

学校には色々な役割の先生がいることを知らせ養護教諭、心

の相談員を紹介しました。 

 

 

事例② 

本人 

中学生 

女子 

性的虐待 

電話 

【相談内容】 

 叔父から体を触られる。 

 

【相談室から】 

 数年前から学校の友人トラブルや担任の先生への不満など 

の相談を度々受けていました。今回の電話相談でも、「授業に 

集中できない」という内容で話が始まり、気になる言葉から丁 

寧に話しを聞いていくと、会話が途切れ、沈黙になったあと、 

絞り出すような声で「叔父さんが触ってくる。やめてって言っ 

てもやめてくれない…。」という内容の言葉が出てきました。 

  近くに住むという叔父は、幼いころから家族ぐるみで交流 

があり、とてもかわいがってもらっていたそうです。「体を触 

※プライバシー保護のため、内容は一部変更してあります。 
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られる」という不快感や嫌悪感を感じながらも「嫌だ」と思う 

ことがおかしい、そんなことを思ってしまう自分が悪いので 

はないかと、子どもなりに葛藤があったようです。また、それ 

をうまく言葉にして人に伝えることもできず、自分の中でも 

不確かな感情を表現することもできず、誰かに気づいて欲し 

くて、こことよに電話することでサインを送っていたのだと 

思います。 

  この話を聞いたあとは、本人に「それはあなたが我慢するこ 

とではない。あなたは悪くない。」と伝え、児童相談所に通告 

しました。通告後は児童相談所の迅速な対応で、本児と面談し 

一時保護。その間、本児家族、叔父と面談し、本児の安心と安 

全が守れる環境を整えてもらうことができました。 

「体を触られる」という言葉が出るまで３年かかっていま 

す。こことよの相談員の役割として、子どもの言葉を真摯に受 

け止め、寄り添って一緒に解決を図ることではありますが、表 

面的なことだけではなく、裏に隠された主訴がないかという 

観点でも、ちょっとした言葉のニュアンスや文脈の変化に注 

意を払い、こちらが感じる違和感を見逃すことなく対応する 

必要性を強く感じました。 

 

 

事例③ 

母親・本人 

小学生 

女子 

教員の対応 

電話・面談 

【相談内容】 

  学校の先生から言われる言葉がきつく、子どもが落ち込ん 

でいる。宿題ができていないと「何でやってこないんだ」と怒 

鳴られ、子どもは理由さえ聞いてもらえない。 

 

【相談室から】 

 相談はまずは母親からで、その後本人から話を聞きました。 

母親は本人が「学校に行きたい」と言うので体調が少し悪い日 

も行かせていたそうです。無理をしていないか心配になり、本 

人から話を聞いてみると、実は担任から「体調不良は気のせい 

だ」と強い口調で言われ、我慢していたようです。母親が担任 

に「体調不良で宿題ができないこともある、そういう時は認め 

てほしい」と相談しても、「体調の管理は家庭に任せる、学校 

ができることはない」という、そっけない返事だったそうで 

す。 

そこで相談員が本人の話を聞いていくと、先生が自分と同 

じように気分が悪い子に「無理しなくていいよ」と優しく声を 

かけている場合もあり、差別ではないかと思え、だんだん学校
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に行くのが嫌になってきていると話してくれました。これか

らどうしたいのか本人と話し合ったところ、今は先生が怖い

と感じていること、先生と話しやすい関係になりたいこと、体

調不良の時は保健室へ行きたいと思っていることがわかり、

それを学校に伝えてほしいということでした。 

こことよが調整役として学校を訪問し、子どもの困り感が

何かを先生に伝え、声のかけ方を今一度考えていただくよう

に提案をしました。先生も宿題ができない理由や子どもの気

持ちを確認するように約束してくれました。その後、本人が体

調不良の時は、親にも先生にも「休みたい」と言えるようにな

り、安心感が得られたようでした。 
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３ 調査・調整活動 

擁護委員が行う調査・調整には、相談者や子どもから権利侵害についての

「救済の申立て」を受けて実施する場合と、子どもが権利侵害を受けている

と認めるときに擁護委員が「発意」によって実施する場合とがあります（豊

田市子ども条例第 22 条第 1 項第 2 号及び第 3 号）。 

 

（１）申立案件   
2023 年度、子どもの権利侵害に対する救済の申立てはありませんでした。 

 

（２）発意案件 

2023 年度、擁護委員による発意は＜発意案件 第Ｈ9－23 号＞1 件でした。 

2024 年 3 月末現在、調査中です。 

また、2021 年度の＜発意案件 第Ｈ8－21 号＞に関わる制度などの改善

の要請については、対応状況について 5 年間の報告を求めています。豊田

市こども・若者政策課から 2023 年度の対応状況の報告があり、確認しまし

た。 

 

＜発意案件 第Ｈ8－21 号＞ 

発意日 2021 年 12 月 27 日 
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豊こ若発第 2331 号 
令和６年３月１３日 

 
令和５年度 報 告 書 

 
豊田市子どもの権利擁護委員 
  山谷 奈津子 様 
  石井 拓児  様 
  渡邊 佐知子 様 

 豊田市長 太田 稔彦  印 
 
 ２０２２年８月２３日付 第２０２２-１号にて、通知のあった要請につい
て、下記のとおり報告します。 
 

記 

＜こども・若者政策課分＞ 
１ 放課後児童クラブの問題性を把握した場合は、速やかに改善するよう指導

するとともに、フォロー体制を充実させ、確実に改善したかどうか確認をして

ください。 

 
→ 保護者からの意見やアンケート結果、また巡回相談員の巡回記録から、問題

性を把握した場合は、速やかに委託事業者等へ連絡し、問題点を伝え、事業者
に対し複数の改善策を提案しながら、対応を依頼します。市の方でも、担当長
を中心に、地区担当や指導主事等、複数の職員で共有・相談しながら、フォロ
ー体制をとり、市で行うべきことがあれば役割分担をするなど、現場や事業者
を支援しました。 

  事業者からの報告を受け、不十分な点があった場合、さらなる対応を依頼・
指導し、確実に改善するまで報告を求めます。また、各事業者とは毎月定例会
を開催していますので、その後の経過もヒアリングし、確実な改善確認に努め
ました。 

  今年度、クラブでトラブルが起きた際、学校側からクラブ参加児童に持ち物
検査をするようクラブ側へ助言がありましたが、委託事業者自らが判断し、子
どもの権利の視点から実施をしなかった例がありました。市への相談・報告も
随時入りましたが、事業者自らが、子どもの人権に配慮できた結果と考えます。 
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２ 委託事業者である に対し、子どもや保護者の声が上げやすいようなア

ンケートの実施方法や当該 の正確な実態がつかめるような集計方法を指

導してください。 

 
→ アンケートの実施方法は、委託事業者に任せ、WEB 上で行ったところもあ

ります。紙で実施する場合は、クラブの支援員に中身がわからないように、封
筒に入れ、回収箱等を設置して出していただくよう事業者に指導し実施しま
した。当該法人は WEB で実施をしました。 

中身については、事業者が集計・分析し、問題点が確認できれば、事業者か
ら各クラブへ状況確認し、必要に応じてクラブの支援員に対応方法を指導して
います。 

  元データは集計結果とともに市に提出されるため、市の方でも確認し、気に
なる回答については説明を求め、確認を行いました。 

  当該法人は、暑い夏休みに外で活動できないことを鑑み、今年度、屋内での
体験活動や工作等を充実させたためか、子どもからのアンケート評価は高い
ものとなりました。 

 
３ 当該法人に対して巡回している指導員について、多様性のある人材を確保

し、巡回指導員に対する子どもの権利に関する研修を充実させてください。 

 
→ 巡回相談員に対しては、子どもの権利に関するパンフレット等を用い説明・

研修を行っています。 
  「巡回記録表」にも巡回のチェック項目として「子どもの人権に十分配慮し

た育成支援が行われているか」という表現に変え、クラブ運営の重要な視点と
して意識付けています。また、人材についても、青少年相談センターにおいて、
子どもに寄り添い、子どもの声を傾聴してきた校長経験者と養護教諭経験者 
の 2 名で巡回しました。 

 
４ 多様性を持ち、経験豊富な支援員を確保するため、支援員の処遇の向上や待

遇改善、適正な支援員の配置や施設整備の充実などを速やかに実施してくだ

さい。 

 
→ 子どもと接する支援員の人材確保はとても重要であり、そのための処遇・待

遇の改善や働きやすい環境づくりに努めています。 
支援員の処遇の向上・待遇改善については、委託事業者の協力も得ながら、

改善に努めています。 
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支援員の適正配置についても、どのクラブも、まずは子どもが安全・安心に
過ごすことができ、現場の支援員が安定して運営できるよう、必要な人員を配
置し、就労環境を整えています。 

施設については、学校と調整を図り、クラブの参加児童が安全に過ごせるよ
う必要な整備を行っています。 

また、支援員の負担を軽減し、子どもと接する時間を確保できるよう入退室
管理システムを導入する準備を行っています。 

今後も各学校の状況に応じ、子どもたちが安心して楽しく過ごせ、支援員が
働きやすい環境整備を行います。 

 
なお、当該法人の人材については、異なる経歴を持つ人材が管理側に加わる

ことによる効果が出てきたと評価しています。具体的には、人事考課制度とそ
れに連動した処遇改善の体制を整え、支援員の仕事に対するモチベーションを
向上させる仕組みを構築しています。 
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（３）その他の調査・調整 

申立案件及び発意案件の調査・調整のほかに、相談の一環として、相談

者の困り感の要因がどこにあるのか、どこに働きかけることが有効かを探

るために、相談者の同意を得た上で擁護委員や相談員が相談者以外の関係

者に直接会ったり、電話で話したりすることがあります。事実確認をしな

がら、緊張した関係やもつれた関係の糸口を探し緩やかにすること、相談

者や子どもが関係する人たちと建設的な対話をしながら解決を図るための

環境作りをすることも、調査・調整活動として擁護委員の大切な役割の一

つです。 

また、いろいろな要因が複雑に絡み合っている案件（虐待、発達的なこ

と、不登校、いじめ、貧困等）は、学校や関係機関と連絡を取り合い連携

しながら対応する場合もあります。 

2023 年度に発意案件以外で実施した関係機関との調整活動や連携した案

件は 34 件(2022 年度は 14 件)でした。 

(※相談内容は初回の主訴) 

当該子ども 相談内容        調査・調整の内容 

就学前の子 こども園等

の対応 

保育課との連携と情報収集 

                

就学前の子 〃     〃      

就学前の子 〃     〃       

就学前の子 〃    〃      

就学前の子 〃    〃 

小学生低学年 
子ども同士

の暴力 

学校、パルクとの連携と情報収集 

小学生低学年 いじめ 学校教育課、学校との連携と情報収集      

小学生低学年 不登校 パルクとの連携と情報収集 

小学生低学年 いじめ 学校教育課、学校との連携と情報収集 

小学生低学年 
教員の暴力 

・暴言 

学校教育課、学校との連携と情報収集  

小学生低学年 家庭内虐待 学校、児相との連携と情報収集 

小学校低学年 
教員の暴力 

・暴言 

 学校との情報共有 

   

小学校低学年 心身の悩み 学校との連携と情報収集     

小学校低学年 
家族関係  学校教育課、学校、こども家庭課との連携

と情報収集 
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小学校低学年 交友関係  学校、こども家庭課との連携と情報収集      

小学校低学年 
いじめ  学校教育課、学校、こども・若者政策課、

クラブ事業者との連携と情報収集 

小学校高学年 いじめ  学校との連携と情報収集 

小学校高学年 家庭内虐待  児相、こども家庭課との連携と情報収集 

小学校高学年 
子ども同士

の暴力 

 学校教育課、学校、パルクとの連携と情報

収集 

小学校高学年 福祉的処遇  こども家庭課との連携と情報収集 

小学校高学年 
その他  学校教育課、学校、パルク、教育センター

こども・若者政策課との連携と情報収集 

小学校高学年 家庭内虐待  児相、こども家庭課との連携と情報収集 

小学校高学年 
いじめ  学校教育課、学校、こども・若者政策課、

クラブ事業者との連携と情報収集 

小学校高学年 
教員の暴力 

・暴言 

 スポーツ振興課からの情報収集 

小学校高学年 セクハラ  学校教育課、学校との連携と情報収集 

小学校高学年 いじめ  学校教育課、学校との連携と情報収集 

小学校高学年 家庭内虐待  学校、児相との連携と情報収集 

小学校高学年 学校の対応  学校との連携と情報収集 

中学生 家庭内虐待  児相との連携 

中学生 校則等  学校、児相との連携と情報収集 

中学生 
教員の暴力 

・暴言 

 こども家庭課、児相、病院、パルク、社協

との連携と情報収集 

高校生 家庭内虐待  児相、学校との連携と情報収集 

高校生 家庭内虐待  児相との連携と情報収集 

子ども その他  公園緑地つかう課からの情報収集 

※内容の欄において、各機関の名称を略称にしています。 

・児相        … 豊田加茂児童・障害者相談センター 

・学校教育課     … 豊田市教育委員会 学校教育課 

・パルク       … パルクとよた 

（豊田市教育委員会 青少年相談センター） 

・教育センター    … 豊田市教育委員会 教育センター 

・こども家庭課    … 豊田市こども家庭課 

   ・保育課       … 豊田市保育課 

・こども・若者政策課 … 豊田市こども・若者政策課 
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   ・スポーツ振興課   … 豊田市スポーツ振興課 

   ・公園緑地つかう課  … 豊田市公園緑地つかう課 

   ・社協        … 豊田市社会福祉協議会 

   ・クラブ事業者    … 放課後児童クラブ運営委託事業者 
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４ 発意に基づく支援活動 

2010 年の発意案件では、放課後児童クラブにて支援員の不適切な言動があ

り、子どもの権利が侵害されているとして、制度改善の要請を行いました。こ

れに対して豊田市次世代育成課（現：こども・若者政策課）から、対応状況の

報告を５年間受けたそれ以降も、権利擁護委員からの要望により、各種研修や

クラブ支援訪問を継続してきた経緯があります。 

しかし、2021 年には別の放課後児童クラブにおいて、専任支援員が威圧的

な言動を繰り返す等の不適切な対応をしていたことが判明し、2022 年 8 月 23

日に子どもの権利が侵害されているとして、制度改善の要請を行いました。こ

の件につきましても、対応状況の報告を５年間求め毎年確認作業を実施して

います。（23 ページに掲載） 

支援員研修やクラブ支援訪問は、クラブに参加する子どもたちの育ちを支

えるために大切であることから、相談室としても引き続き協力や参加をして

いきます。 

 

（１） 支援員研修 

  2023 年度も集合研修は行いませんでしたが、各クラブに資料を配布し、ク

ラブ内にて研修を実施してもらいました。 

 

（２）支援訪問       ※事業者の欄において、名称を略称にしています。 

日程 会場 事業者 クラブ名 参加者 

 6 月 21 日（水） 青木小 振興会 青木こどもクラブ 渡邊擁護委員 

11 月 15 日（水） 浄水小 浄水まごころ ふぁみりぃクラブ 山谷擁護委員 

11 月 22 日（木） 童子山小 朝日丘 わらべっ子クラブ 市職員 

12 月 4 日（月） 冷田小 トライ ウリボタル 渡邊擁護委員 

12 月 12 日（火） 大林小 トライ なかよし 山谷擁護委員 

2 月 16 日（金） 元城小 ホ－メックス ひまわり学級 渡邊擁護委員 

2 月 22 日（金） 小清水小 ホ－メックス どんぐり学級 石井擁護委員 

・振興会    … 社会福祉法人 大和社会福祉事業振興会 

   ・浄水まごころ … 一般社団法人 浄水まごころスクール 

   ・トライ    … 株式会社 トライ 

    ・朝日丘    … 一般社団法人 朝日丘コミュニティクラブ 

   ・ホ－メックス … ホ－メックス株式会社 

日程 研修内容 

 1 月  支援員研修資料（音声付き DVD：学校向け権利学習プログラム） 

「子どもの権利と学校」 石井擁護委員 
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５ 広報・啓発活動 

相談室は、仕事の一つとして、「条例の普及及び子どもの権利の啓発に関す

ること」が定められています（豊田市子ども規則第 15 条第 2 項第 4 号）。豊

田市子ども条例や子どもの権利を知ってもらうことはもちろんのこと、相談

室のことを知ってもらうために、様々な広報・啓発活動を行っています。 

 

（１）子どもへの広報・啓発活動 

ア カード・リーフレットの配布 

 

相談室のことをより多 

くの子どもたちに知って 

もらえるように、下表の 

とおり配布しました。 

カードは、小中学校・ 

高等学校・特別支援学校 

の全児童・生徒に配布し 

ました。 

 

 

※印の学年については、リーフレットも全児童・生徒対象に配布しました。 

配布対象 配布物 

市内小学校 1 年生※ リーフレット・カード 

市内小学校 2 年生～6 年生 カード 

市内中学校 1 年生 ※ リーフレット・カード 

市内中学校 2 年生・3 年生 カード 

豊田特別支援学校小学部※ リーフレット・カード 

豊田特別支援学校中等部・高等部※ リーフレット・カード 

市内県立高等学校 リーフレット・カード 

市内私立高等学校 リーフレット・カード 

県立豊田高等特別支援学校 リーフレット・カード 

 

豊田市の学校では、子どもの虐待防止の観点から CAP プログラムを実 

施しています。その際に相談機関の一つとして、とよた子どもの権利相 

談室のカードも配布してもらっています。 

※CAP＝Child Assault Prevention「子どもへの暴力防止」 

 

 

〔カード〕      〔リーフレット〕 
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イ クリアファイルを配布 

                                

             

ウ 掲示について 

 相談室の前には、こことよのことをよく知って 

もらうために、様々な掲示がしてあります。「どう 

いうことを相談するの？」「子どもの権利ってどう 

いうものがあるの？」など、子どもにも大人にも 

関心を持ってもらえるような掲示を心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 相談室だより 

2020 年度より、子どもたちにより親しみを持ってもらえるように、お便

りの名称を、相談室の愛称と同じ「こことよ」に変更しました。 

小学校低学年向け「こことよ」と、高学年・中学生向け「こことよ」を、

市内各小・中学校に例年通り 6 月、10 月、2 月の年 3 回に配布しました。 

    相談室からのお知らせのほかに、2018 年度から、相談室の活動がより

子どもに理解してもらえるように、相談室に相談してからの流れを載せ

ています。 

〔クリアファイル 表〕 〔クリアファイル 裏〕 



 
 

 

＜小学校高学年・中学生向け相談室だより 第３６号＞ 
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＜小学校高学年・中学生向け相談室だより 第３７号＞ 
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＜小学校高学年・中学生向け相談室だより 第３８号＞ 
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＜小学校低学年向け相談室だより 第２９号＞ 

35 



     

    

 

＜小学校低学年向け相談室だより 第３０号＞ 
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＜小学校低学年向け相談室だより 第３１号＞ 

37 
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（２）こども・若者政策課事業への協力 

豊田市こども・若者政策課が行う豊田市子ども条例や子どもの権利の啓発

に関する事業に、様々な形で協力をしています。 

 

ア 「権利学習プログラム」への参加 

権利学習プログラムは、豊田市子ども条例と子どもの権利について子 

どもたちが学習するためのプログラムです。 

とよた子どもの権利相談室は、豊田市子ども条例や子どもの権利につ 

いて理解を深めてもらうことを目的に、小中学校の権利学習プログラム 

の授業に参加をしてきました。 

2010 年度に 5 分程度で相談室の紹介 

をすることから始まったプログラム 

への参加は、少しずつ講義形式や紙 

芝居等で 1 コマを受けもつことが増 

え、2017 年度後半からは各学年で行 

う子どもの権利擁護委員の授業内容 

を統一しました。相談室からの参加 

を希望する学校も年々増加してきま 

した。 

    2019 年度から子ども条例の正しい理解を深め、権利学習プログラムの

効果を高めることを目的に「中学校での子どもの権利啓発事業」が始まり

ました。2020 年度はコロナで中止となりましたが、2022 年度までの 4 年

間ですべての中学校を対象に、教員向け事前研修、全校講演、権利学習授

業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度からは教育委員会の「子どもの命を守るハートサポートプロ

グラム」の 1 つとして位置づけられた権利学習プログラムは、全小中学校

必修のものとなりました。6 年間で全小学 5 年生児童と全小・中・特別支

援学校教職員の対面研修を実施し、対面ではない年も擁護委員の作成動画

で実施します。 

 

 

（教員向け事前研修） （放送室から全校生徒に向けた講演の様子） 
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また、授業を受けた生徒から、「子どもの権利について、もっと大人も

知ってほしい」との声を受け、保護者・地域向け研修を中学校区ごとに実

施する計画とし、その事業に全面協力をします。今年度は、崇化館・朝日

丘・豊南・藤岡の中学校区内の 11 小学校、4 中学校と 4 交流館で実施し

ました。 

    

 ＜教職員向け対面研修＞ 

日程・学校名 日程・学校名 日程・学校名 

7/10 根川小 7/31 平和小 8/24 飯野小 

7/21 衣丘小 8/2 童子山小 8/24 朝日丘中 

7/21 元城小 8/4 朝日小 8/28 藤岡中 

7/25 挙母小 8/23 前山小 9/11 豊南中 

7/26 石畳小 8/23 御作小 9/21 崇化館中 

 

 ＜小学５年生対面授業＞ 

実施日・学校名 クラス数 児童数 実施日・学校名 クラス数 児童数 

9/22 御作小 1 11 11/30 平和小 2 46 

10/31 挙母小 2 71 12/4 童子山小 3 116 

11/ 1 飯野小 1 33 12/5、6 前山小 5 113 

11/10 元城小 2 52 12/8 衣丘小 4 117 

11/14 石畳小 1 22 12/18 朝日小 3 87 

11/15 根川小 3 89    

 ＜保護者・地域向け研修＞ 

10/1（日） 
藤岡交流館 

10/22（日） 
豊南交流館 

11/5（日） 
崇化館交流館 

11/12（日） 
朝日丘交流館 
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2023 年度は、計画に基づき実施した崇化館・朝日丘・豊南・藤岡の中学

校区内にある小学校の小学 5 年生（11 校 30 クラス）と、実施を希望した

小学 1 年生、3 年生、5 年生（4 校 15 クラス）の権利学習に参加すること

ができました。たくさんの子どもたちに直接会うことができ、また、参加

した学校の先生方にも、豊田市子ども条例や相談室について理解していた

だく機会となりました。さらに、小学 3 年生、5 年生の権利学習後には、

タブレットを使って回答できる振り返りシート（アンケート）を実施しま

した。授業の感想の他に、自由記述欄にて、質問や相談のあった児童には、

手紙で返信をしました。加えて、こことよレターも配布し、手紙が送られ

てきた児童には返信をしました。返信した児童数は、3 年生 20 名、5 年生

41 名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    小学 1 年生では、授業の後半で豊田市子ども

条例という約束があることや、困った時には相

談をすることを中心に、相談員から話をしまし

た。安心して話ができるところがあることを伝

え、実際に電話をかける練習なども行いました。 

 

 

    小学 3 年生では、パワーポイントなどを使って、条例や権利について

説明をしました。子どもたちにとって難しく感じる言葉も、日常の出来事

と絡めて考えることで身近なものに感じられるよう工夫をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(小学３年生の授業の様子) 
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小学 5 年生では、豊田市子ども条例の子どもにとって大切な 4 つの権

利について身近な出来事を交えて説明した後、それぞれに守られていると

思う項目にシールを貼るというワークショップ形式で行いました。自分た

ちの権利について、より具体的に考える機会になることを目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2023 年度 権利学習への参加実績＞ 

学校名 学年(クラス数) 相談室参加者 

童子山小 5 年生（3 クラス） 山谷擁護委員、石井擁護委員 

挙母小 5 年生（2 クラス） 石井擁護委員 

根川小 5 年生（3 クラス） 石井擁護委員、渡邊擁護委員 

前山小 5 年生（4 クラス） 山谷擁護委員 

元城小 5 年生（2 クラス） 石井擁護委員、渡邊擁護委員 

朝日小 5 年生（3 クラス） 山谷擁護委員、石井擁護委員、渡邊擁護委員 

平和小 5 年生（2 クラス） 渡邊擁護委員 

衣丘小 5 年生（4 クラス） 石井擁護委員、渡邊擁護委員 

井上小 

1 年生（3 クラス） 相談員 2 名 

3 年生（3 クラス） 山谷擁護委員、石井擁護委員、山田専門員 

5 年生（3 クラス） 山谷擁護委員、石井擁護委員、山田専門員 

飯野小 5 年生（1 クラス） 山谷擁護委員 

石畳小 

1 年生（1 クラス） 相談員 1 名 

3 年生（1 クラス） こども・若者政策課職員 1 名 

5 年生（1 クラス） 山谷擁護委員 

御作小 5 年生（1 クラス） 渡邊擁護委員 

本城小 5 年生（1 クラス） 山谷擁護委員 

追分小 

1 年生（1 クラス） 相談員 1 名 

3 年生（1 クラス） 渡邊擁護委員 

5 年生（1 クラス） 渡邊擁護委員 

  

(小学５年生の授業の様子) 
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子どもの権利学習プログラム（対面研修・対面授業実施校） 

事業スケジュール予定 2023～2028 年度 

 

 

 

 

年度 

中学校教職員 
（60 分） 

（全職員対象︓
授業後、夏休
み等に実施） 

保護者・
地域 

（9０分） 
小学校教職員（60 分） 

（全職員対象︓授業後、夏休み等
に実施） 

小学５年生児童（45 分） 
（教職員研修、ひまわり小５

版実施後に実施） 

2023 

崇化館 
朝日丘 
豊南  
藤岡     

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

挙母・元城・朝日     
童子山・根川・衣丘 
前山・平和 
飯野・石畳・御作     

挙母・元城・朝日 
童子山・根川・衣丘 
前山・平和 
飯野・石畳・御作     

2024 

高橋 
美里 
益富 
藤岡南    

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

寺部・平井・矢並・市木 
野見・東山・広川台 
古瀬間・五ケ丘・五ケ丘東 
中山           

寺部・平井・矢並・市木  
野見・東山・広川台 
古瀬間・五ケ丘・五ケ丘東 
中山           

2025 

梅坪台 
竜神 
末野原 
下山 
旭      

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

梅坪           
山之手・竹村・土橋 
寿恵野・大林 
花山・大沼・巴ケ丘 
小渡・敷島       

梅坪           
山之手・竹村・土橋 
寿恵野・大林 
花山・大沼・巴ケ丘 
小渡・敷島       

2026 

逢妻 
上郷 
高岡 
前林 
若園 
 

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

小清水・美山       
高嶺・畝部 
若林東・若林西 
堤・駒場 
若園 
萩野・明和・新盛・大蔵・御蔵  

小清水・美山       
高嶺・畝部 
若林東・若林西 
堤・駒場 
若園 
萩野・明和・新盛・大蔵・
御蔵  

2027 
 

保見 
猿投 
猿投台 
井郷 
足助                  

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

大畑・伊保・東保見・西保見 
加納           
青木・西広瀬 
四郷・井上 
足助・冷田・追分・佐切・則定  

大畑・伊保・東保見・西保
見 
加納           
青木・西広瀬 
四郷・井上 
足助・冷田・追分・佐切・
則定  

2028 

石野 
松平 
浄水 
小原 
稲武 
豊田特支（中
学）     

左記 
中学校ブ
ロックご
と 

東広瀬・中金・上鷹見   
九久平・幸海・岩倉・滝脇・豊
松 
浄水・浄水北 
道慈・本城・小原中部 
稲武 
豊田特支（小学）             

東広瀬・中金・上鷹見  
幸海・岩倉・九久平・滝
脇・豊松 
浄水・浄水北 
道慈・本城・小原中部 
稲武 
豊田特支（対象学年は学校と
相談）              
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イ 子ども会議 

2023 年度第 1 回豊田市子ども会議（6 月）にて、子ども委員に対して 

   石井擁護委員が「みんなで学ぶ子どもの権利と尊厳 ～ひとりひとりがこ

の社会の主人公になるために～ 」と題して子どもの権利と尊厳について

話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

（第 1 回豊田市子ども会議、石井擁護委員講話の様子） 

 

    11 月に行われた子どもの権利条約フォーラム 2023ｉｎとよたにおい

て、子ども発企画として子どもの権利に関する動画を作成し、その中で

こことよ（とよた子どもの権利相談室）の紹介をしました。 
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（３）市民（大人）への広報・啓発活動 

ア 擁護委員だより 

先生や子どもに関わる方々への啓発活動として、市内の小・中学校・高

校・特別支援学校・こども園・幼稚園の教職員・保育師、放課後児童クラ

ブ支援員、人権擁護委員及び相談機関等に配布しました。（46,47 ページに

掲載） 

 

イ 掲載 

毎月発行される広報とよたの相談窓口一覧、豊田市こころの健康相談 

窓口一覧、豊田市くらしの便利帳、豊田市子育て応援ハンドブック、豊田

市家庭教育手帳（親ノート）に、子どもに関する相談機関として掲載され

ています。 

 

ウ その他 

(ア)講師派遣活動 

日程 
対象者 

題目 

講師 

8 月 18 日 

 

新規採用保育師夏季研修

公立こども園新任保育師 

  ３７名 

豊田市子ども条例について 

～子どもの権利について学ぼう 

こども・若者政策課職員 

9 月 7 日 豊田市青少年健全育成推

進協議会理事、育成員、

部会員 

        ２０名 

豊田市子どもの権利擁護委員制

度とこことよ（とよた子どもの

権利相談室） 

相談員 

9 月 26 日 

 

 

保護者向け研修 

童子山小学校 保護者 

３５名 

子どもをいじめから守るために 

石井擁護委員 

12 月 15 日 豊田市職員 人権研修 

市職員    ８７名 

子どもの人権 

渡邊擁護委員 

2 月 11 日 

 

 

地域・保護者向け研修 

豊南地区青少年健全育成

推進協議会  ２７名 

「子どもの権利」について学ぶ 

 

石井擁護委員 

3 月 4 日 

 

教職員職員研修 

東山小学校 教職員  

２３名  

子どもの権利を大切にした対応

を考える 

石井擁護委員・渡邊擁護委員 

  ※豊田市の公立こども園では、幼稚園教諭と保育園保育士を併せて「保育師」という名称を使用しています。 
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(イ)ホームページ 

擁護委員の紹介、相談室の説明やお知らせなどを掲載し、活動報告

会などのトピックスはお知らせページに掲載し、随時、更新していま

す。また、相談室だよりのバックナンバーも見ることができます。 

「とよた子どもの権利相談室」又は「こことよ」で検索してください。 

 

(ウ)視察・取材 

学生の方々の見学や調査研究のための取材、他市の機関等からの視

察・取材を受け、意見交換等を実施しました。 

           

 

 

 

機関等 件数 

大学生取材 2 件 2 名 

他市機関視察 1 件 2 名 

ひまわりネットワーク「とよた NOW」   1 件      



 
＜擁護委員だより＞ 

46 



 

47 
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６ 研究・研修・会議 

（１）研究 

  「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2023 小金井 

（ア）シンポジウム 

  相談員１名が参加しました。（全体会：Zoom、分科会：現地） 

   日時：2024 年 2 月 10 日（土）13：00～16：30、11 日（日）10：00～17：00 

   会場：東京都小金井市 宮地楽器ホール、他 

   主催：「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2023 小金井実行委員 

会／小金井市 

  内容：テーマ「こども施策の基本理念と自治体における子どもの意見の反映」 

＜全体会＞ 

①自治体報告 

・千葉県流山市  竹中 大剛 氏（子ども家庭部長） 

・神奈川県川崎市 二瓶 裕児 氏（教育委員会事務局生涯学習部 

地域教育推進課長） 

     ・東京都     中島 知郎 氏（子供政策連携室 企画調整部  

プロジェクト推進担当課長）

②特別報告  

「まちづくりにおける子ども・若者の参画－静岡県内での実践を通じて－」 

        土肥 潤也 氏（NPO 法人わかもののまち代表理事、 

こども家庭審議会委員） 

 

＜分科会：子どもの相談・救済＞ 

   ①（基調報告）「子どもオンブズパーソン／コミッショナーの必要性と役割 

                  －国際的位置づけと諸外国の実践事例から－」 

       平野 裕二 氏（子どもの権利条約総合研究所運営委員） 

   ②「子どもオンブズパーソン相談室の開設と運営 

      ―子どもの権利を実現する文化及び社会を作るために―」 

           半田 勝久 氏（小金井市子どもオンブズパーソン） 

村井 朗子 氏（       〃       ） 

   ③「『としま子どもの権利相談室』のこれまで・これから」 

           佐賀  豪 氏（豊島区子どもの権利擁護委員） 

           小野 義夫 氏（子ども家庭部子ども若者課） 

   ④「長野県子ども支援委員会の活動―人権救済における勧告を中心に―」 

           関 良徳 氏（長野県子ども支援委員会会長） 

           中嶋 慎治 氏（前・長野県子ども支援委員会副会長） 

           中川 峻介 氏（県民文化部 子ども若者局  

こども・家庭課 児童相談・養育支援室） 
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 （イ）子どもの相談・救済に関する関係者会議（非公開） 

   相談員 1 名が参加しました。 

   日時：2024 年 2 月 12 日（月・祝）10：00～16：00 

   会場：市民会館 萌え木ホール 

 

（２）研修 

 ア 市役所内研修 

   ①相談員 1 名が参加しました。 

    内容：ゲートキーパー研修 

    講師：和田 浩平 氏（医療法人仁成精会 三河病院） 

日時：2023 年 12 月 18 日（月）14：00～ 

②相談員 2 名が参加しました 

 内容：ヤングケアラー支援者研修 

 講師：浅井 真奈美 氏（臨床心理士・公認心理師） 

日時：2024 年 2 月 13 日（火）14：00～ 

  

 イ パルクとよた公開セミナー 

   各回、相談員 1 名が参加しました。 

   ①内容：家庭教育について 

    講師：江口 昇勇 氏（パルクとよた 青少年専門指導相談員） 

    日時：2023 年 6 月 23 日（金）18：30～ 

②内容：自殺予防教育について 

    講師：大山 卓 氏（創価大学教育学部 准教授） 

    日時：2023 年 7 月 15 日（土）10：00～ 

③内容：特別支援教育について（1） 

    講師：松川 博茂 氏（パルクとよた 特別支援教育アドバイザー） 

日時：2023 年 9 月 22 日（金）18：30～ 

④内容：不登校対応について（1） 

    講師：中西 和紀 氏（あいせい記念病院） 

    日時：2023 年 10 月 27 日（金）18：30～ 

   ⑤内容：特別支援教育について（2） 

    講師：西村 多恵 氏（豊田市障がい者就労・生活支援センター） 

    日時：2024 年 1 月 26 日（金）18：30～ 

   ⑥内容：不登校対応について（2） 

    講師：堀 英太郎 氏（パルクとよた 主幹） 

    日時：2024 年 3 月 1 日（金）18：30～ 
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  ウ 外部研修 

  （ア）名古屋市子どもの権利相談室新人研修 

    講師：粕田 陽子 氏（名古屋市子どもの権利擁護委員） 

吉住 隆弘 氏（             〃       ） 

    日時：①2023 年 4 月 13 日（木） 

       ②2023 年 4 月 21 日（金）  相談員 1 名が参加しました。 

       ③2023 年 4 月 28 日（金） 

       ④2023 年 11 月 17 日（金）   

⑤2023 年 11 月 24 日（金） 

 

（イ）あいちスクールソーシャルワーカー実践研究会 

    相談員が 1 名参加しました。（Zoom） 

    内容：「子ども真ん中ソーシャルワーク ～アドボカシーに着目して～」 

    日時：2023 年 8 月 11 日（金・祝）13：00～ 

 

（ウ）ＲＩＦＣＲ（リフカー）研修 

  相談員 1 名が参加しました。 

  内容：性虐待対応 

  日時：2023 年 9 月 17 日（日）9：00～ 

  会場：ウィンクあいち（愛知県産業労働センター） 

 

（エ）豊田・加茂児童相談センター研修 

  相談員 4 名が参加しました。 

  内容：子ども・市民からの虐待相談に対する対応の仕方 

講師：新美 幸雄 氏（豊田加茂福祉相談センター） 

日時：2023 年 11 月 9 日（木）10：00～ 

 

  （オ）愛知県令和 5 年度相談支援職員研修 

    相談員 1 名が参加しました。 

    内容：子ども・若者への相談支援実践に必要な関係機関連携スキル 

    日時：①2023 年 11 月 １日（水）13：30～ 

       ②2023 年 11 月 17 日（金）14：00～ 

       ③2023 年 12 月 ６日（水）13：30～ 

 

  （カ）日本電話相談学会 第 36 回大会 

    相談員４名が参加しました。 

    内容：大会テーマ「精神障害と電話相談」 

    日時：2023 年 12 月 2 日（土）10：00～、3 日（日）9：30～ 

   

相談員 2 名が参加しました。 
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（キ）ＣＡＰ研修 

    相談員 2 名が参加しました。 

    内容：子どもへの暴力防止プログラム 

    日時：2024 年 1 月 24 日（水）13：20～ 

 

  （ク）男女共同参画センター研修 

    相談員 1 名が参加しました。 

    内容：離婚後共同親権について 

    講師：岡村 晴美 氏(弁護士) 

    日時：2024 年 3 月 13 日（水）13：30～ 

 

エ 相談室内研修 

（ア）擁護委員による相談員研修 

①内容：学校づくりと子どもの権利 

      講師：石井擁護委員 

      日時：2023 年 6 月 25 日（日）  

     ②内容：子どもの権利/子どもの権利条約/豊田市子ども条例 

      講師：山谷擁護委員 

日時：2023 年 6 月 27 日（火） 

     ③内容：学校安全と事故防止 

      講師：石井擁護委員 

日時：2023 年 8 月 1 日（火） 

     ④内容：児童相談所の業務と児童虐待対応 

      講師：渡邊擁護委員 

日時：2023 年 9 月 19 日（火） 

     ⑤内容：子どもの権利擁護機関と「こことよ」について 

      講師：山谷擁護委員 

      日時：2023 年 10 月 10 日（火） 

     ⑥内容：不登校について 

      講師：渡邊擁護委員 

      日時：2023 年 10 月 20 日（金） 
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（３）会議 

ア 擁護委員会議（子ども規則第 6 条） 

    必要があるときに代表擁護委員が招集し開催します。 

 日  時 主 な 議 題 

第 1 回 4 月 24 日(月) 組織体制について 

第２回 5 月 16 日(火) 組織体制について 

第３回 5 月 23 日(火) 組織体制について 

第４回 5 月 30 日(火) 組織体制について 

第５回 6 月 16 日(金) 市長への 2022 年度活動報告会 

第６回 6 月 20 日(火) 研修、事務改善について 

第７回 7 月 11 日(火) 事務改善について 

第８回 7 月 20 日(木) 教育委員会との意見交換会 

第９回 
8 月 3 日(木) 

・家庭児童相談所 

・豊田加茂児童・障害者相談センター 

・パルクとよた  との意見交換会 

第 10 回 10 月 24 日(水) 事務改善、組織体制について 

第 11 回 12 月 19 日(火) 組織体制について 

第 12 回 1 月 30 日(火) 事務改善、組織体制について 

第 13 回 2 月 20 日(火) 研修体制、事務改善、組織体制について 

第 14 回 3 月 26 日(火) 事務改善、組織体制について 

 

 

 

    

 

2023.6.16 太田市長へ 2022 年度の活動報告 
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イ ケース検討会議（原則毎週火曜日） 

擁護委員と相談員全員で意見交換をしながら、個々の案件について具 

体的な対応を検討します。 

  

ウ 担当者会議（随時） 

ケースの担当擁護委員と担当相談員が必要な時に話し合います。 

 

エ 相談員会議（随時） 

    相談員全員で、案件に関する対応や相談室の運営について話し合います。 

 

（４）外部委員等 

ア 豊田市いじめ防止対策委員会 

各回、山谷擁護委員が参加しました。 

＜第 1 回＞ 

日時：2023 年 5 月 24 日（水）14：30～15：20 

＜第 2 回＞ 

日時：2023 年 10 月 11 日（水）14：30～15：20 

 

イ 豊田市要保護児童・ＤＶ対策協議会 

    山谷擁護委員が参加しました。 

     日時：2023 年 7 月 13 日（木）14：00～ 

 

ウ 子どもにやさしいまちづくり推進会議 

    山谷擁護委員が参加しました。 

     日時：2024 年  3 月 12 日（火）14：00～ 

 

エ 豊田市若者支援地域協議会  

渡邊擁護委員が参加しました。 

    ＜代表者会議＞ 

     日時：2023 年  5 月 17 日（水）14：00～ 

     

オ 豊田市若者サポートステーション運営業務委託プロポーザル  

選考委員として渡邊擁護委員が参加しました。 

    ＜ヒアリング＞ 

     日時：2024 年  1 月 31 日（水）13：30～ 
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７ 擁護委員からのメッセージ 

 

教員不足問題と子どもの権利 

 

             豊田市子どもの権利擁護委員  山谷 奈津子 

 

１ こことよへの相談から見えてきた課題 

  こことよでは、擁護委員が情報収集や調査・調整活動の一環として小中学校

を訪問したり、権利学習で学校にうかがわせていただく機会が多くあります。 

  その中で、年度途中で担任が病休となり、代替の教員が充てられることなく、

教頭や教務主任が担任の代わりをしているケースや、授業中落ち着いて座って

いられない子や外国籍で日本語の理解が不足している子などに個別対応が必

要であっても、人手が足りずに丁寧な対応ができていないケースなど、どこの

学校でも教員不足に悩まされている実態を目の当たりにしました。 

  そして、こういった状況は、教員の数がそもそも少ない小規模校で特に多い

と感じており、小規模校の校数が多い豊田市特有の事情もあるように思いま

す。 

  このように、教員が不足している状況の下では、子どもたちにとって最適な

教育を受ける権利が奪われている状態であるといえ、豊田市子ども条例（以下、

「子ども条例」といいます）で定める豊かに育つ権利（子ども条例第７条）や

安心して生きる権利（子ども条例第５条）が守られていないといえます。 

 

２ 教員配置と小規模校における問題点 

  公立小中学校の教員配置については、「公立義務教育諸学校の学級編成及び

教職員の標準に関する法律」（義務標準法）に定めがあります。 

  義務標準法第３条第２項には、１学級の児童生徒の数の基準が定められてい

て、小学校では３５人、中学校では４０人となっています。なお、同条項にお

いて、都道府県・指定都市の教育委員会は、上記１学級の人数を下回る人数を

定めることができると定めており、第４条第１項において、学級編成は都道府

県が定めた基準を標準として、当該学校を設置する地方公共団体の教育委員会

が、当該学校の児童生徒の実態を考慮して行うとしています。豊田市では、上

記条文に基づいて、小学校１年生から３年生での３０人学級、中学校での３５
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人学級を実現しています。学級編成については、上記のように、柔軟な対応が

できるようになってきたとはいえ、まだまだ１学級の生徒児童数は多く、教員

の方が子どもたちにきめ細かい対応をすることができない状況です。今後さら

に、学級編成の標準を引き下げる方向性になることを望みます。 

  また、１校あたりの教員配置については、１校の学級数に応じて「乗ずる数」

が定められており（義務標準法第６条の２条、同法第７条）、学級数×乗ずる

数＋校長１名という計算式により定められます。例えば、１校の学級数が６学

級という小規模校においては、６学級×１．２９２（乗ずる数）＋１（校長）

＝８．７５であり、小数点以下を切り上げて９人の教員配置ということになり

ます。しかし、この計算方法では、１学校あたりに十分な教員の数が配置され

ておらず、「乗ずる数」を大幅に引き上げる法改正が望まれます。 

  また、各学校では、子どもたちに対する授業以外の仕事（校務分掌）があり

ます。例えば、いじめ問題への対応や生徒会活動を担当する生活指導部、校内

研修の推進や他校の公開授業の視察などを行う研修部、備品管理や点検、物品

の購入などを行う施設管理部、運動会や学芸会、文化祭、卒業生を送る会、修

学旅行などの企画運営を行う学校行事部など、実に多岐に渡ります。このよう

な校務分掌を教員の方が担うわけですが、いわゆる小規模校において、上記の

ように教員配置の数が少なくても、大規模校や中規模校と同じように校務分掌

を進めていかなくてはならず、１人の教員がいくつも掛け持ちして担当すると

いうことが少なくありません。こうした負担が、教員の方の病気休暇につなが

る可能性も否めません。小規模校において、特に「乗ずる数」の引き上げをし、

余裕のある教員配置をするべきではないでしょうか。 

 

３ 権利学習におけるアンケート 

こことよは、こども・若者政策課が行う「権利学習プログラム」に協力し、

全小中学校の教員の方を対象に、子ども条例や子どもの権利について研修を行

っています。 

研修後、教員の方に対しアンケートを行ったところ、以下のような意見が聞

かれました。 

 

・子どもに寄り添えば寄り添うほど、授業時間や公務時間が厳しくなる。 
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・意見表明権を大切にするには、１クラスの子どもの人数が多すぎると感じ

る。 

・子どもの権利を尊重するために、教員ももう少しゆとりを持って、ゆっくり

子どもたちに向き合う時間が必要。 

・子どもの権利を守るためには、明らかに人員を含めた予算が不足している。 

・教員としてヤングケアラーや虐待などを把握するのに、１学級３５人とい

う規模は大きすぎる。 

・じっくり子どもの意見を聞く意見表明権を大切にするなど、時間を多く要

することが教員に求められていることに困難を感じる。 

・子どもの権利を守るためには、教職員の権利も大切にしなければならない。 

・学校の多忙化解消が子どもたちにとっても重要なことであることを改めて

感じた。 

・現状では、学校現場への人的な補償もなく新しい取り組みが次々と入って

くる。ソフト面（研修など）だけでなく、ハード面（正教員の数を増やすな

ど）でのバックアップを期待している。 

・子どもの権利を守るために、保護者への対応のために、専門的な知識をもつ

方を学校へ配置してほしい。 

 

いずれも、教員の方々の悲痛な叫びだと思います。 

学校において、子どもの権利を大事にしたいと思っても、教員の方たちは常

に忙しく、子どもたちに丁寧に対応するだけの時間的・精神的な余裕がないの

だということがよくわかりました。 

近年、教員の方の働き方改革は進められていますが、まだまだ足りていない

と感じています。子どもたちに寄り添い、子どもたちの声を聞き、その上で子

どもの最善の利益は何だろうと子どもと一緒に考えるには、以下に掲げるよう

に、制度自体を抜本的に見直す必要があると考えます。 

 

４ 子どもの権利を守るために教員不足問題について望むこと 

  ２０２４年５月１３日、中央教育審議会質の高い教師の確保特別部会におい

て公立学校の教員確保に向けた総合的な方策がまとめられ、文部科学大臣に提

言が提出されました。 
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  同提言は、教員の残業代の代わりに基本給の４％を上乗せ支給している「教

職調整額」を１０％以上に引き上げる教職員給与特別措置法（給特法）の改正

などがその内容になっていますが、内容としては全く不十分であると感じま

す。上記２に記載したとおり、学級編成の標準を引き下げて１クラスの人数を

減らし、「乗ずる数」を引き上げて教員配置を適切な人数に増やす義務標準法

の改正が必要不可欠であると考えます。 

豊田市でも、スクールカウンセラーや心の相談員の全校配置やスクールソー

シャルワーカーによる学校訪問などにより教員の方の負担を減らしたり、教員

の働き方改革を推進したりと、独自で対応策を検討されています。余裕のある

教員配置や教員の方の負担減が、ひいては子どもたち１人１人に対する丁寧な

対応につながり、子どもたちの権利が守られることになります。今後も、病休

などの場合に代替の教員をすぐに充てられるような仕組みを整えたり、個別対

応が必要な子に対して学校からの要請によりすぐに人員を派遣できるような仕

組みを充実させるべきであると考えます。 
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学校における体罰と不適切な指導について 

子どもの権利の観点から考える 

 

豊田市子どもの権利擁護委員 石井拓児 

 
１．学校教育法 11 条における体罰の禁止 

 新聞報道にもありましたように、2023 年 10 月、豊田市内の小学校で体罰に関

わる案件が発生しています。体罰は、学校教育法第11条に示されているように、

法律上禁止されているものであって、生徒指導上、いかなる理由であっても許さ

れるものではありません。この機会に、もういちどみなさんといっしょに確認し

ておきたいと思います。 

 2012 年に、大阪府立高校で、部活動内での体罰を苦に高校生が自殺するとい

う事件が発生し、これをうけて文部科学省は「体罰の禁止及び児童生徒理解に基

づく指導の徹底について（通知）」（2013 年 3 月 13 日）を発出しています。文部

科学省は、「体罰は、学校教育法第 11条において禁止されており、校長及び教員

は、児童生徒への指導に当たり、いかなる場合も体罰を行ってはならない。体罰

は、違法行為であるのみならず、児童生徒の心身に深刻な悪影響を与え、教員等

及び学校への信頼を失墜させる行為である」としています。 

同通知は、体罰により正常な倫理観を養うことはできず、むしろ児童生徒に力に

よる解決への志向を助長させ、いじめや暴力行為などの連鎖を生む恐れがある

ことを指摘し、学校教員に対し、子どもとの適切な信頼関係を築くことが重要で

あり、日頃から自らの指導の在り方を見直し、指導力の向上に取り組むことを要

請しています。 

 なお、同通知には、「学校教育法第 11 条に規定する児童生徒の懲戒・体罰等に

関する参考事例」が掲げられていますので、ここであらためて示しておくことに

いたします。 

 

学校教育法第 11 条に規定する児童生徒の懲戒・体罰等に関する参考事例 

（通常、体罰と判断されると考えられる行為） 

○身体に対する侵害を内容とするもの 

 ・体育の授業中、危険な行為をした児童の背中を足で踏みつける。 

 ・帰りの会で足をぶらぶらさせて座り、前の席の児童に足を当てた児童を、

突き飛ばして転倒させる。 

 ・授業態度について指導したが反抗的な言動をした複数の生徒らの頬を平 

手打ちする。 
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 ・立ち歩きの多い生徒を叱ったが聞かず、席につかないため、頬をつねって 

席につかせる。 

 ・生徒指導に応じず、下校しようとしている生徒の腕を引いたところ、生徒

が腕を振り払ったため、当該生徒の頭を平手で叩（たた）く。 

 ・給食の時間、ふざけていた生徒に対し、口頭で注意したが聞かなかったた

め、持っていたボールペンを投げつけ、生徒に当てる。 

 ・部活動顧問の指示に従わず、ユニフォームの片づけが不十分であったた

め、当該生徒の頬を殴打する。 

○被罰者に肉体的苦痛を与えるようなもの 

 ・放課後に児童を教室に残留させ、児童がトイレに行きたいと訴えたが、一

切、室外に出ることを許さない。 

 ・別室指導のため、給食の時間を含めて生徒を長く別室に留め置き、一切室

外に出ることを許さない。 

 ・宿題を忘れた児童に対して、教室の後方で正座で授業を受けるよう言い、

児童が苦痛を訴えたが、そのままの姿勢を保持させた。 

 

 このように、身体に対する侵害を内容とするものや子どもに対し肉体的苦痛

を与えるようなものは、生徒指導として用いることはできません。繰り返しにな

りますが、いかなる理由・いかなる場合であっても、体罰は認められていません。 

加えて、身体に対する侵害や肉体的苦痛を与えるものではなくとも、認められ

ないと考えられる指導があります。これを「不適切な指導」と呼びます。次に、

不適切な指導とはどういうものかを整理したいと思います。 

 

２．生徒指導提要改訂で示された不適切な指導 

 学校が行う生徒指導に関するガイドライン

を定めているものに『生徒指導提要』がありま

す。2022 年 12 月に新しいものに改訂されまし

たが、改訂された生徒指導提要では、生徒指導

の取り組み上の留意点として、その第一に「子

どもの権利条約についての理解」をあげていま

す。 

そのうえで、子どもの権利条約の四つの原則、すなわち、①子どもに対するい

かなる差別もしないこと、②子どもにとって最もよいことを第一に考えること、

③子どもの命や生存、発達が保障されること、④子どもは自由に自分の意見を表

明する権利を持っていること、を掲げました。このことは、たいへん重要なこと

ですので、学校を含む、すべての教育機関では 4 つの原則に基づいて教育活動

子どもの権利４つの原則 

①差別の禁止  

②子どもの最善の利益 

③生命・生存・発達に対する権利 

④意見を表明する権利 
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を組織していくことが求められます。 

 この点を踏まえ、改訂生徒指導要領では、新たに「不適切な指導と考えられる

例」（同 105 ページ）をあげています。 

 

不適切な指導と考えられる例（『改訂生徒指導要領』より抜粋） 

• 大声で怒鳴る、ものを叩く・投げる等の威圧的、感情的な言動で指導する。 

• 児童生徒の言い分を聞かず、事実確認が不十分なまま思い込みで指導す 

る。 

• 組織的な対応を全く考慮せず、独断で指導する。 

• 殊更に児童生徒の面前で叱責するなど、児童生徒の尊厳やプライバシー 

を損なうような指導を行う。 

• 児童生徒が著しく不安感や圧迫感を感じる場所で指導する。 

• 他の児童生徒に連帯責任を負わせることで、本人に必要以上の負担感や 

罪悪感を与える指導を行う。 

• 指導後に教室に一人にする、一人で帰らせる、保護者に連絡しないなど、 

適切なフォローを行わない。 

 

 私なりの観点で、少しポイントを整理したいと思います。 

 第一のポイントは、子どもをひとりの人間として尊重することです。大声で怒

鳴ったり、ものを叩く・投げる等の威圧的、感情的な言動を用いたりする指導は、

深く子どもの心を傷つける恐れがあるということに、よく留意しておく必要が

あります。大人でさえ、こうした行為や指導にさらされつづけると、心身に不調

をきたすことがあります。 

 また、こうした指導の問題点は、指導を受けている子どもだけではなく、それ

をみている周りの子どももびっくりしたり、ショックを受けたりする場合があ

るということです。子どものなかには、大きな声や大きな音がとても苦手な子ど

ももいます。 

 第二のポイントは、子どもがもっている尊厳やプライドを脅かすような指導

も認められないということです。例え自分自身の行為が間違っていたり誤って

いたりしたとしても、そのことをたくさんの周りの子どもたちが見ている目の

前で指摘されることは、子どもにとっては大きな屈辱となります。そのことによ

って、かえって教師からの指導を受け入れがたくしてしまう場合もあるかもし

れません。 

また、密室で、たくさんの教師や大人がひとりの子どもを取り囲んで指導する

といったようなことは、子どもに著しい不安感や圧迫感を与えることにつなが

ります。どのような場で、どのように指導をするのが適切なのかを適切に判断す
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る必要があるでしょう。 

 不適切と考えられる指導によって、深い精神的なダメージを負ってしまう可

能性があることに、よく留意しておく必要があります。決して教師の個人的な基

準や価値観（これくらいの厳しい指導は大丈夫だ、これくらいの厳しい指導が子

どもには必要だ）で判断されるべきではありません。こうしたダメージの結果、

生涯にわたって人との接触が怖くなってしまい、不登校や引きこもりとなるケ

ースもありうることをよく理解し自覚しましょう。また、指導後の適切なフォロ

ーがなされず、自殺に至ってしまう「指導死」と呼ばれる事案も、実際、全国で

発生しています。 

 

３．学校のなかの不適切な指導を改善するために 

－学校でも個人でもセルフチェックを－ 

 学校では、教育基本法第 6 条に示されているように、子どもの安全を確保し

て、ひとりひとりの子どもの成長発達のために「体系的な教育が組織的に行われ

なければならない」とされています。難しい言葉になりますが、これを学校安全

確保義務と言います。子どもたちからの声をキャッチして、学校でも、家庭でも、

地域でも、不適切な指導と考えられるような行為が見受けられる場合には、改善

に向けて協力協働していく必要があります。 

 生徒指導のあり方については、日々、新たな知見が提供されていますので、校

内研修等を通じて学び合うことが大切です。参考となるのは、文部科学省の調査

研究協力者会議が発行している報告書「生徒指導に関する教員研修の在り方に

ついて」（2011 年）です。本報告書は、生徒指導上の具体的な知識や方法という

ものは、子ども・学校・社会の変化とともに更新されていく性質があるとしてい

ます。子どもの考え方や社会の考え方が変化していけば、当然、それまでよいと

考えられていた指導であっても不適切となりうる場合があるのだと警告してい

ます。それゆえ、生徒指導上の知識や方法を絶えず更新していかなければ、知識

の陳腐化によって対応を失敗する場合がありえます。生徒指導に関する最新の

知見を全教職員に還元するための仕組みづくりを整えましょう。 

第一に、各学校が抱える生徒指導上のニーズをもとに研修計画を年間を通し

て立案すること、第二に、研修の工夫として学年会単位でのケーススタディ、SC

の参加、地域の合同研修（幼・小・中・高）も考えられてよいでしょう。私たち、

子どもの権利相談室（こことよ）も「体罰と不適切な指導に関する学校教員向け

研修」（２時間程度）を準備しています。必要があればいつでもご相談ください。 

 仙台市教育委員会は、ホームページで『体罰・不適切な指導防止ハンドブック

―児童生徒一人一人の人格や個性を尊重した指導を目指して―』を掲載してい

ます。体罰や不適切な指導がどのような深刻な影響を子どもに及ぼすことにな
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るのかを丁寧に説明し、そのうえで、学校あるいは個人でどのような取り組みが

できるのかを紹介しています。また、このハンドブックでは、「管理職用チェッ

クシート」「個人用チェックシート」「行内体制チェックシート」が利用できます。

ぜひいちどご覧いただければと思います。 

子どもは何度も失敗を繰り返してしまうものです。私たち大人で、失敗を一度

も経験せずに大人になった、という人は一人もいないはずです。繰り返し失敗し

てしまう子どもに厳しい指導を続けて行えば、その子どもの自己肯定感はどん

どん低下してしまい、失敗を恐れて何事にもチャレンジしようとする意欲を削

ぎ落すことにつながります。 

 豊田市子ども条例は、第 5 条「安心して生きる権利」として「愛情と理解をも

ってはぐくまれること」を保障しています。また、第 6条「自分らしく生きる権

利」として「ありのままの自分が認められること」「個性が尊重され、その個性

を伸ばすことについて支援が受けられること」を認めています。さらに、第 7条

「豊かに育つ権利」を規定し、そのなかに、「夢に向かって挑戦し、失敗しても

再度挑戦すること」を置いています。 

この条例は、条例制定当時、子どもたちの意見表明の機会を経てつくられてい

ますが、「失敗してももういちど挑戦できる権利」は、当時の子どもたちから出

された、豊田市の子どもたちにとってとても大事な権利のひとつなのです（小学

生や中学生向けに行う子どもの権利学習のなかで、いまも人気のある条文のひ

とつになっています）。 

 条例の趣旨をよくご理解いただいて、豊田市全体で子どもへの体罰や不適切

な指導を防止できるよう取り組みをすすめていきましょう。 
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いじめ相談から見えてきた課題 

 

豊田市子どもの権利擁護委員 渡邊佐知子 

 

１ 法制度と現況 

● 最近の児童福祉の動向 

・2016 年に児童福祉法が改正され、子どもの権利条約の精神にのっとり「子ど

もが権利の主体」であることが児童福祉の理念として明記されました。児童相談

所・市町村をはじめ児童福祉に関わる施設・事業については、常に子どもの権利

が保障されているかを確認しながら活動を行うことが求められています。 

・その後も、2017 年（司法関与の強化）、2019 年（体罰禁止）、2022 年（こども

家庭センター等による包括的支援、こどもの権利擁護の環境整備、こどもの意見

聴取・意見表明支援、懲戒権の削除）に改正が行われ、児童福祉の分野は変革の

真っただ中にあるといえます。 

・その集大成が 2023 年 4 月に施行されたこども基本法です。1994 年に子どもの

権利条約を批准して 30 年、ようやく長年の課題であった子どもの権利に関する

包括的な法律ができたのです。基本理念として子どもの権利条約の 4 原則－①

生命・生存・発達に対する権利、②子どもの最善の利益、③子どもの意見の尊重、

④差別の禁止が明記され、国や地方公共団体はこれに基づいてこども施策（教

育・雇用・医療・若者施策を含む）を計画・実施することとなっています。 

・2023 年 12 月に国が策定した「こども大綱」では、すべてのこども・若者が、

虐待、いじめ、体罰・不適切な指導、暴力、経済的搾取、性犯罪、性暴力などか

ら守られ、困難な状況に陥った場合には助けられ、差別されたり、孤立したり、

貧困に陥ったりすることなく、安全に安心して暮らすことができる「こどもまん

なか社会」の実現を目指して、こども施策の基本方針が定められています。 

 

●いじめの状況 

・2022 年度の全国の小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじめの認知

件数は約 68 万 2 千件（前年度の 11％増）で過去最多、いじめにより生命・心

身・財産に重大な被害が生じたり、相当期間不登校を余儀なくされる「重大事態」

は 923 件（前年度の 31％増）で過去最多となっています。 

・態様別にみると「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる」

（心理的暴力）、「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたり

する」（身体的暴力）、「パソコンや携帯電話等でひぼう・中傷や嫌なことをされ

る」（ネットによるいじめ）など外から見えにくい事案も増えています。 
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・国のいじめ防止対策は、大津いじめ自殺事件を契機として 2013 年に制定され

た「いじめ防止対策推進法」（以下「防止法」という）をはじめ、「いじめ防止等

のための基本的な方針」「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」等に

基づいて行われています。豊田市においても、子ども条例や市（学校）いじめ防

止基本方針、いじめ対応マニュアル（ミニマム版）『こ・れ・だ・け・は』に基

づいて対策に取り組んでいます。  

・2023 年度の子どもの権利相談室（以下「こことよ」という）におけるいじめ

を主訴とする新規相談は 19件（全体の 14％）で前年度より 9件増えており、複

雑・困難な事例も多くなっています。 

・2022 年～2023 年度に対応した数件の相談事例を市のマニュアルに沿って振り

返り、見えてきた課題について以下のようにまとめてみました。 

 

２ 相談から見えてきた課題～いじめ対応マニュアルに沿った振り返り～ 

●いじめの発見 

 

 

 

 

 

 

・いじめの定義は、防止法で①関係がある子ども同士、②心理的・物理的影響を

与える行為（インターネットを含む）、③心身の苦痛を感じているものとされて

います。①については学校の内外を問わず、塾、スポーツクラブ、放課後児童ク

ラブや子どもが関わるグル－プなどなんらかの関係があれば、それぞれの活動

場所と連携しながら学校が対応する仕組みになっています。 

・教職員はささいな兆候や懸念、子どもからの訴えを抱え込まずに、又は対応不

要であると個人で判断せずに、直ちにすべて組織に報告・相談します。 

・いじめ情報は各学校が定期的に行うアンケートや相談活動、『先生たすけてシ

ステム』などにより早期発見に努めています。権利学習の教材「ひまわり」でも

『いじめや暴力を受けている』『相談できる』『助けてもらえる』という質問を設

けて把握する機会を増やしています。 

 

〈課題と対応〉 

・通学班や放課後児童クラブなど学校の外で起きるいじめについては、いじめの

認知が遅れたり、法上の対象と認識されてない事例が複数ありました。防止法で

は、いじめが起きた場所は学校の内外を問わないとされており、トラブルの段階

マニュアル １ いじめの発見 

➢いじめが疑われる情報のキャッチ  

➢関係職員・管理職への連絡～個人で判断せず、すべて連絡 

      ➢いじめ対策委員会（臨時）開催 

① 情報共有   ② 情報収集の進め方の検討 
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から記録や情報共有・対応を図る必要があります。 

・子どもがアンケートに記載しても心配情報が見過ごされてしまうこともある

ので、複数の教員が確認していじめ対策委員会（以下「委員会」という）で情報

共有・検討する仕組みが必要です。 

・子どもが自らＳＯＳを出せる力を育てるため、子ども条例に基づきいじめや暴

力を受けない権利があること、困った時に相談する権利があることなど、権利学

習を今後も継続する必要があります。 

・子どもや保護者がいじめ被害を担任に訴えた時に「よくあること」「大したこ

とはない」など、話を注意深く聞かなかった事例がありました。その後委員会で

情報共有し、気になることがあった時に複数の教員が事実確認して子どもの気

持ちを聴いたり、保護者に説明することで親子ともに安心することができまし

た。 

 

●情報集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「いつ」「どこで」「誰が」「どのような行動で」「頻度」など、いじめ被害の事

実について正確な情報を得ることが、その後の問題解決の基礎となります。 

・「～さんに聞いたんだけど」（誘導）、「どうせ、また…」（決めつけ）、「どうし

てその時言わなかったの」（責める）はＮＧワードです。 

 

〈課題と対応〉 

・被害児と複数の加害児を同席させて聴き取りをした事例がありました。被害児

は仕返しを恐れて事実を語るのが難しいことやいじめの事実を加害児から聴く

ことで再び傷つく恐れもあります。子どもたちが安心して話すことができるよ

う、聴き取りを行う理由を説明したうえで落ち着いた場所で行なうこと、授業に

支障がない時間帯を選ぶなど環境への配慮も必要です。 

・周りの子に対して個別に聴き取りをした結果、いじめが始まった時期や具体的

マニュアル ２ 情報集約 

➢聴き取り 

① いじめを受けた子、いじめを行った子、周りの子等への聴き取

りは「個別に」「別室で」「同時に」実施 

② 決められた時間に集まり、内容の食い違いを確認 

③ 食い違う点について再度聴き取る 

➢聴き取りは、落ち着いた場所で子どもの言葉で話してもらう。 

客観的な事実を、正確に時系列で確認して記録する。管理職への

報告 

 



66 
 

な発言内容・頻度が明らかになり、被害の深刻さや子どもへの影響の大きさを把

握することができました。 

・いじめを発見した日に聴き取りをしなかったため、いじめをした子を特定でき

なかった事例がありました。いじめの事実について正確な情報を得るには、その

場で介入し、行動レベルで一致するまで事実確認を行なう必要があります。 

・聴き取り調査を行う場合に、身体的暴力（外傷の種類・部位・大きさ、写真）

や心理的暴力（発言の内容・頻度）の正確な情報やいじめの経緯について把握さ

れてなかったり、客観的・具体的な記録が保存されてなかったために、いじめの

認知が遅れたり、緊急度・重大性を認識できず、その後の対応が不十分となった

事例がありました。 

 

●指導方針の決定 

 

 

 

 

・委員会は防止法第 22 条にもとづき、学校がいじめの防止、早期発見・早期対

応などの措置を組織的・実効的に行うことができるよう設置が義務付けられて

います。 

・委員会はいじめの相談・通報を受け付ける窓口です。いじめに係る情報があっ

た時に緊急会議を開催して情報の迅速な共有、関係する子どもたちへのアンケ

ート・聴き取り調査等により事実関係を把握し、いじめかどうかの判断を組織的

に行います。 

・いじめを受けた子やいじめを行った子・周りの子への指導・支援、保護者との

連携等の体制や対応方針について組織で協議・判断・実施します。 

・委員会の構成員は、「学校の複数の教職員」のほか「心理・福祉等に関する専

門家」（スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー・臨床心理士・弁

護士・医師等）、「その他の関係者」（PTA 代表・主任児童委員・警察官経験者等）

など外部の専門家が参加することにより、公平性・中立性を確保することができ

ます。 

 

〈課題と対応〉 

・小学校高学年は教科担任制のため、学級担任が子どもたちの関係性を十分把握

できず、問題を的確に捉えることができなかった事例がありました。その後委員

会を設置し情報共有して複数の教員が役割分担を行ったことで、変化に気づい

た教員が事実確認して子どもの気持ちを聴き、どうすればよかったのか子ども

マニュアル ３ 指導方針の決定 

        ➢いじめ対策委員会（臨時）開催 

① 事実関係の共通理解 ②指導方針の決定 ③教職員の役割分担 
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たちに考えてもらうことで深刻化を防ぐことができました。保護者については

別の教員から詳細な説明を受け、共感して聴いてもらえたことで安心感を得る

ことができ、保護者も子どもの状況を客観的に捉えることができるようになり

ました。 

 

●具体的な対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・被害事実について正確な情報を得るため、いじめを受けた子・いじめを行った

子・周りの子から具体的に「いつ」「どこで」「誰が」「どのような行動でいじめ

たのか」「頻度」など行動レベルで一致するまで確認します。 

・いじめを受けた子の多くは「自分が悪いから」と自己肯定感が下がっています。

学校は「どんな理由があっても、いじめられてよい子どもはいない」「あなたが

悪いからいじめられたのではない」「皆であなたの安全・安心を守るよ」と明確

に繰り返し伝えます。 

・いじめを受けた子と信頼できる人（友人・家族・教職員・その他支援者）が連

携して、子どもの意見を聴きながら安全・安心のための支援体制を作ります。 

・具体的な支援の時期・内容・効果を必ず記録しておき、委員会で協議しながら

必要な見直しを行います。 

・いじめを行った子にも事実確認を行い、いじめをした時の「気持ち」「考え」、

その時の状況（時間・場所）・言動の具体的な内容・頻度など行動レベルで一致

するまで聴き取りをします。 

・いじめを行う子は共感性のなさに基づく「間違った考え」－『遊びだと思って

いた』『嫌なことをされたから仕返ししただけ』『他の子もしているから』－を持

っていると言われています。 

マニュアル ４ 具体的な対応 

        ➢いじめを受けた子への支援 

        ➢いじめを行った子への指導 

         ・徹底して、いじめの行為を止める 

         ・いじめのきっかけを振り返らせる 

         ・これまでにしたことを確認させる 

         ・どのような行動をすればよかったのかを確認する 

         ・気持ちのコントロール方法を学ぶ（アンガーマネジメント等） 

         ・よいところを伸ばす       

        ➢周りの子への指導 

        ➢保護者への支援・助言 

         ・いじめを受けた子・いじめを行った子の保護者への支援・助言 

これが 

重要！！ 

重要 
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・何がいけなかったのか、どうすればよかったのか、今後同じ場面でどうするか

という別の問題解決方法を子どもと一緒に考えるとともに、日常生活の様々な

場面で相手の気持ちについて話し合う共感性を育てる支援が必要です。大切な

のは今回の経験からより多くのことを学ぶことです。 

・周りの子（傍観者）はいじめ事案の 8 割以上に存在し、傍観者がいじめを止め

ようとしたところ６割のいじめが10秒以内に収まったというデータがあります。 

・傍観者は「間違った考え」に陥り加害者になることもありますが、よい行動を

起こせばいじめを止めることができるいじめ予防の「キーパーソン」になります。 

・周りの子がいじめを見た時に、①「やめて」という、②被害者を連れてその場

を「はなれる」、③まわりのおとなに「助けを求める」行動がとれるよう支援す

ることが重要です。 

・いじめを受けた子・いじめを行った子の保護者に対して、迅速に指導の過程と

客観的な事実を説明し、いじめを容認しないこと、子どもたちの安全・安心を取

り戻すために連携していくと伝えます。被害児の保護者については、心配や不安

な気持ちを受け止め子どもの安全確保と支援の具体策を話し合う中で安心感が

得られるよう迅速に対応します。加害児の保護者については、いじめの行為に対

して容認しないことを明確に示したうえで、安全・安心を取り戻すために、学校

と保護者の協力が大切であると伝えます。「間違った考え」を修正し行動を変え

るためにどのように支援するのか、具体策を話し合います。 

 

〈課題と対応〉 

・複数の子どもがクラスの他児に対して暴力・暴言、仲間はずれにするなどのい

じめや授業妨害、教員への暴力・暴言が続いた事例がありました。委員会で情報

共有し複数の教員の応援や他児への影響が大きくなると別の場所で教員が個別

に関わって落ち着かせるなどの対応を続けていました。 

・学校とパルク、こことよでケース協議を行い、学校の方針として①いじめをす

る子に前向きな温かい声掛けをして認めていく、②悪いことはその場で事実確

認して、なぜいけなかったのか考えさせる、③よい行動をした時は、その場で具

体的にほめる、④教職員全体で学習・生活面をサポートする体制を作ることにし

ました。また、子どもたちに対して「人を傷つけること」「危険なことをするこ

と」「頑張っている人を馬鹿にすること」は許さないと伝えています。その結果、

子どもの希望であった－友だちと仲良く暮らせるクラスになるといい－を実現

することができました。 
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●継続指導・経過観察 

 

  

 

 

 

〈課題と対応〉 

・「解決」の目安は①いじめを受けた子が、現在いじめがないと自覚している、

②いじめを受けた子の保護者、周りの子や教師から見て、現在いじめはないと判

断できる場合となっています。加害児と被害児が接触しない措置を採ったり、加

害児に謝罪させるなどの表面的な事実だけでなく、いじめをした子・周りの子が

「間違った考え」を修正し行動を変えるための再発防止策を実行していること、

いじめを受けた子の安全感・安心感が確保されていることが重要です。 

・いじめの再発を早期に把握するために、一人一人、対面で、定期的（2 週間～

月１回）に聴き取りを行なう必要があります。 

 

３ おわりに 

・いじめは、どの学校の、どの教室の、どの子どもにも起こります。国の調査に

よれば、子どもの９割がいじめに関わったことがあるといわれています。いじめ

は被害者、加害者、傍観者のいずれも傷つき、長期的な影響を受けると報告され

ています。 

・今後は、子どもや保護者、学校などの支援者が子どもの権利について理解を深

めることにより、いじめの予防や早期発見を行うとともに、防止法や基本方針に

基づき「対応マニュアル」を確実に実践する必要があります。さらに効果的な支

援を行うためには科学的な根拠のある対応法を活用することが重要です。 

・その一つとして、九州大学名誉教授の田嶌誠一さんが考案した児童福祉施設に

おける、安全・安心をモニターしつつ支援する仕組み「安全委員会方式」をご紹

介します。「安全委員会方式」では 

〇組織全体で、２レベル（潜在的暴力・顕在的暴力）、３種の暴力（大人から子

ども・子ども間・子どもから大人）の解決に取り組む ＊いじめは「子ども間の

暴力」に該当 

〇職員と外部委員を入れた「安全委員会」を設置 

〇毎月の聴き取り調査と子どもへのフィードバック、委員会を毎月開催し暴力

等への対応を協議・実行。＊緊急委員会も随時開催 

〇目標となる行動を簡単なフレーズにした 3 つの魔法の言葉「叩かないで口で

言おう」「やさしく言おう」「相手が悪くても叩かない」―で約束し、子どもも大

マニュアル ５ 継続指導・経過観察 

      ➢いじめ対策委員会開催 

① 解決・解消の判断  ② 支援  ③ 再発防止策の検討 

      ➢子どもを語る会における全教職員の共通理解 
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人も守ります。 

〇暴力・暴言があった時はその場で介入し、「行動レベルで一致するまで事実確

認」「その時の気持ち・考えを聴く」「何がいけなかったのか」「どうすればよか

ったか」「今後同じ場面でどうするか」を振り返り、言葉で表現できるよう支援

する。 

〇よい行動をした時は、その場で具体的にほめる。などの対応を行います。 

・「安全委員会方式」は、一貫して子どもの権利の基盤としての「安全・安心」

に焦点を当て続け、組織全体でモニターしながら支援する仕組みとして考案さ

れた子どもの権利擁護のシステムです。学校におけるいじめだけでなく、大人に

よる体罰・性暴力・不適切な指導、子どもから大人への暴力にも対応できるもの

になっています。 

・精神科医の中井久夫さんは著書「いじめのある世界に生きる君たちへ」の中で、

いじめについて、人間を奴隷にするプロセスととらえ、「孤立化」「無力化」「透

明化」という三段階を経て完成すると記しています。深刻化したいじめほど見え

にくいということです。いじめから子どもの命を守るために、「いじめられてい

る子どもの安全確保と孤立の解消、二度と孤立させないという大人の責任ある

保障の言葉と実行が大切」と述べています。 

・内外の知見を集め、知識と援助スキルという装備を確保し、支援者同志がチー

ムをつくり、子どもの権利条約や法令という道標を頼りに、いじめ問題に取り組

んでいきたいと考えています。 
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豊田市子どもの権利擁護委員・とよた子どもの権利相談室 

１５周年活動報告会 

 
日 時 2023 年 11 月 26 日（日） 午前 10 時〜正午 
場 所 豊田商工会議所 203 会議室 
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挨拶 
 

代表擁護委員 山谷 奈津子 
 

皆さんこんにちは。本日はお忙しい中、と
よた子どもの権利相談室こことよ 15 周年
活動報告会にご参加いただきましてありが
とうございます。豊田市子どもの権利擁護
委員代表を務めさせていただいています弁
護士の山谷奈津子と申します。 

豊田市子ども条例は 2007 年に愛知県初
の子ども条例として制定され、子どもの権
利を救済するための独立した第三者機関と
して、子どもの権利擁護委員制度が設けら
れました。そして擁護委員が子どもたちか
らの相談を受ける機関として、こことよが
2008 年に開設され、今年で 15 年目を迎え
ることができました。こうして 15 年もの間、
こことよで子どもたちからの相談を受け続
けられたこと、ひとえに子どもたちを支え
る大人たちや豊田市こども・若者部の皆様、
教育委員会や学校、パルクなどの子どもに
関わる関係機関の皆様、そして何より相談
してくれている子どもたち、それから、学校
で権利学習を聞いてくれている子どもたち
の力に支えられたからだと思います。この
場をお借りして厚く御礼申し上げます。子
どもたちをめぐる情勢は、コロナ禍を経て
不登校の数は増え続け、小中高生の自死も、
コロナの影響もあると思いますが、昨年、過
去最多となってしまいました。今こそ、子ど
もの権利が絵に描いた餅にならないように、
周りの大人が権利についてもっともっと理
解する時期に来ていると思います。本日は
豊田市で長らく擁護委員を務めていただい
た間宮静香さんに、こことよの 15 年につい

て振り返っていただくとともに、子どもの
権利について基調報告をいただきます。そ
れから、こちらも豊田市で長らく擁護委員
を務めていただいた大村惠さん、それから
条例制定当時の子ども委員をされていた山
内裕雅さんにご講演いただき、もう一度豊
田市の子ども条例の制定過程について大人
の立場、それから、当時子どもだった立場か
らお話をいただきたいと思います。その後
のパネルディスカッションでは、現役高校
生で子ども委員である莇生田和哉さんにも
ご参加していただき、子どもの権利がまだ
まだ守られていないところ、それから新し
く権利として守っていきたいものについて
議論をし、こことよの今後の役割、それから
展望などもお話できたらと思っております。
本日は皆さんと一緒に子どもの権利や、こ
ことよがこれからできることについて考え
ていきたいと思います。それではこれにて
開会のご挨拶とさせていただきます。本日
はよろしくお願いいたします。 

 



74 
 

「こことよ」15 年の振り返りと 
子どもの権利について 

前豊田市子どもの権利擁護委員 
弁護士 間宮 静香 氏 

 
皆さん、おはようございます。弁護士の間

宮静香と申します。豊田市の子どもの権利
擁護委員を 6 年勤めまして、今は名古屋市
の方で擁護委員をしております。 

実は 10 周年のとき、私は代表擁護委員と
しての挨拶をさせていただいたので、先ほ
どの山谷さんの挨拶を聞きながら懐かしい
なと思って聴いておりました。本日は 15 年
のあゆみということで私の方からお話しさ
せていただきたいと思います。 

ご存知の方おられると思いますが、ここ
にいるのがチルコで、豊田市の子ども条例
のマスコットキャラクターです。当時の中
学生の子が書いてくれました。活動報告書
の表紙にいるのがキュウサイくんとキュウ
サイさんというこことよ（とよた子どもの
権利相談室）のマスコットキャラクターで
す。裏にいるのがチルコです。 

2007 年に豊田市が子ども条例を施行し
ましたが、最近特に子どもの権利を守る動
きというのが非常に活発になってきており
ます。1994 年に子ども権利条約が日本で批
准されました。1989 年に採択されたという
ことで、来年は批准 30 周年ということにな
りまして、いろんなイベントが各地で行わ
れるかなと思っております。日本では最初
にできた子どもの権利の関連の条例として
は、1999 年に兵庫県川西市が「人権オンブ
ズパーソン条例」というものをつくってい
ます。これはまさに豊田市子どもの権利相
談室こことよのモデルとなるような取組に

なっています。それから子どもの権利に関
する条例について申し上げると、2000 年に
川崎市できたのが最初です。 

その後、本来であれば国が子どもの権利
を守る法律を作ることが 1 番良いところを、
日本は 1994 年に批准したもののなかなか
してくれないという状況が、各地でこの子
ども条例ができていくという流れの元とな
ります。その中で 2007 年にできたのが豊田
市子ども条例で、これは愛知県で初めてで
きた子どもの権利に関する条例です。豊田
市の学校に行って子どもたちに「何番目に
できたと思う？」と聞くと、「名古屋市が最
初じゃないかな」みたいなイメージで、2 番
目とか 3 番目とか 5 番目とかって言ってく
れますが、「実は１番最初にできて、１番最
初に子どもたちのことを考えた市なんだよ。
豊田市に生まれたみんなラッキーだね。」と
いった話をしています。 

この条例に基づいて、2008 年にとよた子
どもの権利相談室が開設しました。この後
ようやく、国の法律でも子どもの権利条約
を入れていこうという動きができてきます。
子どもの権利条約と申したのですが、正式
名称は「児童の権利に関する条約」です。名
前がなぜ違っているのかというと、子ども
と言われた時と児童と言われた時で皆さん
どっちが広く感じるでしょうか。児童と言
われると小学生のイメージがあると思いま
す。それこそ、高校生が児童の権利に関する
条約と聞いたとき「これは自分たちのこと」
と考えられるかというとそうではないわけ
です。そのため、子どもの権利条約というの
が良いのではないかと、色んな人たちが言
うわけですが、当時の国は児童福祉法の児
童を 18 歳までと定義していることなどか
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ら、児童の権利に関する条約で名前を正式
名称にしてしまいました。しかし、「子ども
主体にする条約だから」という理由で「子ど
もの権利条約」という名前を使い続けた人
たちがたくさんいました。その結果、現在こ
ども大綱というものがこども家庭庁で審議
されており、12 月におそらく閣議決定をさ
れるということで、案が出ておりまして、そ
の中で政府文書として初めて「子どもの権
利条約」という言葉が使われることになり
そうです。そこまで 29 年かかっているとい
う日本の現状があります。 

そうは言いつつも、2009 年には子ども・
若者支援推進法という法律、2016 年には児
童福祉法や普通教育機会確保法という法律
の中で「児童の権利に関する条約」という名
前が出てくるという動きが少しずつでてき
ました。そういう流れができてきた結果、昨
年ようやくこども家庭庁というものが設置
され、そしてこども基本法という法律がで
きました。 

私は日弁連、日本弁護士連合会の立場で
もあるのですが、日弁連として子どもの権
利の基本法を作って欲しいと思っていまし
た。まさに豊田市の子ども条例のような、そ
ういうものを法律版も作って欲しかったで
すが、なかなかそういうことにはならなく
て、政策のための基本理念みたいなことが
定められた法律になっています。ただその
中では、子どもの権利条約に今日お話しす
る四つの一般原則というものが入ってきて、
子どもの権利が大事にされていく歴史的な
瞬間かなというように思っています。この
こども基本法ができるということに伴って、
例えば生徒指導提要という生徒指導の教科
書みたいなものも文科省が作っているので

すけれども、これに初めて子どもの権利条
約や一般原則など子どもの権利という言葉
が入ってくるようになりました。また、教育
振興基本計画というものも、今年閣議決定
されているのですが、この中にも「子どもの
権利」という言葉が入ってきて、少しずつ教
育の中やいろんな場面で「子どもの権利」と
いう言葉が聞かれるようになってきており、
大きな転換点を迎えているということにな
ります。 

今、子どもの権利に関わる法令は大きな
転換点を迎えていますが、2007 年というだ
いぶ初期の頃に豊田市は子ども条例を作っ
ています。この子ども条例の目的というも
のは、日本国憲法と子どもの権利条約の理
念に基づき、子どもの権利を保障し、社会全
体で子どもの育ちを支える仕組みを定める
ことにより、子どもが幸せに暮らすことの
できるまちを実現するというものになって
います。配布している活動報告書の後ろに
豊田市子ども条例の中身が書いてあります
のでまた見ていただきたいと思います。子
ども条例そのものについてはそのときに関
われた方々のお話が後でありますので、私
からは子どもの権利擁護委員の仕事を中心
にお話をしていきたいと思います。 

子どもの権利相談室というのは子どもの
権利擁護委員を補佐するためにできている
ところになります。この子どもの権利擁護
委員の仕事の目的は、子どもの権利侵害に
ついて迅速かつ適切に対応し、救済を図り、
権利の回復を支援することです。今、各地で
子ども条例とか子どもの権利条例というも
のができてきているところですが、いつも
思うのは、「権利があるよ」って言ったとこ
ろで、その権利が守られなかったときの救
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済手段がなければ、大人の立場として無責
任だなと思うわけです。いろんな市の学校
に呼ばれてお話しに行きますが、あなたた
ちには子どもの権利条約で「こういう権利
がある」とお話をしたところで、「それが守
られなかったときにどうしたらいいの」と
いう話をセットできないというのは非常に
無責任です。権利を守る義務は大人にある
にも関わらず、権利が侵害されたときの手
段を大人が作っていない、「これはそもそも
権利を教えていいの？」というような気持
ちになります。それに関して、豊田市はきち
んとこの権利が侵害されたときの救済機関
として子どもの権利擁護委員制度を定めて
いるというところが重要だと思っています。 

職務としては四つあります。一つは「①相
談、情報収集、助言そして支援」です。基本
的には子どもたちからの相談、保護者の方、
大人の方からの相談も受け、その上で情報
収集を行い、その権利侵害に関して助言や
支援を行うということになっています。そ
れからまた後でお話しますけども、「②申立」
というものがなされると調査を行ったり、
関係者間の調整を行ったりします。また申
立がなくともこれは権利侵害がある、制度
的な問題があるのではないかと擁護委員が
判断した際には「③発意」というものをし
て、同じく調査や関係者間の調整などを行
っていきます。申立てや発意があっても関
係調整ができない場合や、それこそ制度に
問題があるということが明らかになってい
たときには「④是正措置の勧告や制度改善
の要請」を行うということをします。さらに
その後どうなったかという「⑤報告」を求め
ることなど、この五つが業務になっていま
す。この業務をするにあたって、子どもの権

利条約を私たちは中心に考えながら日々の
業務を行っていくため、「子どもの権利条約」
の一般原則について話したいと思います。
この一般原則とは何かというと、要するに
子どもに携わることに関して、この４つを
クリアしていきましょうということです。
そのため、相談室の業務の中において、きち
んとこの４つが守られているのかというこ
とをいつも私たちは考えながら、こことよ
の運営をしてきていました。私は、子どもの
権利に関する講演させていただく機会があ
りますが、「〜権がある」「〜権がある」って
いうことを一つ一つ覚えるということはお
そらく難しいですし、分かりにくいと思い
ます。やはり子どもにかかわるときに、この
４つの一般原則をきちんと押さえているか、
毎回押さえているかなと思いながら、子ど
もに接するのが難しいですけども、おそら
く何かうまくいってないときは、一般原則
が抑えられていないということがほとんど
だと思います。なので、そういう時に振り替
える指標にもなると私は考えています。 

１つ目は、「差別の禁止」です。これはま
ず、大人と子どもの差別というところに着
目をしていただきたいと思います。要する
に子どもの権利条約というのは子どもが 1
人の人間として見てこられなかった、基本
的人権は生まれた時点であるわけですよね。 
それなのに子どもというのは基本的人権が
きちんと守られて来なかったという経緯が
あるわけです。そういう中で大人と子ども
の差別がないか、そして子ども同士の差別
がないかということを考えていく必要があ
ります。子ども同士の差別という意味では、
もちろん一般的な差別としていろいろある
わけですけれども、例えば、豊田のかかわり



77 
 

で言うと、子どもの権利学習というものを
やっておりまして、子どもたちのところで
この条例についての話をします。その時に、
「男なら泣くなって言われたことある子い
る？」と言うと、まだまだ３分の１から半分
ぐらいの子から手が挙がります。男の子だ
って泣いてもいい、女の子だって泣くこと
あるよねという話をします。それと同じく
「女の子だから手伝いなさいとか、家事し
なさいって言われたことある？」と聞くと、
同じぐらいまだ手が挙がります。男の子だ
って手伝いした方がいいよねという話をし
ます。こういうこと、私は呪いの言葉だと思
っていまして、例えば、日本でいくと男性の
自死率が女性より高いです。ある統計で見
たところによると、日本人の成人男性が周
りの人に困ったときに相談できない率って
いうのは世界的に見るとものすごく高いと
言われていました。相談ができない、それは
小さい頃から「男だから泣くな」、「我慢し
ろ」とか「お前男だろ」といったことを言わ
れてきた結果、それが呪いの言葉となって
相談ができなかったり、抱え込んだりして
いく、そういう社会になっているのではな
いかと思います。女性差別に関しては言わ
なくても皆さんご承知かなと思いますけれ
ど、そういった差別というものが行われて
います。今だと LGBTQ の問題もそうです
し、外国籍だったり肌の色だったりという
ことも、そうだと思います。それから見た目
の問題ルッキズムについてですが、私たち
大人ってついつい「イケメンだね」とか「か
わいいね」とか言ってしまいますが、そうい
うことで子どもたちはずっとしんどい思い
を抱えているという問題もあったりします。
あと差別って基本的に自分の力ではどうし

ようもないことで不合理な区別をされるこ
とで、成績は一見差別の対象にないように
思いますが、例えば私が出会ってきた事例
だと、偏差値の高い学校の校則はすごく緩
いものが多いけれども、偏差値の低い学校
の校則はすごく厳しいということがあった
りします。ただ校則っていうほんとに人権
制限の問題にあたるため、それって実は成
績とは何も関係がないと言えます。成績が
悪くたって色んなことを言える子たちはた
くさんいるのに、大人が最初から諦めてし
まっていて、「お前たちはどうせ守れないだ
ろう」というように子どもの場合は、人権制
御を受けていくことになります。大人の場
合はそういうことってないと思います。成
績によって権利が奪われることないのに、
子どもだからという理由で奪われていって
しまう。それから子どもの最善の利益の保
障で言うと、ぜひ注意していただきたいの
が、大人が「これは子どもにとっていいだろ
う」と勝手に考えることは、子どもの最善の
利益ではないということです。子どもは一
人ひとり違います。子どもが権利の主体で
あるということも、子どもが一人ひとり違
うということがベースになります。私たち
相談室の中でも「意見表明権の保障」という
ことで意見を聞きますが、例えばいじめの
案件一つにしても謝ってほしいですと言う
子もいれば、今は謝って欲しくないですと
言う子もいる、説明を聞きたいと言う子も
いれば、聞きたくないと言う子もいます。先
生とお話したいと言う子や、話したくない
ないとかこの先生だったらいいとかあの先
生だったらいいとか、一人ひとり解決策や
自分にとって１番いいことが違います。み
んなが同じということはないです。だけど
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大人は何かを謝罪した方が良いのではない
かという思考で子どもの気持ちを無視して
謝罪をさせたりします。そうすると子ども
の気持ちとして、その子の気持ちとしては
まだ謝罪を受けるタイミングではないのに、
謝罪の会させられてしまったから許さない
といけないというような、無理やりいいよ
と言ったがゆえに、みんなは解決したとい
う認識になって、自分の中ではモヤモヤが
残っている、それを言うと、もう終わったこ
とでしょみたいな話にさせられてしまうと
いうことが起こってきてしまいます。この
ような理由から、子どもの最善の利益の保
障が子どもの意見表明権とセットになって
きます。それに対して、大人が一緒に子ども
と共に考えて、一緒に作り上げていくそう
いう関係の権利が、子どもの最善の利益の
保障となります。そのため、大人が勝手に子
どもはこうすべきだ、良い学校に通って、良
い会社に入るべきだという考えは、子ども
の最善の利益ではないということです。そ
の子によって一人一人違います。 

それから「生きる権利、育つ権利、発達す
る権利」というものもあります。例えば熱中
症の問題だとか、新型コロナもそうだった
と思いますが、命にかかわる問題がたくさ
ん起きてきています。熱中症の問題を考え
るときに、例えば部活動の大会等も、日程が
詰まっているためなかなかずらせないから
夏にやらざるを得ない、といった大人の論
理がありますが、これは子どもの関わるこ
とになるので、一般原則が守れているかと
いうことを考えてみます。そうすると部活
の試合日程の問題ではなく生きる権利の問
題だと、子どもたちの部活しっかりやりた
いという子ども達の意見を聞きながらやっ

ていく必要はありますが、命を守るために
夜できないかとか、早朝できないかとか季
節ずらせないかということを考えていくこ
とが、大人がやるべきことだと思います。こ
の四つの一般原則を前にしたら、大人の事
情・大人の都合みたいなものが優先されて
いてはいけないということになります。子
どもの意見表明権について、現在こども基
本法ができて、子どもに意見を聞こうとい
う取り組みがこれからいっぱい出てくると
思います。だけどそこで注意しなくてはな
らないのは、意見を言わないことも子ども
の権利だということです。権利なので言い
たくありません、権利行使しませんという
ものも子どもの自由になります。それから、
やっぱり注意しないといけないのは意見表
明権の意見というのは気持ちでいいという
こと、きちんとまとめて意見を言うことが
意見表明権ではなくて、気持ちでもいいし、
行動でもいいわけです。 

例えば赤ちゃんが泣くこと、まさに意見
表明権を行使しているわけですが、何か不
快だよ、何とかしてくれよという意見表明
権です。意見として言っているわけではな
いけど意見表明権を行使しています。また
例えば、未就学のお子さんから話を聞く場
合だと、「あなたどうしたいの？」といった
聞き方はせず、お絵かきや、そういう遊びの
中で出てくるもので、この子はこういう気
持ちだということを推し量っています。そ
れから、今意見を言えない子どもたちの意
見をどういう扱いにするのかがとても重要
だなと感じています。それが、こことよの一
つの仕事になってくると私は思っています。 

昨日も全体会で出ていましたが、子ども
たちの意見がたくさん出てきてとっても素
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敵だなと思っていました。一方で、私がここ
とよだったり名古屋市の相談室で出会って
いる子どもたちというのは権利を知ってい
たって行使できないとか、行使できる環境
に居ない、そもそも権利を知らないという
子どもたちということがたくさんあります。
そういう子どもたちの意見をどうやって大
人が吸い上げて社会に還元していくのかっ
ていうことを考えていかないといけないと
いうように感じています。この４つの一般
原則ということは、とても大事にしながら
活動していくわけですけれども、やはり１
番のポイントは「子どもを人として扱う」と
いうことです。ついつい差別の話に繋がっ
ていきますが、大人は子どもを上から目線
で見ているということがとても多いと思い
ます。学校でも、「お前らなんとかしろ」み
たいなことを言う先生が実際にいたりしま
す。私たちが調整活動で訪問していても、生
徒のことを呼び捨てにしたり、あいつとか
ということを言われたり。保護者も「うちの
子どもはこう思っているに決まっています」
みたいなことを言ってしまったり、「子ども
だからどうせわからない」と言って説明を
しなかったり、本当に子どもの差別があふ
れているなというように思います。私たち
はやはり大人同士がリスペクトするような
関係性を子どもとも持つことが必要だと思
います。 

なぜだか日本では、子どもには先生を敬
いなさい、親は大事にしなさいとか言われ
ているわけですが、大人が子どもに対して
も同じ目線が必要なわけです。相互にリス
ペクトし合わないことには、そういう関係
性は生まれてこないです。どっちかだけが
大事にしている関係性は、すごくいびつで

す。人として、同じように大切に取り扱うと
いうことが、子どもの権利というもののベ
ースにあると理解しておく必要があると思
っています。 

このように子どもの権利条約をベースに
できている豊田市の子ども条例ですけれど、
大きく分けて４つの権利というものを規定
しています。一つが安心して生きる権利に
なります。活動報告書の 71 ページを見てい
ただくと条文が挙がっています。豊田市の
子ども条例、私はすごく大好きです。名古屋
市の子ども条例があって、それが子どもの
権利条例に変わるときに、委員としていろ
いろ意見言って、変えてもらったところが
ありますが、それでも実は豊田市には及ん
でないと思っています。 

まず何が素敵かというと、「ですます調」
で書かれていることです。初めて見たとき
に目からウロコでした。これまでは「である
調」でしか見たことがなかったため、法律家
的には条文を「ですます調」で書いていると
いう、「子どもに伝えよう」という思いを感
じられ、非常に感心しました。名古屋市の子
ども条例を子どもの権利条例変えるときに
は、「ですます調」にしようとしたのですが、
結局「である調」のままになりました。でも
それくらい大人の世界で一般的ではないこ
とを乗り越え、子どものためにやっていく
ことを決めたことが、もうまさにこの「です
ます調」の条文に表れていると私は思って
います。 

安心して生きる権利ということで、8 項
目が書かれています。よく豊田市の学校に
行って、お話するときに、いじめ、虐待、体
罰などのあらゆる暴力や過度なストレスか
ら心と体が守られること等が権利として規
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定されていますが、「いじめられない権利が
あるんだよ」という話をすると、子どもたち
「はっ」とすることがあります。学校では
「いじめちゃ駄目だよ」と駄目な行動とし
て教わっています。ただ、「いじめられて良
い存在なんか誰もいない、いじめられない
権利を持っているんだよ、暴力受けない権
利を持っているんだよ」と話をするとそこ
で気づいている子どもたちがいます。 

また豊田市のこの条文で言うと、相談す
ることも権利として入っています。相談と
いうのはなかなかしにくいと思う中で、権
利として相談があるというのも、私は素敵
なところだと思っています。それから自分
らしく生きる権利ということ、ありのまま
自分が認められるとかプライバシーや名誉
が守られるというようなことが書いてあり
ます。プライバシーを守るということもこ
ことよではとても大事にしています。特に
保護者と子どものプライバシーの権利関係
というのは、大人がぐちゃぐちゃにしがち
です。皆さん子どもの頃を振り返ってみて
ください。親に見られたくないこと、知られ
たくないことがあったと思います。それは
当たり前だと思っていて、私だけが変な子
どもだったとかではないと思います。その
ためこことよでは、ご相談に見えたとき、親
子でみえたときでも、親と子どもとを分離
してお話を聞いています。その上で子ども
には、今日聞いた話の中で、「どれをおうち
の人に伝えていいかな」というところも確
認をしています。それはなぜかというと、子
どもにもこのプライバシー権があるからで
す。このようにこことよの活動の中でも、き
ちんと私たちは権利を守ることを考えなが
ら、この条例が活動のベースになってやっ

ています。このプライバシーにもいろいろ
あって、「親の前だから言えない」ことも当
然あるわけです。それから学校に行って（豊
田市ではないですが）、いきなり先生が生徒
の机の中を見るみたいなことがあったりし
ます。よくよく考えると自分の子どもが小
さいときに、授業参観後の保護者会で保護
者が先生に対して「机の中みてください」と
か言っていたみたいなことがあったかもし
れないと記憶が蘇ってきたわけです。でも
それって子どもにちゃんと伝えているのか
なとか、そういうことを考えるわけです。も
ちろん小学校 1 年生とか 2 年生とかのレベ
ルと中学生とか高校生のレベルはそのプラ
イバシーの保障の範囲の変わってくるとこ
ろは当然あると思いますが、そういうプラ
イバシ―を意識せずにやってしまっている
ということです。鞄の中とか、大人は見られ
たくないですよね、大人が見られたくない
ものは子どもだって見られたくないわけで
す。そこが子どもだからいいみたいなふう
になってしまっているというところが、非
常に問題として多いかなと思います。ＳＮ
Ｓに自分の子どもの写真あげると自分の子
どものいろんな出来事を書いちゃう等、そ
ういうことも一緒です。 

それから豊かに育つ権利ですね。私大好
きな条文いっぱいありますが、パネルディ
スカッション（第 3 部）のときにお話があ
るようですので大事に取っておきます。最
後に参加する権利、これまさに意見表明権
あたるものになります。そういうことに関
わるこの４つの権利を大事にしていきまし
ょうということを子ども条例の中で規定し
ています。そして先ほどの「子どもの権利条
約」、そしてその一般原則そしてこの豊田市
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子ども条例の権利を守りながら運営してい
るのがとよた子どもの権利相談室です。実
は、とよた子どもの権利相談室、以前は豊田
市の駅周辺にあった松坂屋の上の階にあり
まして、子どもたちが自由に遊べるスペー
スがあるため、そちらに相談室が設置され
ていました。来やすい場所にあったことや
小さい子たちが楽しく遊ぶことができるこ
となど、雰囲気はとても良かったかなと思
います。こちらが当時の相談室なります。外
を見るとちょうど電車が見える位置で、小
学生ぐらいの電車が好きな子とかは、上か
ら電車を見下ろしたりして、楽しんでくれ
ていました。 

2018 年、当時私も在籍していた時ですが、
場所を変えないかという話があり、本日の
イベントの会場にもなっている豊田産業文
化センターの 4 階に移りました。１階など
で高校生ぐらいの子どもたちが勉強してい
たりするので、子どもたちもアクセスしや
すくて良いじゃないかなということで移転
をきめています。こちらが今の相談室の様
子です。プレイスペース的な場所もあり、小
さい子どもはここでお話ができたりします。
その外側も相談員さんたちが工夫を凝らし
て子どもの権利のことを書いていたり、子
どもたちの意見を貼ったりとか、色んな取
り組みをしてくれています。ここの廊下に
は楽器室もあり、中高生もよく通るため、い
ろいろ情報提供をしている場所になります。
これが現在の相談室の様子でこちらも 4 階
で、それなりに眺めがよくて、窓があって外
が見えることは、子どもたちにとっても良
いことだと思います。小学生の子だと、少し
飽きてきてしまった際に、一緒に外を見て
気分転換もできるようになっています。 

次に、こことよでどのように相談をして
いくかということですが、初回相談は電話
または面談が多く、少しメールでもありま
す。初回相談が行われると、その後ケース検
討会議というものが行われることになりま
す。私が在籍していた時だと、月 2 回ケー
ス検討会議がありましたが、現在は月 4 回
設定していると伺っております。子どもた
ちの権利を守るために一番良い方法を取っ
ていくということで、どんどん進化してい
ます。このケース会議の際に、何を行うかと
いうと、子どもの意見表明権を保障するこ
とや、子どもの最善の利益を保障するため
に、私たち大人はどのような支援をしたら
良いのかということを重視して検討をしま
す。例えば、よくあることだと保護者の方と
お子さんが一緒に見えて、保護者の方が「い
じめにあっているので先生に謝ってほしい。
こことよが学校に言って欲しい。」と言って
いるが、子どもはそういうつもりは全然な
いというケースもあったりします。そうい
うとき、子どもの気持ちを大事にするとい
うことを重視していきますし、子どもにと
って何が最善であるかを考えていきます。
子どもは情報が足りないがゆえに判断が不
可能になっているということであれば、情
報提供していきますし、子どもが気持ちを
確定できていないみたいなことであれば、
何度も来てもらったりすることもあったり
します。また、子どもによってはいきなり来
て、いきなりたくさん喋ることができる子
はそう多くはいないので、場慣れしてもら
うために 1 回まず見に来てもらうとか、遊
ぶだけ遊んで帰るとか、相談員さんたちが
工夫して子どもたちが意見を言いやすい環
境を作ってくれています。ケース会議をし



82 
 

た後、そのケース会議で決まったことを基
に相談及び対応を行い、それらを繰り返し
ていることになります。 

また、子どもや保護者の方とお話をして、
状況が改善されないということが当然あり
ます。実は子ども条例ができてすぐの時、学
校や豊田市役所、色んな施設へ調査に行く
ことに関して逐一申立しないといけないこ
とになっていました。それだと機動性がな
いだろうということで、豊田市とご相談し
て 2013 年に条例を改正し、必要に応じて関
係機関から情報収集ができるようというこ
とになっています。それでもうまくまとま
らなかった際に、申立や発意をしてもらっ
て、調査や調整を行ってうまくいく場合も
ありますし、それでもうまくいかなかった
りとか、例えば条例の制定や予算が必要に
なったりすると是正措置や制度改善の勧告
や要請を行うことになっています。 

子どもの権利を守るための相談ですので、
緊急性・重大性によってやることが変わっ
ていきます。現状の気持ちを聞くことで、子
ども自身が整理できていくということもあ
ります。それで子どもがすっきりしたと言
って電話を終える方も多いです。 

この時でも「あれしなさい、これしなさ
い」ということを相談員さんたちは言わな
いでいてくれます。それはやはり子どもが
考えていくということが大事だからです。
その代わりエンパワーメントは一生懸命や
っていきます。例えばこの問題を解決する
ためにどうしたらいいかという話を子ども
として、こことよから「こうしたら？」と提
案するのではなくて、子どもの方から先生
に言ってみるとか、だけど先生に言うこと
が怖いと思う時はどのように、いつ言えば

いいんだというような、そのような不安が
出てきたときに一緒に作戦を立てていくと
いうようなことを行っています。こういっ
たことを大人が全部引き取って、全部私た
ちから働きかけることはしません。それは
子どもの力を奪っていく、子どもの主体性
を奪っていくことになるからです。それで
も難しいようなケースの場合、例えばもう
学校に行けないとか、権利侵害が重篤だと
判断したものに関しては、面談の実施、学校
および保護者の方に会って情報収集をし、
子どもの気持ちを中心に子どもの気持ちを
伝えたり、先ほどの勧告や要請を行うこと
になります。 

それから原則として、子どもと一緒にど
うするかを考えます。もちろん虐待など生
命に影響があるようなものに関しては、早
急に児童相談所へ通告する場合もあります。
そのように緊急性・重大性によって私たち
も活動を変えています。 

こちらはこことよ 15 年間の新規相談の
推移なりますが、この１番下が子どもから
の相談で、上の方が大人からの相談になっ
ています。私がこことよに在籍していた
2018 年のときからの大人から子どもへ移
行していったものの計上もしてもらうよう
になりました。それに、子どもからの相談が
また今年から増えてきているように思いま
すが、ちなみに相談室の移転は 2018 年で
す。一時期増えたときもあったけれども、コ
ロナの時期に減ってまた上がってきている
というところになります。 

延べ件数はどうかというと、これもいろ
いろな動きがあってコロナの時期は非常に
下がっています。折れ線グラフは、他機関連
携の数となっています。これもコロナのと
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きに他機関へ行くってことが難しく、連携
としては下がっていますが、2021 年にはま
た上がってきています。最初に比べると、他
機関との連携が強くなってきているところ
です。 

申立・発意ですが、最初の 2008 年から
2009 年とか上述のように、学校だとかいろ
んな役所に行ったりして情報を集めてくる
ことにも申し立てとか発意が必要だったと
いうこともあり多かったが、近年は一件ず
つ動きがあるところです。 

広報啓発についても、変わってきたよう
に思います。後ほどパネルディスカッショ
ンで子ども会議の委員の莇生田さんに出て
いただきますけれども、子ども会議の子ど
もたちとともに動いてきたというのも、豊
田市の特徴の一つかなと思っています。例
えば、子ども会議の子どもたちが集まる最
初の、条例について学ぶ機会を作ってもら
っており、擁護委員が講演をするとか、シン
ポジウムのときにパネル展示を行わせても
らったり、講演をしたりとか、意見を聞かせ
てもらうということもあります。こちらは、
シンポジウムで私がお話したときだと思い
ます。私が在任していたときに子ども会議
の子どもたちとお話しして、助かったこと
は、相談室だよりというのを子どもたちに
対して発刊しているのですが、これについ
て子どもたちから意見をもらいました。子
どもたちがもっと絵や写真を増やしてほし
いということを言われたので、字が主体だ
ったものを変更しました。また、このときに
カードについても意見をもらって、キュウ
サイくんとキュウサイさんというイラスト
がカードに描かれているのですけど、イラ
ストが喋ったみたいに吹き出しにすると読

もうかなっていう気持ちになるということ
も子どもたちから教えてもらって、いまだ
にそれが踏襲されていて、吹き出しが使わ
れています。 
脈々と子どもたちの意見が反映されながら
こことよは運営できているということにな
ります。 

また、以前は「豊田市子どもの権利相談
室」という名前でやってきたんですけれど、
なかなか子どもたちが覚えてもらえません
でした。子どもたちに学校で聞くとキュウ
サイくん、キュウサイさんのイラストは認
知していたようですが、豊田市子どもの権
利相談室は全然わからないという状況があ
りました。同じような機関が世田谷区にあ
り、「せたホッと」という名前をつけたとこ
ろ、子どもたちに浸透しているという話を
聞いたので、豊田市も愛称募集をしました。
子どもたちから広く愛称募集をして、その
中からいくつかの案を出し、私たち擁護委
員の意見や子ども会議の子どもたちから意
見を挙げてもらいました。それで「ここと
よ」というのが決まりました。もともと応募
してくれた、「子どもの心を豊かに」という
意味で「こことよ」という名前を付けてくれ
たのですが、子ども会議の子どもたちが「こ
こにいるよとかここにあるよという意味も
あるんじゃないか」ということを言ってく
れて、それも含めて「こことよ」ということ
でこことよの由来としてこの三つを挙げて
います。子どもたちの意見を聴けるという
のは、ありがたいことですし、私たちも参考
になります。大人のためにとてもいいなあ
と思います。こことよという名前をしてか
ら子どもたちの認知度は上がりました。こ
ことよ知っている人？と言ったら結構手が
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挙がるので、反応が違うと感じています。 
また広報啓発で愛称の決定やカードの配

布を行い、あらゆる子どもたちに届けるこ
とを意識しています。例えば、外国語版ここ
とよのリーフレットを 2023 年度から作っ
たと聞いています。それからこことよレタ
ーは、電話をかけにくいという子どもたち
のために切り取って貼り付けて切手なしで
送れるレターというものも開始しています。
それから、豊田市含め色んな自治体にあて
はまりますが、高校になると豊田市立では
なく県立になってしまうところの問題があ
り、高校に対しての普及啓発がなかなかで
きなかったのですが、他の自治体も実施し
ているということを小耳に挟んで、現在で
は私立も県立も全ての高校生に配布ができ
ている状況です。加えて、相談室だよりにつ
いて言うと、子どもにわかるようにという
ことで小学 4 年生までと小学 5 年生以上と
いうことで分けて作っています。それから
2014 年から擁護委員だよりというものを
教員向けに作っています。なぜこれを作っ
たかというと、カードや相談室だよりを学
校で配布してもらう時に、先生が何も言わ
ないで配布する場合と、簡単にでも権利の
話をしてもらうとか、こことよという相談
できる場所があると伝えてくれるかどうか
によって、こことよに来てくれる確率は結
構違うと思います。そういったこともあり、
擁護委員だよりにはリーフレット、カード
配布のお願いなどが書いてあります。それ
だけでは渡しても中々見てもらえないので、
例えば子ども向けの権利学習プログラムの
話やいじめの話、虐待の話など、学校の先生
方が知りたいけどなかなか勉強する機会が
ないものに関して、原稿を書いて先生向け

に配るという活動も行っています。それか
ら、子どもの権利学習というものを豊田市
は力を入れて行っています。豊田市は、小学
校の 1 年生・3 年生・5 年生・中学 2 年生
で、先生が子どもに向けて権利学習という
ものを行っています。それに加えて、擁護委
員自身が出張授業を行っています。最初の
うちは擁護委員それぞれで内容を考えて行
っていました。件数は徐々に増えてきて、今
までで 100 クラス以上で授業を行っていま
す。学校数としては 30 校で行ったというこ
とになります。豊田市は小中合わせて 103
校になるので 30 校を超えているというの
は、かなりの学校から呼ばれているなとい
う認識です。内容としては基本的に、子ども
向けの権利学習を行い、それに加えて、私た
ちが権利についての話をしようということ
です。以前は擁護委員がバラバラの内容で
権利学習の授業を行っていましたが、3 年
生のプログラム、5 年生用のプログラム、中
学 2 年生用のプログラムを作りまして、統
一してこんなことやりますよということを
新年度の初めのころに豊田市から学校に送
っていただくことを始めました。それによ
って授業の回数が増えてきたと思います。
コロナの時期は減少していますが、それで
もこれだけの学校で実施ができています。
小学校１年生は、権利という抽象概念が難
しく理解できないことが多かったため、現
在は、相談員さんによる相談室の紹介と電
話のかけ方講座を行っています。電話をか
けることをはっきり言って知らない子たち
が多いです。今は電話帳から該当の人を押
すだけなので、番号を押すことや公衆電話
の使い方を知らない子が多いです。公衆電
話はお金を入れるとか、フリーダイヤルだ
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とお金戻ってくるのか、受話器持つことや
受話器を耳に当てることとか知らない子が
います。電話のかけ方講座では、番号を押し
てもらうことなど、公衆電話の使い方を伝
えています。それから 3 年生向けの権利学
習はパワーポイントを使ってお話をするこ
とを行っており、ひとりひとり違うんだよ
というベースの話と権利って何かなという
話、それから子ども条例の四つの権利の話
と、あと事例でこんなとき権利が守られて
るかな、どの権利が守られてないかなとい
う話、守られてないときどうしようという
ことで相談室の紹介などが内容になります。 

次に５年生向けの授業では、子ども条例
の４つの権利から、ピックアップをして、そ
の説明をし、守られている、守られていない
とか大事だと思ったものをシール貼りして
もらうことをしています。これらの授業内
容もブラッシュアップしながら行っていま
す。 

中学 2 年生向けの授業は、みんなが幸せ
になるためにどんな条文があるとかいいか
を考えてお話をしています。この子どもの
権利学習を行った後に、子どもたちからの
いろんな声が上がってきます。私が今まで
の中でショッキングだと思ったことは、暴
力を受けない権利を子どもたちは持ってい
るという話をした後のグループワークで、
虐待自体が悪いことは今の子どもたち知っ
ているが、それは自分が悪いから叩かれて
いることは虐待ではないと思っている子が
いました。どんな理由があっても、殴られな
い蹴られない、殴られたり蹴られたりして
いい人は居ない、そういう権利があるとい
う話をした後に、ある男の子が「みんな叩か
れたことないの？」と話を始めて、周りの子

が「叩かれるの？」みたいなふうに聞いてい
て、彼は多分そこで自分が虐待されていた
ことに初めて気づいたということがありま
した。やはり権利を知ることで、自分がされ
ていることがおかしいと気づくということ
はあります。親や教師に意見を言っていい
ことを知らなかったという感想をもらうこ
ともありますし、あと、「大人はどうせ自分
の意見なんて聞いてくれない」という感想
をもらうことがあります。この子はさらに
続けて、この研修は親や教師にするべきだ
と書いていたりなど、様々こういう声があ
ります。また、権利学習の後に相談室に電話
をくれる子どもたちというのも多く、やっ
ぱり知ることでおかしいこと、相談してい
いという気付きに繋がると思っています。 

2021 年からは子どもたちに振り返りシ
ートというものを書いてもらって、それに
書かれていることに対して、返信を始めま
した。3 年生 106 人、5 年生 100 人という
結構な数の返信を相談員が頑張って返信し
ているところです。ここから発展してでき
たのが、中学校の子どもの権利啓発事業と
いうことになるんですけれども、これ何か
というと、実は子どもの権利学習の前に先
生がやっている授業を見させてもらうこと
も結構あったんですね。 

そもそも先生たちが子どもの権利を知ら
ないので、何かおかしな説明しているんで
すよ。フォローしながら次の授業に入るみ
たいなことが結構あって、そういうような
話をですね、ちょうどこことよの 10 周年の
後に市長さん等も含めてですね、どうした
ら学校で子どもの権利が入っていくのかと
いう話をして、そのときにやっぱ先生向け
の研修を充実させたいみたいな話をして、
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そこから生まれたのが中学校の子どもの権
利啓発事業です。 

3 年間で豊田市 28 校ぐらい中学校がある
んですが、全部の中学校を、大体夏休みに擁
護委員から教員向けの研修を行っています。 

その上で、子どもの権利擁護委員による
子ども向けの全体研修というのを中学校で
体育館などで行っています。その上で教員
による権利学習だったり、振り返りなどを
行うという、3 本柱で行って昨年までに全
校回り終えたところです。※ 

今年からはさらに小学校でもやった方が
いいよねということで、同じようなものの
小学校の啓発バージョンもやり始めるとと
もに、さらに中学校区で保護者向けの研修
というものを始めています。昨日大谷先生
の基調講演の中で、大人がみんな同じこと
をいうことが大事だよっていうお話あった
と思うんですが、家庭の中で子どもの権利
守っていても学校に行くと守ってもらえな
いとか、地域で守られないということにな
ると、子どもたちが権利保障を諦めていく
ということになるのでやっぱり保護者も学
校も大人が知っていくっていうことをこれ
からもやっていけると良いかなと思ってい
ます。 

最後ですね、「子どもたちの意見を聞く」
ということで、子どもの権利に関する高校
生意識調査というものも、2010〜20 年の 10
年間かけて行っています。校則に関する疑
問を呈する高校生から相談が最初にあって、
そこから意識調査をしていこうという話に
なったんですけれども、これは教育委員会
（県教委）の方も連携していただいて、行っ
たものです。ホームページに上がっている
ので詳細を見ていただければいいと思うん

ですけど、「守られていないと感じる権利」
ということで、スライドでは 75％以上のも
のを挙げたんですけど、ありのままの自分
が認められること、これが守られていない
と感じる子どもが約 57％ということですね。
さっきの自殺者数の話なんかもありました
けど、息苦しい状況にいるんだなあという
ことですね。 
遊ぶこと、小学校に行くと遊ぶことは守ら
れているということは子ども達が、シール
を張ってくれるんですけども、高校生にな
ると遊ぶことができないかっていうね、子
どもたちの叫びが聞こえてきたり、失敗し
て再挑戦するみたいなことができないって
こと、それから気持ちや考えを聞いてもら
うということ、このあたりのことが守られ
てないということで声が上がってくるって
いうのは、非常に深刻な状況だというふう
に思っています。 

また自由回答では、子どもの権利とは何
かもっと早めに知りたかったとか、学校生
活を生徒主体にしたいとか、子どもももち
ろんだけれど教師なども知っておくべきと
いうものもきました。あと親にアンケート
を行い、意識改革を図った方がいいとか、本
当にその通りなんですけど、政治家は高齢
者の意見ばかり聞いているとか、一方でこ
ういうアンケートを通じて条例を知ること
で子どものために大人が考えてくれてる、
守られていると感じた、こんなような意見
もありました。 

こういう意見を基にですね、今の擁護委
員が何をしていってくれるのかなというこ
とを私としては次の期待をしているところ
です。 

最後に、私達こことよの運営の中でもそ

※２年目と３年目は、教員向け研修と生徒向け研修の２本柱で実施しました。 
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うですし、これから子どもの権利保障をし
ていく中でも、子どもに何かをしてあげる
っていうことではなく、相談に乗って子ど
もとともに何をするかっていうことを、い
つでも中心に考えていきたいと思っていま
す。そしてきちんとこの子どもの権利条約
の一般原則が守られるようなこことよでも
あってほしいし、私たち大人一人一人がそ
れをいつでも最低限していけるような社会
にしていけるといいなと思っています。 
時間なりましたので、簡単ですが 15 周年の
ご報告させていただきます。御清聴ありが
とうございました。 
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第二部 
「特別報告 条例制定の経緯について」 

前豊田市子どもの権利擁護委員  
愛知教育大学教授 大村 惠 氏      
初代豊田市子ども委員   
山内 裕雅 氏 

 
大村：最初に自己紹介をさせていただきま

す、最初の条例作りから関わって、そ
の後子どもの権利相談室の立ち上げ
から 10 年間お世話になりました大
村です。よろしくお願いいたします。 

山内：私は、私自身が中学生高校生のときに
条例制定と、その後、条例に基づいて
設置された子ども会議に参加してお
りまして、条例制定に向かう中でも
いろんな会議の中で意見させていた
だいたりという経験をさせていただ
きました。現在は弁護士をしており
ますが、本日は元子ども委員という
立場からお話をさせていただければ
と思っております。よろしくお願い
いたします。 

大村：それでは最初の擁護委員からという
ことで僕の方からお話をさせていた
だいて、その次に山内さんへバトン
タッチしたいと思います。 
さっき間宮さんもチルコについて語
っていただきましたけれども、チル
コの原画がありましたのでちょっと
見ていただこうと思います。こんな
感じで当時中学校 2 年生の男の子が
書いてくれました。これを基にこん
な感じでですね、いろんなスポーツ、
いろんな表情のチルコが作られ、今
何か活用されているような気がする

んでまたぜひ活用していただきたい
なというふうに思っております。   
それでは、間宮さんからお話あった
のでここは軽くいきたいと思います
が、「子どもの権利条約」が 1994 年
に日本は批准するわけですけども、
でも、それに基づいた国の施策って
いうのは、中々なかったわけですね。
そのなかで、自治体が条約を実現し
ていく取組をするために条例作りが
だいたい 2000 年ぐらいから始まる
んですけれども、国も、民主党政府の
ときには、それを取り上げて先進的
な事例だというふうに評価されるよ
うになりました。 
愛知県は実はそうした条例作りの取
組が広がった県で、その中でも豊田
市は一番早かったということなんで
す。で条例と言ってもいろんな条例
が作られるんですが、とりあえず総
合条例の多面的に目配りされた条例
について考えておきたいと思います。
荒牧さん喜多さん半田さん達が作ら
れた『解説子ども条例』という本があ
りますが、そこではこんなふうに書
かれてます。「子どもの権利について
の理念が書かれてること、それから
子どもの権利を保障する責務これが
自治体であるということ」がはっき
り書かれてるんですね。それから「子
どもの参加の仕組み」、社会参加です
けども、いろんな場面での参加の問
題がおそらくあるだろうと思います。 
それから、「子どもの権利の救済の仕
組み」です、豊田でいくと擁護委員で
あったり、こことよであったりする
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わけです。それから「子ども施策の推
進」ですね。豊田でもその計画作りを
するってことは書かれてますし、あ
るいはそれを進める子どもにやさし
いまちづくり推進会議が作られてま
す。大人の代表、市民の代表も入るし、
広報委員としてそれから、子どもの
代表も入る、そういう仕組みになっ
てます。 
そして「子ども施策の検証」、これも
子どもにやさしいまちづくり推進会
議がやることになっています。こう
した多面的な内容を含んだ条例が今、
子どもの権利条約総合研究所という
ところのまとめだと、今年の 5 月で
64 自治体というふうになっておりま
す。 
先ほど話に川西市がオンブズパーソ
ン、救済機関を作ったのは 1998 年で
早かったんですが、総合的な条例と
いうのは川崎市が初めではないかと
いうふうに言われてます。これは
2000 年ですね。 
その後、東海地区では多治見市が早
かったんですけども、同じ 2003 年で
すね、愛知県では高浜市で高浜子ど
も市民憲章作られてます。これは、 
言ってみれば理念にかかわる憲章法
ですけれども、この高浜市は条例作
りはされてませんけれども、この憲
章に基づいた施策を進めるというそ
ういった取り組みをされてます。 
そして 2007 年に豊田市が作られ、そ
して、翌年、名古屋市も作るのですか
名古屋市この時には救済機関作って
ないですね。でも岩倉市は、この年作

っています。そして日進市、幸田町、
知立市、知多市、東郷町、津島市、そ
して 2020 年には名古屋市が改定を
されてですね。そして救済機関の条
例もつくっています。そして、昨年瀬
戸市ということで 10 市町は作られ
ています。全 64 自治体の中ですから、
愛知県は、そうした取り組みがお互
いに学び合ってるところがあるのか
なっていうふうに思いますが、自治
体の長であったり、議員さんであっ
たり、あるいはその市民の方たちが
ですね、こうした条例作りに取り組
んできたそういった県でもあります。 
豊田市の子ども条例がなぜ作られた
のか、これは市が作ってるホームペ
ージに書かれてますので、ぜひご覧
いただければと思います。子ども条
例で検索していただければすぐ出て 
きます。そこでは 4 つ理由があった
というふうにいろいろな整理されて
いて、一つは子どもの視点から、子ど
もにとって必要だったということな
んですが、条例作りのときもですね 
2015 年から始まるんですけども、そ
のころは今の子どもたちは非常に恵
まれていて、先ほどお話がありまし
た。昨日話がありましたが、そういう
子どもたちに権利っていう話をする
とわがままになってしまうのではな
いかということはこのときもお話を
されました。しかし、子ども法への意
識調査であるとか、それから条例作
りに取り組むその中でのヒアリング
調査をする中で、子どもたちがいろ
んな思いを抱えていること、あるい
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は外国にルーツのある子どもたちで
あったり、障がいを持つ子どもたち
であったり、そしてその保護者が孤
立して、そして困り事を抱えてるん
だっていうことがわかってきて、や
はりその子どもが育つ環境ってのは
もっと改善していく必要性があるん
だということは、この条例作りの中
で確認されていた点でもあります。 
それから二つ目、親の視点からです。
まだ 2000 年代の中頃、日本には貧困
なんてないんだなっていうふうに言
われていた時代ですが、でも実は困
っている保護者や家庭がたくさんあ
って、今もう家庭だけに、子育てを任
してはいられない、子育てを社会化
する必要性があるということが議論
されてきていました。そのためにも
この条例を作ろうということです。 
三つ目は、市民地域社会の視点から
で、子育てを社会化するっていうこ
とは、その町が変わらないと駄目だ、
町のみんなが子育てに子どもに責任
を持つような、そういったまちづく
りをしていく必要があるということ
が三つ目。 
そして四つ目は、行政政策立案の視
点からということですが、これはで
すね、一番大きかったんだろうと実
は思っていて、つまり子ども条例は
ですね、豊田市の職員さんか作りた
いと思ったんですね。国もですね、10
年間の期限付きの子育て支援策をつ
くるという法律を作っていたんです
けども、しかし、10 年で終わるよう
な法律を根拠にはできない。豊田市

はずっと子育て支援をしていかなく
ちゃいけない、自分たちがその根拠
になるような、そういった条例を作
ろうというのがこの 4 番目の考え方
だったんです。これもホームページ
から取っていた年表を抜粋してるん
ですけども、2005 年豊田こどもスマ
イルプランですね子育て支援の計画
作りをしたんですが、そのときに、豊
田子ども条例を作ろうというそうい
うことを決めました。さっきも言い
ましたがこれもだから職員さんたち
から出てきたんですね。 
当初ですね、1 年で作ろうという話に
なってたんです。僕もこの委員会の
委員だったんですけども、そこに相
談をされてですね。早くできること
は良いことだけども、子ども条例だ
から、子どもと一緒に作りませんか
っていう提案をさせていただいてそ
れで 2 年でやりましょう。というこ
とになりました 
さらには子ども委員をこのとき募集
をしてたんですけども、子ども委員
だけの話じゃなくて、豊田市の子ど
もたちみんなが参加できるようにし
ようということで、この後でてきま
すが「地域子ども会議」でですね、中
学校区でみんなが集まれる会議を開
いて、そこで子どもの意見を集めま
しょうっていう形にして、2007 年を
目標にということになりました。 
2005 年の秋から作業が始まり、子ど
も委員を募集して、ワークショップ
をしてという形で進んでいきました。
最初の子ども委員さんは 24 人でし



95 
 

たけれども、地域子ども会議を開く
にはもっと必要だっていうことで、
再募集をして 40 人の子どもたちが
集まってまいりました。その 40 人の
子どもたちとそれから、その子ども
たちは地域子ども会議を開いていく
ことになりますから、今 26 ですけれ
ども、当時 24 の中学校区で会議を開
くとすると 12 のグループを作って、
二つの学区の席を持ち、それを支援
するサポーターを市の職員さんに僕
から募集をしました。当時は子ども
部とか次世代育成課が責任を持って
たわけですが、そこだけでやるんじ
ゃなくて、庁内すべての職員さんか
ら募集をして水道局の方とか、保育
所とか、いろんなところから自分た
ちの地域のことたちを支えようとい
うサポーターさんたちが集まって取
り組んでいったんです。 
2006 年の 7 月から 8 月位かけて、地
域子ども会議を中学校区で開きまし
た。中学校で開催するところもあれ
ば豊田市の交流館で公民館のような
ものですが、それが交流館で開いた
りをしました。 
そして、そこで集まった意見を 2006
年の 10 月ですね。豊田子ども市議会
の開いて、そこで子どもたちの意見
を市長それから教育長ですね、その
提案をしていく、そういった会をも
ったわけです。 
これも聞いた話なんですが、当初市
長さんそんなに乗り気じゃなかった
というのを聞いてます。職員さんは
主導なんですけどね。だから子ども

市議会で市長さんが「条例を作りま
す」っていうかどうか、僕はドキドキ
しながら聞いてたんですが、最後作
ります！これでできるだろうという
ふうに思った会でした。 
2007 年の秋に審議会を開いて、冬か
ら策定委員会ですね。大人が文章書
いて、それを子ども委員の手伝って
くれる方たちが集まってもらってそ
れを読んでもらって、意見を返して
もらうっていうのがこの 2006 年の
12 月から 2007 年の 1 月の冬休み期
間全通して、それを繰り返してやっ
ていきます。そして 2007 年にだいた
い草案ができて、実は事務局の方た
ちが、議会の各会派を回って、説明し
ていただいてそこで意見を集めて、
その意見をいただいてまた草案を手
直しして、という作業がずっと多い
夏まで続いていくんですね。 
2007 年 9 月審議が定例会の全会一致
で可決したというそうした経緯があ
ります。 
その後、リーフレットを作ったり、先
ほどお話もあった子ども向けの学習
プログラム作りもしました。豊田市
このときですね、その就学前のプロ
グラム、小学校は低学年、中学年、高
学年、中学生向け、さらには大人向け
て 6 つの学習プログラムを作ってい
ます。昨日の話や先ほどの話でも、ぜ
ひそういった大人のためのプログラ
ムとかですねまた見直してもらった
方がいいのかなっていうふうにも思
います。 
写真を見ていただきます。これが最
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初のワークショップです。子どもた
ちの職員のサポーターが集まってこ
んな感じで、ワークショップを進め
ていきました。子どもたちが今抱え
てるいろんな思い、あるいはこんな
まちになったらいいなっていうのを
まとめてですね、こういった形で発
表していきました。 
2006 年の 7 月から 8 月、地域子ども
会議を開きました。これでも意見を
集めていきました。470 人の子ども
たちが参加をしてくれて、5000 件を
超える意見が出て、それを集約して
いきました。 
これは発表する様子です。 
これもホームページでありますので
また見ていただきたいと思いますが、
地域子ども会議を経て、市議会に政
策提案を求めるときの子どもたちで
すね。これをぜひ言って欲しいとい
うその募集をしたんですが、そこの
二番目に、「3 学期制に戻す」という
のがありました。2 学期制にしたんで
すね。子どもに相談なく 2 期制され
たということで、子どもたちがすご
く怒ってました。2 期制にしたら先生
が楽になるって聞いたけども、実際
はもっと忙しくなってくるじゃない
かとかそんな話も出てきました。 
審議会の様子ですね。 
こういった形でフリップを作って、
政策提案するという形で進めていま
した。これは中日新聞にも取材して
いただいて、 
喫煙の話はですね、実は本当に鈴木
市長さんが、「疲れた時には 1 日 5 回

吸う」というふうに言って、「市長さ
んは大事な体だからやめてくださ
い。」そんな話を子ども達からされて
います。 
草案ができてから 2007 年度の 7 月
から 8 月にかけて、これを子どもだ
けではなくて、地域の人たちにも来
てもらって、懇談会があったのです
が、これがこのなかでのお便りです。 
 
条例の前文を少し紹介しようと思い
ます。 
簡単に最初は子どもたち一人一人が
独立した自覚を持つ、2 段落目が頭を
ひねった、工夫したところです。 
子どもの権利というのは大人のため
のものでもあり、大人は子どもと触
れ合い、子どもの声を聴き、子どもと
共に生きることによって喜びと夢を
分かち合うことができます。 
子どもは地域の宝であり、社会の宝
です。保護者や子どもに関わる仕事
や活動を充実するということだけで
なく、全ての市民や子どもに対する
責任を持っています。このため、社会
全体で子どもと直接向き合う大人へ
の支援と子どもが育つ環境作りを進
めなければなりません。という段落
になります。 
最後の段落が子どもにやさしいまち
づくり皆で作っていきましょうって
いう形で、最初の文章にしています。 
 
この 2 年間の取り組みの中ですけど
も、いろいろ考えたことを三つだけ
お話ししたいと思います。 
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一つ目は、先ほども言いましたが、孤
立する子どもと保護者についてです。
今は本当にはっきり出てきておりま
したが、15，6 年前ですねのときから
もうそれはもう出てきていて、子ど
もの貧困と言われる前でしたけども、
そうした子どもの貧困も広がってい
った時期だと思います。 
そんな中でやはり、子ども・保護者が
困り事を抱えてるんだということが
具体的にわかってきたこと、それを
条例作りをする中で分かってきたと
いうこともありますが、それがその
後、私がいろんな形で支援を進めて
いく、一つのきっかけになったので
はないかというふうに思ってます。
二つ目は、子どもは頼れるパートナ
ーであるこということです。条例作
りの中で示してもらった子どもたち
の力が本当に大きかったなというふ
うに思っています。「子どもの権利条
約」は四つにその権利が分けられて
いて、それはユニセフが整理してる
んですが、「生きる権利」「守られる権
利」「育つ権利」「参加する権利」です。 
最初は豊田子ども条例も分けていた
のですが、「守られる権利」というこ
とについて子どもからクレームが来
たんですね。 
子どもが主体、主人公のように子ど
もがどうするかっていうそういう条
例を作ってほしい、守られるってい
う、虐待、そういう子どもじゃないん
だということで、「安心して生きる権
利」と「自分らしく生きる権利」とい
うふうに整理をし直しました。 

そういった子どもたちが条例作りに
関わってくれたことっていうのが非
常に条例を豊かにしてくれたという
ふうに思っています。 
たばこについて、あるいは何度でも
挑戦できるというそういったことも 
子どもの声から条例に反映されてい
きました。 
三つ目は、子どもと関わる大人が育
ったなというふうに思っています。
僕自身も大人委員として子どもの声
や姿に励まされていったっていうこ
とがありますし、それから地域子ど
も会議をサポートしていたサポータ
ーさんたち、豊田市の職員さんたち
が子ども委員さんととってもいい信
頼関係を作ってくれて、それが僕ら
も励ましてくれました。多分そこで
参加した職員さんたちはいろんなこ
とが学べてくれたんじゃないかなと
いうふうに思って、こうした条例の
取り組みが、今後も生かされるとい
いなというふうに思います。 

 
山内：私も今お話を聞いてなるほどこうい

う経緯だったのかと、大人委員側で
はこういうことを考えて切り込んで
いたんだというところを初めて知る
ところも多くて、非常に勉強になっ
ていました。私自身の立場から少し
お話をさせていただければと思って
いまして、私は当時、中学校一年生か
二年生のときに、広報とよたで「子ど
も委員募集します」というのを見て
なんだろう、これはどういうことを
やるのかな、と思いました。 
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「子どもの権利」というのも当時は
全く知らなかったんですけれども、
豊田市が子どものためにまちづくり
をしようとしているとそこで子ども
の意見を聞いて、反映しようとして
くれているんだということは知って、
参加をしました。非常に期待感をも
って、自分の意見が、自分たちの意見
が反映してもらえるんだという、毎
回集まってわくわくして皆で話して
いたなという思い出があります。 
学校の中ですとか、友人関係の中で、
なかなかそういう話をする機会って
いうのもないので、市がどういうふ
うになってほしいか、社会がどうい
うふうになってほしいかということ
を率直に話し合った、そういう時間
だったと思います。 
印象的だったなと今振り返って思う
のは、子どもたちの主体性に任せる
部分を非常に多く作ってくださった
ことです。先ほどの説明にあった「地
域子ども会議」というのは子ども委
員として集まった 40 人くらいの子
どもが、各地域で地域ごとの子ども
会議、今度はそちらに行って運営す
る立場になったわけですけれども、 
どういう議題を設定するか、どうい
うふうに参加者を集めるか、当日ど
ういうスケジュールで運営するかみ
たいなことも一緒になって、そこに
参画できた。そういう意味でも非常
に意義があったかなと思っています。
市の職員の方も、先ほど説明にあっ
たように、担当の課以外の方も、たく
さんサポートしてくださいました。

よく覚えているんですが、休日とか
夜間に打ち合わせをしたり、印刷物
でつけてくださったりとか、今思う
と本当に大変だなと思っています。
そういう支えもあったおかげで、条
例の制定にたどり着いたのかなと思
っています。 
先ほど私の写真が一部でてきたんで
すけれども、子ども市議会へ私は市
長に質問をしようということで、 
何を質問して誰に答えてほしいかと
いうのも、自分で決めたということ
だったと思います。 
私は、「地域ごとのご近所さんの繋が
りが大事なんじゃないか、それを主
としてもっと強く推進して欲しい」
みたいな話をして、市長さんに伝え
てほしいということで話したけれど
も、後日どこかで聞いたんですが、私
トップバッターだったんですけれど
も、市長さんからトップバッターの
子がずっと目を見て話されて怖かっ
たと言われたと聞きました。 
私は今東京に住んでいて、当時どん
なことがあったかなかなか思い出せ
ず、手元に資料がなくて昨日の夜慌
てて用意をしたんですけれども、先
ほど申し上げた地域子ども会議の議
事録が家にありました。当時の職員
の方々が頑張って作ってくださった、
非常に詳細な議事録です。いろんな
意見があって、例えば「学校について
どう思いますか」っていう話と、友達
のこととか、先生のこととか、ここが
楽しいプラスの面もマイナスの面も
いろんな意見が出ていまして、改め
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て読み返していてふと思わされたの
は、地域子ども会議の中では子ども
同士で、「ルールを守るべきなのに守
らない子がいるのはけしからん」と
いうような意見があって、自分が弁
護士であるということもあって、こ
ういう話をしていると、不合理なル
ールって困るよねっていう話をそう
いう方に自分としての意識がいきが
ちですけれども、子ども同士の中で
も、「ルールを守らない子は良くない
よね」みたいな意見が出たっていう
のも、確かにそういう視点もあるな
というか自分もおそらく当時そうい
うことを言っていたと思いますし、
いろんな観点からも意見が出て充実
した会だったなと改めて思いました。 
そういうことを考えていて、当時も
意識していたことなんですが、「子ど
もの意見を聞こう」ということで、子
ども会議が設置されたわけですけれ
ども、自分の意見はあくまでも自分 1
人の意見であって、自分が子どもみ
んなの意見を代表しているわけでも
ないし、代表できるわけでもない。選
挙で選ばれた議員さんでもないし、
実際にも意見が違う。 
そういう中で自分が何を言ったらい
いのかなっていうのは日々悩みなが
ら、この活動をしていたなというこ
とを思い出しておりました。 
おそらくそこに集まってきている子
達は多少バイアスがかかっているの
かもしれないかなとも思っていて、 
例えばこういった活動に理解のある
親御さんの家庭のほうがもしかした

ら多いかもしれないし。そういった
ところに場に参加できるというのは、
全体の中では、多少の偏りがあるか
もしれない。それを除いたとしても、
もちろん一人一人意見が違うので、
そこをできるだけ広い意見を取り入
れて反映させるというところにどう
したらいいのかなっていうところを
日々悩んでいたなということを思い
返していました。 
ということで、結論はないのですが、
日々思っていたことを、おそらくそ
れぞれの立場によって考えていると
ころや見えているところも違うのか
なと思いますので、この後のパネル
ディスカッションでいろんな話を伺
えればいうことで私の話はここまで
とさせていただければと思います。 
ありがとうございました。 
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第三部 シンポジウム 
コーディネーター 

豊田市子どもの権利擁護委員  
弁護士：山谷 奈津子 

 
シンポジスト 

・前豊田市子どもの権利擁護委員  
愛知教育大学教授：大村 惠 氏      

・弁護士：間宮 静香 氏 
・初代豊田市子ども委員   

山内 裕雅 氏 
・現豊田市子ども委員 

莇生田和哉 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山谷：では、第三部を始めさせていただきた

いと思います。有意義な時間にさせ
てもらえたらなというふうに思って
おります。 
先ほど第一部、第二部 間宮さん、大
村さん、山内さんに簡単に自己紹介
をしていただいたので、第三部から
ご参加いただいた莇生田さんに簡単
に自己紹介と、それから第一部、第二
部の感想などあれば、聞いていきた
いと思います。よろしくお願いしま
す。 

莇生田：皆さんこんにちは。猿投農林高校農
業科で農業について学んでいて、子
ども会議には中学校一年生の時から
参加し、また、小学校 6 年生で子ど
もシンポジウムに参加しているとい
う縁があってこの場におります。そ
の後ずっと子ども委員をやっていて、
子ども会議ができた過程など、なか
なか聞いたことがない話で、有意義
な時間だったなあというふうに思っ
ております。そのような経験を生か
してこども家庭庁の方のこども・若
者意見プラスの方もやっていまして、
子どもの権利というのは大切だなと
いうふうに思っております。よろし
くお願いします。 

山谷：よろしくお願いします。 
では始めさせていただきたいのです
が、まず、先ほどの条例制定過程のお
話を私も初めてお引きする話もすご
く興味深かったです。 
大村さんにお聞きしたいのですが、
当時の子ども委員の方々のご意見が
省令に反映されたっていう話先ほど
あって、守られる権利でなくて、子ど
も主体の条文にしてほしいという話
もあったというお話があったのです
けれども、条例の中で「豊かに育つ権
利」のところの「遊ぶこと」というと
ころが、活動報告書の 71 ページのと
ころで、第 7 条の「豊かに育つ権利」
のところで、最初に「遊ぶこと」、そ
れから「学ぶこと」と続いているので
すが、私としては「遊ぶこと」が最初
に来ているのがすごくいいなという
ふうに思っているのですけども、こ
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の辺は制定過程のところご存じでし
たら教えていただければと思います。 

大村：「遊ぶ権利」が筆頭に挙げられている
というのは、大人委員の中では異論
はありませんでした。「遊ぶってこと
は大事で、だから遊ぶということで
休むということが育つ権利の中では
大事ですよ」という話はよくされて
たんですよね。遊ぶということが、子
どもにとって一番自分が主人公にな
れる主体者になれるのは遊ぶ時間な
んですよね。だからそんな中で子ど
もたちは育つ、いろんな世界を広く
広げるというのが友達も作る、一番
大事な時間だということは大人委員
の中では大体一致してますね。 
それが子ども委員さんたちの意見等
も合致して筆頭に挙げられたという
ことだと思います。 

山谷：ありがとうございます。権利学習の中
でこの話をさせてもらうと、すごく
子どもたちの反応が良いです。 
「遊べてる？」と聞くと「遊べてる」
と手を挙げてくれます。「学べてる？」
と聞くと「うんそれは…」という感じ
でみんな言ってくれるんですけども、
それぐらい本当に子どもたちにとっ
ては遊ぶことっていうのが浸透して
るんだなというふうに考えています。
それからですね、次の山内さんにお
聞きしたいんですけれども、先ほど
子ども会議の市長の市議会の中で市
長さんに質問されたっていうところ、
すごくあまり変わられてないなって
いう感じがしたんですけど、地域と
の関わりについてご質問されて、結

局市長さんからどのような回答があ
ったんでしょうか。 

山内：当時難しい回答をされてよく理解で
きなかったんですけど、「市で現在そ
のような観点で取り組んでいること
がありますよ」ということだったり、
「その重要性については市長として
も同じように意識していて、そうい
った取り組みを進めていきます。」と
いうお話をいただきました。 

山谷：ありがとうございます。私名古屋に住
んでいてあまり近所付き合いとかな
いんですけども、豊田はまだまだ小
規模の学校さんも多い中で、子ども
たちを地域で見守るっていうところ
がすごくあるのかなというふうに感
じておりますので、続けていっても
らいたいなっていうのも思い出聞い
ていました。 
では続けて、莇生田さんにもお伺い
したいんですけども、先ほどの大村
さんや山内さんの条例制定過程の話
を聞かれて、同じ子ども委員として、
当時の子ども委員の方の意見につい
てとか、それから条例に反映させた
場面などについて、何か感じられる
ことはありましたか？ 

莇生田：そうですね、私自身も子ども委員と
して 6 年間やってて、6 年間毎回必
ず擁護委員さんにお話ししていただ
いて、大変毎回実りある時間だなと
思っていて、やはり 6 年間続けてま
すけれども、子ども会議を通して子
どもの意見が豊田市で反映されるよ
うなとても大切なのかなというふう
に思ってます。 
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それがたとえ子どもらしいというか
「もっと遊べる場所多くしてよ」と
か、その意見も度々でるんですけど
も、これも一つの子どもの意見でそ
れを表明していくっていうのも、
我々子ども委員の役目なのかなとい
うふうに思いました。 

山谷：ありがとうございます。莇生田さんみ
たいに意見をいっていただく子ども
たちにすごく大人たちも支えられて
いるのかなというふうに聞いていま
した。 
では、条例について少し考えてみた
いなというふうに思うんですけども、
先ほど間宮さんもすごく豊田の条例
大好きなんだというふうに言ってい
ただいて、嬉しかったんですけども
条文がたくさんある中で権利とかこ
の条文を結構好きなんだよねとか、
豊田ならではだよねというような条
文があれば、一つか二つ紹介いただ
ければなと思います。 

間宮：72 ページのですね、7 条の 10 号があ
るんですけども、「夢に向かって挑戦
し、失敗しても再度挑戦する」ことっ
ていうのが権利の中にある、これは
すごいと思います。他の市では見た
ことがないです。子ども達って夢を
持てみたいなことを押し付けられる
わけですよ。 
夢なんかないのにみたいなところが
ある中で、「夢に向かって挑戦しよう」
はいいんですけど、「失敗してもいい
んだよ」と書いてあるっていうのが
すごい素敵なことだなあと思うんで
す。 

人生失敗だらけじゃないですか、私
も失敗の集大成みたいな感じで、失
敗していいんだよって、それでも「も
う一回チャレンジできるんだよ」と
いうことを大人が子どもに伝えてい
るのが大好きです。子どもの権利学
習で 5 年生に向かって条例を説明す
るときに、あまりにも私は熱を込め
て「この条例素敵でしょ」と言ってし
まうので、そこにいっぱい守りたい
みたいなシールがあって子どもの意
見を誘導しちゃってるなって反省す
るところもあるんですが、でも他の
条例で見たことがない、失敗してい
いんだよって大人が伝えられている
というのは本当に私はすごい素敵だ
と思います。 

大村：これ大人が伝えているわけじゃない
ですよ。 

山谷：何かあるようなので大村先生お願い
します。 

大村：子どもがね、その挑戦すること、失敗
しても挑戦することがという原文を
書いているんですよね。僕らはこう
いうことはしないので、子どもが自
分たちは何度でも挑戦できる、失敗
しても挑戦できるんだっていうふう
に自分たちの言葉で条例にしている
のかなと思います。 
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山谷：さらに好きになりました。ありがとう
ございます。私もすごく好きな条文
です。では山内さんどうでしょうか。
制定過程に関わられていて、今振り
返ってみてこの条文すごくいいなと
ありますかね。 

山内：一つ一つの権利もですが、一番最初の
前文の一番最初の一文で、「子どもは、
生まれながらにして、一人ひとりが
独立した人格を持つかけがえのない
存在である」とされています。例えば
学校では、私自身もそうだったんで
すけど、小学校などでは規律が大事
とか、みんなと同じようにするとか、
ルールを守るとか、学校生活では自
分の主体性をなかなか意識すること
はないと思うんですけれども。「一人
ひとりが独立した人格を持つ」とい
うこの条例の原理の柱が一番最初に
謳われているっていうのがすごく素
敵だと思っています。 

山谷：ありがとうございますどちらかとい
うと学校ってみんな同じだよという
か、みんな平等だよっていう方が先
に来ているような気がして、そうじ
ゃなくて本当に一人ひとり違ってい
いんだよとかそういったこともあっ
たり、何でもありの時代なんだじゃ
ないですけれども、学校へ行かなく
てもいいんだよとか、そういったこ
とも含めて今後考えていければなと
いうふうに私としても思っています。
莇生田さんどうでしょうか。改めて
条文見られて、豊田市の子ども達に
はこんな権利があるんだとかですね
そういう気づきでもですので、いか   

がですか。 
莇生田；私自身子ども会議に参加していて、

「参加する権利」ですとか「自分らし
く生きる権利」のところで、それが守
られているじゃないかなと思ってい
ます。 
あと、条例に権利を学習することも
書いてあって、実際に擁護委員さん
が学校に出向いて権利について学ぶ
っていうのも、一つ豊田市の子ども
条例の大きな特徴なのかなというふ
うに思ってます。 
あと、子どもたちが、意見を言えたり
意見という形式ばったものでもなく
ても、考えとか気持ちとかを素直に
言えるっていうような環境を作って
いくことが、やっぱり大事なのかな
というふうに思っております。 

山谷：続けて意見書をまさに出していただ
いた参加する権利とか意見表明権に
ついてもちょっとお話をしたいなと
いうふうに思います。莇生田くんに
お伺いしたいんですけども、学校な
どで意見を言ったり、伝えることっ
て子どもからすると結構難しかった
りします？ 

莇生田：そうですね。私の通う高校ですと今
年の秋ぐらいから、生徒会の公約か
わからないですけど意見箱が開設さ
れて、そこに皆さん投稿してるので
そういったことは難しくはないのか
なと思うんですけども、実際に先生
と一対一で話すのがすごく難しいと
思っております。 
直接に言うことによって、先生に対
してクレームを言っているとか、文
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句を言っててるかとか、そんなこと
もあるので、直接言うと難しいので
はないかなと思います。 

山谷：ありがとうございます。学校は特にな
んですけど、やはり権利ということ
を教えると、収拾がつかなくなるの
ではないかと、恐怖を持たれている
方も多いと思うのですけど、そうで
はなくてやっぱり権利なのだという
ことをちゃんとわかってもらうこと
が大事なのかなというふうに思って
おります。 
間宮さんにお聞きしたいのですけど
も、意見表明権について子どもたち
と接したりとか、それから権利学習
をされている中で、それから擁護委
員時代にこことよで相談を受けられ
ている中で、意見表明権どのように
大事にされてきたかとか、何か感じ
られることとかあったりしますか？ 

間宮：ありがとうございます。こことよの中
では、さっきお話をしましたけれど
も、やっぱり親子分離をして話を聞
くっていうこと大事にしています。
分離ができないのであれば、分離が
できる状況になるまで、安心できる
環境だということをまずはわかって
もらったり、面談を繰り返すという
ことですね。 
なぜかというと、子どもは親を慮っ
て、親の前には本当のこと言えない
ということが結構ありますので、「意
見言ってください、はいどうぞ」とい
うことは親と並んでというのはなか
なか難しいというふうに思います。 
それからさっきこれも話しましたけ

れども、どうせ言ったって変わらな
い、親や先生に意見を言っていいこ
とは知らなかったみたいなことが、
子どもたちから権利学習の返答とし
て出てくるわけですけれども、意見
をまた言おうと思ってもらうために、
事前に適切な情報提供が必要だとい
うことと、あと出来なかった場合に
それが何もできなかったのかとか、
一部は取り上げたよとかフィードバ
ックがきちんと戻していくと、その
対応がなければ言ったって聞いてく
れなかったからもう言わないという
ふうになっていってしまうわけです
ね。 
こことよで私が居るときによく相談
員さんにお願いしてたのは、例えば
一緒にエンパワーメントとして先生
に言ってみるって言ったときにそれ
でもうまくいかないときあるかもし
れないので、その時には「もう 1 回
かけてきてね。そしたらもう 1 回作
戦立てて考えよう」という話をして
もらうところまでセットでお願いし
ています。 
それをすることで駄目だったときは
諦めじゃなくて、次の手段があるん
だってそういうある意味事前の情報
提供みたいなところもありますし、
そういう丁寧さがないみたいなこと
ではやはり意見表明しにくいし、1 回
しても諦めてしまって次の意見表明
に繋がらないということになってし
まうのではないかなあというふうに
思います。 
先ほどの山内さんの話で、市長の返
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答の意味がわからなかったみたいな
話ありましたけど、結局子どもに伝
えるのに子ども向けの言葉を使わな
ければ伝えてないことと一緒ですよ
ね。やっぱりそこまで考えて大人が
対応していかなくては、意見表明権
というのは守れないのかなというふ
うに思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山谷：ありがとうございます。自分の子ども
時代を思い返してみても、適切な情
報はあまり与えられてきてないなと
いうことがあって、「なんだかわから
ないけど大人が勝手に決めている」
とか、「言ったけどなんかダメと言わ
れている」とか、理由も説明もなしに
そういうことになっているというこ
とが多かったかなと思うので、本当
にそういう情報を与えられるとかで
きない理由を説明されると、そうい
ったことはすごく大事だな、そうい
う段階に来ているのかなという感じ
がしています。では山内さんに意見
表明権についてお考えになられたこ
とありますか。 

山内：一つは、今説明いただいたものと同じ
で、子どもの意見を表明したときに、

それに対するフィードバックという
か、それが取り上げられなかったの
であれば、その説明をするというの
が、大人の責任なのではないかと思
います。 
昨日の全体会のパネルディスカッシ
ョンときに、「大人の説明が数学の問
題集の解説みたいによくわからん」
と言っていた人がいて、なるほどな
と思いました。分かる人が読めば（分
かる人が聞けば）分かる説明をたぶ
んしていると思うんですけど、それ
は、説明してる人は分かりやすい説
明したと思い込んでいるだけで、分
からない人にとっては、聞いても分
からないっていうことだと思います。
相手に合わせた説明をするというの
が大人の責任なのかなと思っていま
す。 
もう一つは、大人の聞く態度も重要
だと思っています。自分を思い返し
ても、「意見を言ってもいいよ」と言
われても、どんなことなら言っても
いいんだろうと、大人が期待してい
る答えを推測して、そこに迎合する、
ということがありがちなのだと思い
ます。 
「何を言っても大丈夫なんだ、素直
に言っていいんだ」という安心感を
与えられるそういう環境作りが必要
だと思っています。 

山谷：ありがとうございます。私も弁護士と
して少年事件を担当することが多い
んですけど、少年の何かやってしま
って、審判といって裁判みたいなも
ので、裁判官か少年に語りかけるっ
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ていうことがよくあるんですけど、
そのときもすごく難しい言葉、法律
的なこともそうですし、すごく堅い
難しい言葉で少年に言っているんで
すね。絶対ないだろうなっていう言
葉もあって、後で聞くとやっぱり全
然わからなかったっていう話で、そ
ういったところからやっぱり大人が
考えていかないといけないというふ
うに思っています。 
時間がなくなってきたので駆け足に
なってしまうんですけど、せっかく
いい条例を持っていたとしても、そ
れが実現されなければ意味がないか
なというふうに思ってます。 
大村さんにお聞きしたいんですけれ
ども、子ども条例の内容がまだまだ
実現できていないかなっていう部分
で何かあったりしますでしょうか。 

大村：実現できていないことはいっぱいあ
るだろうというふうに思ってます。
昨日大谷さんが言われてたように、
権利は使うもの行使しないと駄目な
んだっていうのは、本当にそうだっ
ていうふうに思うんですけども、子
ども条例に書かれていることを実現
していく、あるいはここに書いてあ
るからこうしようというふうに言っ
ていくことっていうのは、大事かな
というふうに思っています。 
できてないことっていうことでいう
と、例えば豊田市って子どもの居場
所が本当に少ないと思います。さっ
き遊ぶ場所って話があったのだけれ
ども、本当にそうだって僕は思って
いて、児童館がないのです。だから子

どもたちが自分たちで使えるその場
所っていうのは、青少年センターの
一つだけしかない。この広い豊田市
に一つしかないっていうのはやっぱ
り良くないだろうなと思います。 
道路も、豊田市は自動車が多いから
危ないですよね。だからやっぱり子
どもが安心して遊べる場所というの
は、作っていくというのはこの法条
例を実現していく上でとても大事だ
なというふうに思っています。 

山谷：ありがとうございます。 
子どもが遊ぶ場所が少ないというこ
とは、豊田市の方にもちょっと伝え
ないといけないなというふうに思っ
ています。 
では莇生田さんどうでしょうか。子
どもの立場として、この部分まだま
だちょっと守られていないんじゃな
いかなと感じることはありますでし
ょうか。 

莇生田：そうですね。第 10 条の第 2 項育ち
学ぶ施設では子どもの気持ちや考え
を受けとめ相談に応じ、対応しない
といけないことで、さっきの補足み
たいな話になってしまうんですけど
も、意見箱でいいなと思ったのが、フ
ィードバックされているんですよね。 
これこういう理由で駄目なんですっ
ていうのがある一方で、ひたすらだ
めですという理由のパターンもあり
ます。これは、先生たちは僕たちのこ
とを考えているのか？と思って。そ
のフィードバックするっていうのも
一つまだ守られてないというか、子
どもたちの意見を聞いてはいるのだ
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けども、プラスアルファで本当に子
どもたちのことを思ってるのかなと
いうことが言えるのかなと思います。 

山谷：大人たちもただ聞くだけではなくっ
て、それを一部でも活かせないかな
とか一部でも取り入れられないかな
っていう視点で見ないと、意見聞く
というアリバイ作りだけになってし
まうところがあるので、そこは気を
つけていかないといけないなと思っ
ています。間宮さんいかがでしょう
か。 

間宮：一つは権利学習のお話をしましたけ
ど、愛教大で授業を持っているのです
が、権利学習の話をしたときに必ず豊
田市在住の大学生から「そんなことを
やっていたなんて知りませんでした」
とか、「条例について知りませんでした」
という感想が毎年 1 通か 2 通来るんで
すよ。こんなも頑張ってるのにと思う
のですが、繰り返しやっても結局 4 回
ぐらいは、やって育ってきてるはずな
んですけど、でもやはり年 1 回、2 年
に 1 回、やられたところで覚えてるか
って言ったら、覚えてないわけですよ
ね。それが学校の中で浸透していくと
かセットでやっぱり行われていかない
とまだまだ聞いて知るっていうところ
までいかないなというのが一つありま
す。 
もう一つは、なかなかその子どもが権
利の主体として扱われないっていうと
ころです。先ほどの説明だとかもそう
なんですけれども、やっぱりどうして
も虐待何とかしてあげるっていうふう
にそういうふうに私たち大人は考えて

しまうし、私たちもそうやって育って
きてしまっているわけですよね、なか
なか子どもが権利の主体だっていうふ
うに扱って使われてこなかったからこ
そどうやって扱っていいか分からない
という難しさがあるんだと思うんです
けれども。いろんな場所でまだまだ権
利の主体じゃないないなって思うこと
がたくさんあるのでやっぱりそこから
というふうに思う。 

山谷：ありがとうございます。子どもが権利
の主体と考えるっていうのは頭では分
かっているはずなんですけど、どうし
ても自分の中で染みついたものがあっ
て、なかなか変えられないっていうの
があると思うんですね。 
間宮さんはこことよでの擁護委員時代
とかそれから名古屋市擁護委員や瀬戸
市の擁護委員される中で、意識の転換
みたいなものをどうやってされている
のか、どうやって周りの方に意識の転
換を促すじゃないけどそういったこと
をされているのかっていう何かあった
りしますでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間宮：なんか日々鍛錬っていう感じなんで
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すけど、でも気をつけるのは「あげる」
って言葉を自分が使った瞬間に大丈夫
かなっていうのはすごく気をつけてま
す。 
やっぱり「あげる」って言った瞬間に私
がやりたいことで子どもがやりたいこ
とじゃないっていう気がすごく多いの
で、「あげる」でもいいときもあるんだ
けれども、でもやっぱり「あげる」「し
てあげたい」って思っているときには
実は大人が主体になっていることがす
ごく多いなっていう気付きはあるので、
ポロっと出てくるんですよね。 
こことよの相談員も聞いていますけど、
ケース会議をやっている中でやっぱり
「あげる」って言葉がでてくる時があ
って、私的には気になっていることも
結構あるので、やっぱそういう言葉か
ら気をつけていくというところまず一
つかなというふうに思っています。子
ども「に」と考えたとき、子ども「と」
だなっていうふうなど、思い返してみ
るっていうのもやっています。 

山谷：ありがとうございます。なかなかねわ
かっていて難しいところあるんですけ
れども、やっぱり日々修行していきた
いなと思います。ではちょっと時間も
ないという顔をしているので最後のト
ピックなんですけれども、条文がすご
くいいところがたくさんある中で、時
代も少し変わってきて、これ当時はあ
まり注目されてなかったけども、これ
今の時代だったらやっぱり守っていか
ないといけないなっていうそういう権
利も出てきているかなというふうに思
っております。 

莇生田さん、どうでしょうもっとこう
いう自分らしく生きる、生活を送るた
めにあったらいいなみたいな、そうい
った条文ってあったりしますか。 

莇生田：先ほど言ったように、そのフィード
バックを受ける権利ですとか、子ど
もと対等な立場として考えていくこ
とが大切なんじゃないかと思ってま
す。それこそこども家庭庁が創設さ
れてから、子どもの意見を聞くって
いう風潮がよく流れてきて、子ども
が大事だっていうことが国全体に広
がってると思うんですけども。それ
を聞くのはいいんだけどフィードバ
ックをしっかりしてこうよ、先ほど
言いましたけれども、子どもの意見
をしっかり聞いてそれを最大限生か
すっていうのが一番大切なのかなと
思っています。 
それで子どもにとって求めることを
考えていくことが必要なんですけれ
ども、子どもを対等な立場として見
たことで、私自身生徒はあんたらは
就職するからそういうふうにやって
いるんだよっていう、建前として先
生は言っていると思うんですけども。
私自身の生徒たちもその一緒の人間
として見て、そういう校則ですとか
様々なことに活かしていくことが必
要なんじゃないかなってそういう時
代が来ているんじゃないかと思いま
す。 

山谷：ありがとうございます。やっぱり子ど
もだからとかですねやっぱり下にみ
ちゃうとか、いろいろあると思うの
でそうじゃなくってやっぱり子ども
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大人関係なく、大人だったらどうい
う対応をするかなっていうふうに考
えて、大人は動かないといけないか
なというふうに思っています。 
山内さんいかがでしょうか。何かこ
ういう権利守られていった方がいい
んじゃないかなというものあります
か。 

山内：子どもが正確で多様な情報に接する
機会をちゃんと保障される必要があ
ると思っています。今子どもたちの
主な情報源が SNS だったりインター
ネットだったりそういうところから
情報を得る機会が多いと思うんです
けれど、そういうところだと過激な
意見がクローズアップされたりとか、
複雑なことを単純に説明してくれる
けれど単純化しすぎているコンテン
ツが注目されたりとか、あるいは
SNS の仕組み上、自分と似た意見や
同じような意見ばかり流れてきがち
なので、意見が偏って極端化した意
見に触れる機会ばかりになってしま
うということが問題としてあると思
います。 
その中には正確でないものも含まれ
ることもあると思いますので、正確
な情報が必要で、かつ世の中にはい
ろんな意見があり、同じことに対し
ても見方や立場が違えばいろんな意
見があるんだということに触れなが
ら育っていくという、そういう機会
が保障されていくと良いと思ってお
ります。 

山谷：ありがとうございます。では大村さん
いかがでしょう。 

大村：皆様も聞いてばっかりだからちょっ
と皆さんから意見とか質問ほしいな
と思っていたのですが、僕は最初の
ころ思っていたことでもあるんです
が、子ども白書を作って欲しいなっ
ていうふうに思いがあったんですよ
ね。これはこことよだけでは作れな
い、市の職員さんと一緒につくるこ
とになるのですが、最初のときにそ
の話もちょっと意見として出したん
ですけども、最初は難しいと言われ
てちょっと引っ込めた覚えがありま
す。だからこことよの人もモニタリ
ングっていうかな、今豊田市の子ど
もたちで思ってることはどういうこ
となのかとか、幸せになるためには
どうしたらいいのか、そんな話を広
くね聞いて、本来は集約していくよ
うな、そういった場をぜひ作ってい
ただきたいなというふうに思ってま
す。 

山谷：ありがとうございます。すごく大事な
ところかなと思うんですけど、先ほ
ど高校生アンケート、意識調査をや
ったって話ありましたけれども、そ
れを分析して活かすということと、
それから対象変えて中学生小学生と
かにもっていうこともということが
大事なのかなというふうに思ってま
す。こことよで相談に来てくれる子
はいいですけど、意見を上げられな
い子とか意見を言いたいんだけど言
えないとか、いろいろいると思うの
でそういった子たちの意見を広く聞
いていきたいなという希望はありま
す。ありがとうございます。間宮さん
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いかがですか。 
間宮：山内さんとかぶるところが多いかな

と思うんですけど、校則の改定なん
かで子どもの意見を聞いて、という
取り組みが始まってますけど、そも
そも規制されなくてよいとか、表現
の自由があるんだよとか、権利のこ
との説明を受ける前に、校則につい
て意見を聞くっていうことをすると、
結局何か白い靴下や黒ならＯＫみた
いな話だったりとか、髪の毛一番下
で結ばなきゃいけないのはちょっと
中途半端なとこまで OK になりまし
たとか、なんで髪の毛結ばないとい
けないのだろうとか、いろいろこう
思うわけですけれども、そういうこ
とになっちゃうので、やっぱり意見
を言う意見表明権のところにやっぱ
り必要な情報提供を受けた上でのや
っぱり意見表明権なんだっていうこ
とだったり、あとデジタルコンテン
ツですよね、特に気になっているの
はスマホとかで見ていても必要だと
思うページでもわいせつな感じの漫
画の広告が出てきたりとかするじゃ
ないですか。でもそれで子どもたち
が本当は情報アクセスする権利があ
るのに、 
やっぱりそういうコンテンツが出て
きてしまうと、子どもの害ともセッ
トになってしまうわけですよね。 
きちんとした性教育ではなくて、権
利が守られてないようなものが出て
きてしまうというところも非常に危
惧感を持っています。やっぱ条例制
定できた当時と今っていうのは、変

わってきているところがあると思う
ので、それに応じた権利保障という
のも一つ必要になってくるのかもし
れないなっていうのは思います。 

山谷：ありがとうございます。では最後にな
りますけれども、今後、子どもたちの
権利を守るために大人がやるべきこ
とや子どもの立場から大人まで期待
することを、それからこことよに今
後期待する役割とか、展望などあり
ましたら最後に一言ずつお願いした
いと思います。では最初に間宮さん
お願いします。 

間宮：はい。二つありまして、一つは子ども
の権利学習についてです。こことよ
で始めたときは子ども向けばっかり
だったんですよね。だけど結局子ど
もから意見言ったって大人が受け止
めてくれないから諦めるというよう
な流れが出てきて、大人の権利学習
とセットだということをすごく強く
思ったんですね。大人が知らなけれ
ば権利の義務を果たす人がわかって
なければ、権利が保障されないなっ
ていう思いをすごく強くしました。
やっぱり大人が知っていくっていう
ことを権利を知らない大人が多いの
で、知っていくっていうことが必要
かなというふうに思っています。 
こことよ関して言うと、こことよに
いるといろんな相談の波というのが
やってきます。例えばある 1 年は給
食の完食指導についてのご相談がも
のすごく多かった、無理やり食べさ
せられたがいけないみたいなご相談
が多かったとしもあれば、部活動に
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関するご相談すごく多かった年もあ
ったりとかですね。なんか山がやっ
てくるんですよね。そういうものを
やっぱり意見表明できない子どもた
ちの苦しい声を、私達相談室は受け
とめているわけだから、その子たち
は申し立てとかできたりとか社会で
言っていくっていうことができなか
ったり、やはり個別の救済として図
っていくんだけど、今こういう問題
が子どもたちの中で起きてますよと
いうことは、しっかり社会に言って
いくような活動ができていけるとい
いんじゃないかなというふうに思っ
てます。 
私はこことよの中でまずは権利学習
と思って、自分がいる間にそこに費
やしてきたんですけど、今名古屋の
方ですごく私が個人的に力を入れて
いるのは、やっぱり意見をきちんと
国にあげていくということをやって
いて、それまで救済機関というのは
条例に基づくのでその市に対してし
か言えないっていうふうに思われて
きていたんですけれども、やっぱり
子どもの権利を守っていくためには、
国の制度を変えていたような法律変
えてくれないと変わらないというこ
ともたくさんあるので、そこを私達
は子どもの代弁者として声を上げて
いく必要性というのがあるなと思っ
ていますので、豊田市さんもぜひ頑
張って、たまにお尻を叩きながら一
緒に救済機関としてやりたいなと思
っています。 

山谷：豊田市も頑張ります。本当に名古屋市

の教師に対して教員不足の関係の意
見 書出していただいたものを見さ
せていただいてきましたけれども、
名古屋市だけじゃなくていろんな自
治体が声を上げるってことがすごく
大事かなというふうに思っています
ので、豊田もやっていきたいなとは
思っています。 
では大村さんお願いします。 

大村：先ほど条例をつくるときの学んだこ
との三つ目にですね、大人が育った
話をさせていただきましたけれども、
昨日の全体会のシンポジウムから、
そのとき登壇してくれた子どもたち
がとてもよかったという話をしてく
れていたんですが、それを聞いてい
る僕たちもとっても暖かい気持ちに
なり、印象的だったと思います。子ど
もと大人が一緒に学び合ったり、育
ち合ったりする場をどうやったら作
れるだろうか。子どもだけとか大人
だけじゃなくて、一緒に何かやるっ
ていうことを大事にしてほしいなと
いうのもあって、こことよだけでで
きることではないと思いますけども、
そういう場が大事なんだっていうこ
とを、こういう情報発信っていうか、
提案というか、そうしてもらえると
良いかなというふうに思っています。 

山谷：ありがとうございます。山内さんお願
いします。 

山内：権利教育がすごく大事なことと思っ
ています。例えば、ルールがあるから
それに従わないといけないというと
き、そもそもそのルールに正当性が
あるのかということが前提になるは
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ずで、みんな色々違う意見を持って
て、それぞれ権利も持っているし、権
利と権利がぶつかってしまう場合も
あります。権利に関する基本的な考
え方を、子どものうちから知ってい
ると良いのかなと思います。それは
子ども自身のためにも必要だし、今
後の社会を担っていくという意味で
社会全体にとっても必要なことだと
思っていて、権利教育というのは大
事だなと思っています。 
第一部の説明を聞いて、こことよは
こんなにすごいことやっているんだ
なと豊田市の子どもたちは恵まれて
いるなと思います。いろんな他の自
治体を含めて広がっていくといいな
と期待を持っています。 

山谷：そういっていただけてとても嬉しい
です。ありがとうございます。莇生田
さんお願いいたします。 

莇生田：子ども会議を 6 年間やっていて、
市長さんへ毎回年に 1 度報告をする
んです。この時に言われるのが、あな
た方自身で広めていってくださいと
言われていて、これも私たちに課せ
られているんじゃないかと思うので、
この子ども会議に参加することで意
見表明権を行使することができると
いうのも、私たちだからできること
なのかなと思っています。簡単に子
どもから大人になると、先ほども言
いましたけれども、対等の立場であ
ったり、お互いにリスペクトという
言葉がありましたけれども、それが
とても大切で、今後これをもっと重
要になるのではないかっていうよう

に思って、これが広まると子どもの
権利についても一層理解が深まるの
ではないかと思っております。以上
です。 

山谷：ありがとうございました。ではすごく
時間が押してしまったんですが、こ
ことよ 15 周年記念の活動報告をお
聞きただいた皆さんありがとうござ
いました。 
こことよでは子どもたちに寄り添い、
それから子どもたちと一緒に問題を
解決していくことをめざしています。
子どもたちをめぐる問題は本当に山
積みなんですけれども、今日来てい
ただいた皆様とともに、子どもの権
利が守られるように、こことよとし
て頑張っていきたいと思います。 
ではこれで第三部パネルディスカッ
ションおよびこことよ分科会を終了
させていただきます。ご清聴ありが
とうございました。 
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○豊田市子ども条例 

平成１９年１０月９日 

条例第７０号 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条～第３条） 

第２章 子どもにとって大切な権利（第４条～第８条） 

第３章 家庭、育ち学ぶ施設及び地域における権利の保障（第９条～第１１条） 

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進（第１２条～第２０条） 

第５章 子どもの権利の侵害に対する救済と回復（第２１条～第２６条） 

第６章 子どもに関する施策の推進と検証（第２７条～第３０条） 

第７章 雑則（第３１条） 

附則 

子どもは、生まれながらにして、一人ひとりが独立した人格を持つかけがえのない存在

であり、自らの力で未来を切りひらく主体です。このため、子どもの心と体が大切にされ

なければなりません。子どもと子ども、子どもと大人とが、育ち合い、学び合う関係の中

で、発達が保障され、社会と文化の創造に参加する機会が与えられなければなりません。 

大人は、子どもとふれあい、子どもの声を聴き、子どもと共に生きることによって、喜

びと夢を分かち合うことができます。子どもは、地域の宝であり、社会の宝です。保護者

や、子どもにかかわる仕事や活動に従事する大人だけでなく、すべての市民が子どもに対

する責任を負っています。このため、社会全体で、子どもと直接向き合う大人への支援と

子どもが育つ環境づくりを進めなければなりません。 

子どもにやさしいまちは、すべての人にとってやさしいまちになります。子どもが夢を

かなえることができるまちは、すべての人にとって希望のあふれるまちになります。私た

ちは、子どもと大人が手をつなぎ、子どもにやさしいまちづくりをめざします。 

私たちは、こうした考えのもと、子どもの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくり

を進めることを宣言し、ここに豊田市子ども条例を制定します。 

第１章 総則 
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（目的） 

第１条 この条例は、日本国憲法と児童の権利に関する条約の理念に基づき、子どもの権

利を保障し、社会全体で子どもの育ちを支え合う仕組みを定めることにより、子どもが

幸せに暮らすことのできるまちを実現することを目的とします。 

（定義） 

第２条 この条例で「子ども」とは、１８歳未満の人をいいます。また、これらの人と等

しく権利を認めることがふさわしい人を含みます。 

２ この条例で「育ち学ぶ施設」とは、子どもを対象とする学校教育施設、社会教育施設、

児童福祉施設などをいいます。 

３ この条例で「事業者」とは、事業活動を行うすべての人や団体をいいます。 

（責務） 

第３条 保護者は、子育てについての第一義的責任を持ち、子どもの年齢や発達にふさわ

しい環境の下で子どもを育てなければなりません。 

２ 市は、保護者が子育てについての第一義的責任を遂行するために必要な支援をしなけ

ればなりません。 

３ 市、保護者、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもにとって最もよいことは何か

を第一に考えて、子どもの権利を保障し、お互いに協力して子どもの育ちを支え合わな

ければなりません。 

４ 市は、国や他の公共団体などと協力して、市の内外において子どもの権利が保障され

るよう努めなければなりません。 

第２章 子どもにとって大切な権利 

（子どもの権利と責任） 

第４条 子どもは、あらゆるとき、あらゆる場所において、この章に定める権利が特に大

切なものとして保障されます。 

２ 子どもは、自分の権利を大切にするよう努めなければなりません。 

３ 子どもは、自分の権利が尊重されるのと同様に、他者の権利を尊重するよう努めなけ

ればなりません。 

４ 子どもは、子ども同士や大人との間でお互いの権利を尊重し合うことができる力を身
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に付けるために必要な支援を受けることができます。 

（安心して生きる権利） 

第５条 子どもは、安心して生きるために、次のことが保障されます。 

（１）命が守られ、かけがえのない存在として大切にされること。 

（２）愛情と理解をもってはぐくまれること。 

（３）年齢や発達にふさわしい環境の下で生活すること。 

（４）平和で安全な環境の下で生活すること。 

（５）健康に気を配られ、適切な医療が受けられること。 

（６）あらゆる差別や不当な不利益を受けないこと。 

（７）困っていることや不安に思っていることを相談すること。 

（８）いじめ、虐待、体罰などのあらゆる暴力や過度なストレスから心と体が守られる

こと。 

（自分らしく生きる権利） 

第６条 子どもは、自分らしく生きるために、次のことが保障されます。 

（１）ありのままの自分が認められること。 

（２）個性が尊重され、その個性を伸ばすことについて支援が受けられること。 

（３）自分の気持ちや考えを持ち、表明し、それに基づいて行動すること。 

（４）自分に関係することを、年齢や発達に応じて自分で決めること。 

（５）安心できる場所で休み、自由な時間を持つこと。 

（６）安心して過ごすことができる居場所を持つこと。 

（７）プライバシーや名誉が守られること。 

（豊かに育つ権利） 

第７条 子どもは、様々な経験を通して豊かに育つために、次のことが保障されます。 

（１）遊ぶこと。 

（２）学ぶこと。 

（３）保護者と一緒に、食事や会話などの楽しい時間を過ごすこと。 

（４）自分の気持ちや考えを聴いてもらうこと。 

（５）友だちをつくること。 
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（６）様々な世代の人々とふれあうこと。 

（７）地域や社会の活動に参加すること。 

（８）芸術、文化、スポーツなどに親しむこと。 

（９）自然に親しむこと。 

（１０）夢に向かって挑戦し、失敗しても再度挑戦すること。 

（参加する権利） 

第８条 子どもは、家庭、育ち学ぶ施設、地域社会などに主体的に参加するために、次の

ことが保障されます。 

（１）自分の気持ちや考えを表明すること。 

（２）表明した自分の気持ちや考えが尊重されること。 

（３）年齢や発達にふさわしい活動の機会が用意されること。 

（４）年齢や発達に応じて意思決定に参加すること。 

（５）必要な情報を大人や社会に求め、集めること。 

（６）仲間をつくり、集まること。 

第３章 家庭、育ち学ぶ施設及び地域における権利の保障 

（家庭における権利の保障） 

第９条 保護者は、子どもにとって最もよいことは何かを第一に考えて、子どもの年齢や

発達に応じた援助や指導をしなければなりません。 

２ 保護者は、子どもの気持ちや考えを受け止め、それにこたえていくとともに、子ども

と十分に話し合わなければなりません。 

３ 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、保護者が子どもと育ち合い、学び合うことが

できるよう、学習の機会や情報の提供などの必要な支援をしなければなりません。 

４ 保護者は、子どもに過度なストレスを与えたり、虐待や体罰などをしたりしてはなり

ません。 

５ 保護者は、たばこや酒類の害から、子どもを保護しなければなりません。 

（育ち学ぶ施設における権利の保障） 

第１０条 育ち学ぶ施設は、子どもにとって最もよいことは何かを第一に考えて、子ども

の年齢や発達に応じた援助や指導をしなければなりません。 
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２ 育ち学ぶ施設は、子どもの気持ちや考えを受け止め、相談に応じ、対話などをしなけ

ればなりません。 

３ 育ち学ぶ施設は、子どもを育ち学ぶ施設の一員として認め、その主体的な自治的活動

を支援しなければなりません。 

４ 育ち学ぶ施設の管理者は、育ち学ぶ施設の職員が子どもと育ち合い、学び合うことが

できるよう、職場環境の整備や研修の機会の提供などの必要な支援をしなければなりま

せん。 

５ 育ち学ぶ施設は、いじめを防止するとともに、子どもがいじめについて相談しやすい

環境を整備しなければなりません。また、いじめが発生したときは、関係する子どもに

とって最もよいことは何かを第一に考えて対応しなければなりません。 

６ 育ち学ぶ施設は、子どもに過度なストレスを与えたり、虐待や体罰などをしたりして

はなりません。 

７ 育ち学ぶ施設、保護者及び子どもは、いじめや虐待、体罰などの暴力を許してはなり

ません。 

（地域における権利の保障） 

第１１条 市民及び事業者は、地域の中で、子どもを見守り、子どもが安心して過ごすこ

とができるよう努めなければなりません。 

２ 市民及び事業者は、子どもを地域社会の一員として認め、その気持ちや考えを受け止

め、対話などをするとともに、地域の活動に子どもの意見を取り入れるよう努めなけれ

ばなりません。 

３ 市民及び事業者は、子どもに過度なストレスを与えたり、虐待や体罰などをしたりし

てはなりません。 

４ 市民、事業者、保護者及び子どもは、いじめや虐待、体罰などの暴力を許してはなり

ません。 

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進 

（子どもの権利の周知と学習支援） 

第１２条 市は、この条例と子どもの権利について、市民に広く知らせなければなりませ

ん。 
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２ 市は、家庭、育ち学ぶ施設、地域などにおいて、子どもが自分の権利と他者の権利を

学び、お互いの権利を尊重し合うことができるよう支援しなければなりません。 

３ 市は、市民が子どもの権利について理解を深めることができるよう支援しなければな

りません。 

（子育て家庭への支援） 

第１３条 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子育てをしている家庭に気を配り、保

護者が安心して子育てをすることができるよう支援しなければなりません。 

２ 市、育ち学ぶ施設及び事業者は、子育てをしている家庭の一人ひとりの保護者に寄り

添って、仕事と子育ての両立を支援する環境づくりに努めなければなりません。 

（特別なニーズのある子ども・家庭への支援） 

第１４条 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、外国籍の子ども、障害のある子ども、

ひとり親家庭の子ども、経済的に困難な家庭の子ども、不登校の子ども、社会的ひきこ

もりの子ども、虐待を受けた子ども、心理的外傷を受けた子ども、非行を犯した子ども

などで、特別なニーズがあると考えられる子どもとその家庭に気を配り、適切な支援を

しなければなりません。 

（子どものいじめの防止などに関する取組） 

第１５条 市は、いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号）第１２条の規定に基

づき、豊田市いじめ防止基本方針を作り、子どもの健やかな育ちを支え、いじめのない

社会の実現を目指します。 

（子どもの虐待の予防などに関する取組） 

第１６条 市は、子どもに対する虐待の予防と早期発見に取り組まなければなりません。 

２ 子どもは、自らが虐待を受けたときや虐待を受けていると思われる子どもを発見した

ときは、市や関係機関に相談することができます。 

３ 育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもに気を配るとともに、虐待を受けていると

思われる子どもを発見したときは、直ちに市や関係機関に通報しなければなりません。 

４ 市は、虐待を受けた子どもを迅速かつ適切に救済するために、関係機関と協力して、

必要な支援をしなければなりません。 

（有害・危険な環境からの保護） 
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第１７条 市、保護者、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもの健やかな発達を支援

するために、次のものに子どもが接することがないよう取り組まなければなりません。 

（１）環境たばこ煙や環境汚染物質などの健康に有害なもの 

（２）喫煙、飲酒及び薬物の濫用 

（３）売買春、児童ポルノなどの性的搾取や性的虐待 

（４）過激な暴力や性などの有害な情報 

（５）犯罪の被害や加害 

（６）公共施設や交通機関などにおける危険な環境 

（子どもの居場所づくりの推進） 

第１８条 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもが安心して過ごすことのできる

居場所づくりに努めなければなりません。 

２ 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、地域において、子どもが様々な世代の人々と

ふれあうことのできる場や機会の提供に努めなければなりません。 

３ 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもが多様で豊かな体験をすることのでき

る場や機会の提供に努めなければなりません。 

４ 市は、子どもが自然に親しむことのできる環境の整備に努めなければなりません。 

５ 市、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、居場所づくりなどについて、子どもが気持ち

や考えを表明したり、参加したりする機会を設けるよう努めなければなりません。 

（意見表明や参加の促進） 

第１９条 市は、市政などについて、子どもが気持ちや考えを表明したり、参加したりす

る機会を設けなければなりません。 

２ 育ち学ぶ施設は、施設の行事や運営などについて、子どもが気持ちや考えを表明した

り、参加したりする機会を設けるよう努めなければなりません。 

３ 市民及び事業者は、地域の行事や運営などについて、子どもが気持ちや考えを表明し

たり、参加したりする機会を設けるよう努めなければなりません。 

４ 市、保護者、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、子どもの意見表明や参加を促進する

ために、子どもの気持ちや考えを尊重するとともに、子どもの主体的な活動を奨励し、

支援するよう努めなければなりません。 
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（子ども会議） 

第２０条 市は、子どもにやさしいまちづくりに関することについて、子どもの意見を聴

くため、豊田市子ども会議を置きます。 

第５章 子どもの権利の侵害に対する救済と回復 

（子どもの権利擁護委員の設置など） 

第２１条 市は、子どもの権利の侵害について、迅速かつ適切に対応し、その救済を図り、

権利の回復を支援するため、豊田市子どもの権利擁護委員（以下「擁護委員」といいま

す。）を置きます。 

２ 擁護委員は、３人以内とします。 

３ 擁護委員は、人格に優れ、子どもの権利、福祉、教育などに関して知識や経験のある

人のうちから、市長が選びます。 

４ 擁護委員の任期は２年とし、補欠者の任期は前任者の残りの期間とします。ただし、

再任も可能です。 

５ 擁護委員は、任期の満了以外は、その意に反して職を解かれません。ただし、市長は、

擁護委員が心身の故障によりその仕事ができないと判断したときや、擁護委員としてふ

さわしくない行為があると判断したときは、その職を解くことができます。 

（擁護委員の仕事） 

第２２条 擁護委員は、次の仕事を行います。 

（１）子どもの権利の侵害について、子ども又はその関係者から相談を受け、その救済

と権利の回復のために必要な情報を収集し、助言や支援などをすること。 

（２）権利の侵害を受けている子どもについて、本人又はその関係者から救済の申立て

を受け、事実の調査や関係者間の調整をすること。 

（３）子どもが権利の侵害を受けていると認めるときに、自らの判断で調査すること。 

（４）調査や調整の結果、必要と認めるときに、子どもの権利を侵害したものに対して、

是正措置を講ずるよう勧告したり、制度などの改善を要請したりすること。 

（５）勧告や要請を受けたものに対して、是正措置や制度などの改善の状況などの報告

を求めること。また、その内容を申立人などに伝えること。 

２ 擁護委員は、その仕事を行うに当たっては、次のことを守らなければなりません。 
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（１）仕事上知ることができた秘密を漏らさないこと。擁護委員の職を離れた後も同様

とします。 

（２）申立人などの人権について十分に気を配ること。 

（３）取り扱う内容に応じ、関係機関などと協力して、その仕事を行うこと。 

（擁護委員への協力） 

第２３条 市の機関は、擁護委員の独立性を尊重し、その仕事を積極的に支援しなければ

なりません。 

２ 保護者、育ち学ぶ施設、市民及び事業者は、擁護委員の仕事に協力するよう努めなけ

ればなりません。 

（勧告や要請への対応） 

第２４条 市の機関は、擁護委員から勧告や要請を受けたときは、速やかに勧告や要請に

応じ、その対応状況などを擁護委員に報告しなければなりません。 

２ 市の機関以外のものは、擁護委員から勧告や要請を受けたときは、速やかに勧告や要

請に応じ、その対応状況などを擁護委員に報告するよう努めなければなりません。 

（勧告や要請などの内容の公表） 

第２５条 擁護委員は、必要と認めたときは、勧告や要請、その対応状況などの報告の内

容を公表することができます。 

２ 擁護委員は、勧告や要請、その対応状況などの報告の内容を公表するときは、個人情

報などの保護について十分に気を配らなければなりません。 

（活動状況などの報告と公表） 

第２６条 擁護委員は、毎年の活動状況などを市長に報告し、市民に公表します。 

第６章 子どもに関する施策の推進と検証 

（子ども総合計画） 

第２７条 市は、子どもの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくりを総合的かつ計画

的に進めるため、豊田市子ども総合計画（以下「子ども総合計画」といいます。）を作

ります。 

２ 子ども総合計画は、必要に応じて、その内容を見直します。 

３ 市は、子ども総合計画を作るときや見直すときは、子どもを含めた市民や豊田市子ど
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もにやさしいまちづくり推進会議の意見を聴きます。 

４ 市は、子ども総合計画を作ったときや見直したときは、速やかにその内容を公表しま

す。 

（子どもにやさしいまちづくり推進会議の設置など） 

第２８条 市は、子どもにやさしいまちづくりに関することについて、専門的な意見など

を聴くとともに、子どもに関する施策の実施状況を検証するため、豊田市子どもにやさ

しいまちづくり推進会議（以下「推進会議」といいます。）を置きます。 

２ 推進会議の委員は、３０人以内とします。 

３ 委員は、子どもの権利、福祉、教育などに関して知識や経験のある人、豊田市子ども

会議の代表者、市民及び事業者のうちから、市長が選びます。 

４ 委員の任期は２年とし、補欠者の任期は前任者の残りの期間とします。ただし、再任

も可能です。 

５ 推進会議には、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第８条第１項の規定に基づ

く児童福祉に関する合議制の機関として、豊田市児童福祉審議会を置きます。 

６ 推進会議には、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律（平成１８年法律第７７号）第２５条の規定に基づく幼保連携型認定こども園に関

する合議制の機関として、豊田市幼保連携型認定こども園審議会を置きます。 

（推進会議の仕事） 

第２９条 推進会議は、市長その他の執行機関の求めに応じ、次のことを調査したり、審

議したりします。 

（１）子ども総合計画に関すること。 

（２）子どもに関する施策の実施状況に関すること。 

（３）その他子どもにやさしいまちづくりに関すること。 

２ 推進会議は、必要があるときは自らの判断で、子どもにやさしいまちづくりに関して、

調査したり、審議したりできます。 

３ 推進会議は、前２項に定める仕事のほか、いじめ防止対策推進法第１４条第１項に規

定するいじめ問題対策連絡協議会の事務及び子ども・子育て支援法（平成２４年法律第

６５号）第７２条第１項各号の事務を行います。 
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４ 推進会議は、必要に応じて、委員以外の人に出席を求め、意見を聴くことができます。 

（報告、提言など） 

第３０条 推進会議は、市長その他の執行機関の求めに応じ、又は自らの判断で調査した

り、審議したりしたときは、その結果を市長その他の執行機関に報告し、提言します。 

２ 市長その他の執行機関は、推進会議から報告や提言を受けたときは、その内容を公表

します。 

３ 市長その他の執行機関は、推進会議の報告や提言を尊重し、必要な措置をとります。 

第７章 雑則 

（委任） 

第３１条 この条例に定めるもののほか、必要なことは、市長が別に定めます。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行します。ただし、第１９条並びに第５章及び第６章の規

定は、公布の日から起算して１年６月を超えない範囲内において規則で定める日から施行

します。 

（平成２０年３月規則第４号で、附則ただし書に規定する規定のうち、第１９条

及び第６章の規定は同２０年６月１日から、第５章の規定は同２０年１０月１日

から施行） 

附 則（平成２５年６月２８日条例第３５号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年７月１日から施行します。 

（豊田市社会福祉審議会条例の一部改正） 

２ 豊田市社会福祉審議会条例（平成１２年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（平成２６年１０月１日条例第４７号） 

この条例は、公布の日から施行します。 

附 則（平成２７年３月２６日条例第１８号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行します。 
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（豊田市議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正） 

２ 豊田市議会の議決すべき事件に関する条例（平成２２年条例第３４号）の一部を次の

ように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（令和５年６月３０日条例第５８号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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○豊田市子ども規則 

平成２０年３月２８日 

規則第３号 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 豊田市子ども会議（第３条・第４条） 

第３章 豊田市子どもの権利擁護委員（第５条～第１７条） 

第４章 豊田市子どもにやさしいまちづくり推進会議（第１８条～第２５条） 

第５章 雑則（第２６条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、豊田市子ども条例（平成１９年条例第７０号。以下「条例」といい

ます。）第３１条の規定に基づき、条例の施行に関し、必要なことを定めます。 

（子どもの定義） 

第２条 条例第２条第１項に規定するこれらの人と等しく権利を認めることがふさわしい

人とは、年齢が１８歳又は１９歳の人で、次の学校や施設に在学したり、入所していた

りする人をいいます。 

（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する高等学校又は中等教育学校 

（２）児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に規定する児童福祉施設 

（３）前２号に準ずる学校や施設 

第２章 豊田市子ども会議 

（委員） 

第３条 条例第２０条に規定する豊田市子ども会議（以下「子ども会議」といいます。）

の委員は、公募により市長が選びます。 

（子ども会議の意見） 

第４条 子ども会議は、市長その他の執行機関に対して、子どもにやさしいまちづくりに

関することについて、意見を提出することができます。 
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２ 市長その他の執行機関は、子ども会議から意見の提出を受けたときは、その内容を公

表します。 

３ 市長その他の執行機関は、子ども会議の意見を尊重し、必要な措置をとります。 

第３章 豊田市子どもの権利擁護委員 

（兼職などの禁止） 

第５条 条例第２１条第１項に規定する豊田市子どもの権利擁護委員（以下「擁護委員」

といいます。）は、衆議院議員若しくは参議院議員、地方公共団体の議会の議員若しく

は長又は政党その他の政治団体の役員と兼ねることができません。 

２ 擁護委員は、市と特別な利害関係にある法人その他の団体の役員と兼ねることができ

ません。 

３ 擁護委員は、前２項に定めるもののほか、擁護委員の仕事の公平な遂行に支障が生ず

るおそれがある職と兼ねることができません。 

（代表擁護委員） 

第６条 擁護委員のうち１人を代表擁護委員とし、擁護委員の互選により決めます。 

２ 代表擁護委員は、擁護委員の会議を招集し、議事を運営するほか、擁護委員に関する

庶務を行います。 

３ 代表擁護委員に事故があるとき又は代表擁護委員が欠けたときは、代表擁護委員があ

らかじめ指名する擁護委員が、その仕事を行います。 

４ その他擁護委員の会議について必要なことは、代表擁護委員が他の擁護委員の意見を

聴いて決めます。 

（子どもの権利相談員） 

第７条 擁護委員の仕事を補助するため、豊田市子どもの権利相談員（以下「相談員」と

いいます。）を置きます。 

２ 条例第２２条第２項及びこの規則の第５条の規定は、相談員について準用します。 

（相談及び救済の申立て） 

第８条 何人も、擁護委員に対して、市内に住所を有したり、在勤したり、在学したりす

る子どもの権利の侵害について、文書や口頭により、相談したり、救済を申し立てたり

することができます。 
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２ 相談や救済の申立ての受付は、擁護委員及び相談員が行います。 

（救済の申立書など） 

第９条 救済の申立て（以下「申立て」といいます。）は、文書による場合は次のことを

記載した申立書を提出し、口頭による場合はこれらのことを述べることとします。 

（１）申立人の氏名、年齢、住所及び電話番号 

（２）申立人が子どもである場合は、在学する学校、入所している施設又は勤務先の名

称及び所在地 

（３）申立ての趣旨 

（４）申立ての原因となる権利の侵害があった日 

（５）権利の侵害の内容 

（６）他の機関への相談などの状況 

２ 擁護委員及び相談員は、口頭による申立てがあったときは、前項のことを聴き取り、

書面に記録しなければなりません。 

（調査） 

第１０条 擁護委員は、申立てがあった場合は、その申立てについて調査しなければなり

ません。ただし、その申立てが次のいずれかに該当すると認められる場合は、この限り

ではありません。 

（１）判決、裁決などにより確定した権利関係に関するとき。 

（２）裁判所において係争中の権利関係や行政庁において不服申立ての審理中の権利関

係に関するとき。 

（３）議会に請願又は陳情を行っているとき。 

（４）申立ての原因となる権利の侵害があった日から３年を経過しているとき。ただし、

正当な理由があるときを除きます。 

（５）条例に基づく擁護委員の行為に関するとき。 

（６）申立てに重大な偽りがあるとき。 

（７）具体的な権利の侵害を含まないとき。 

（８）その他擁護委員が調査することが適当でないと認めるとき。 

２ 擁護委員は、権利の侵害を受けた子ども又はその保護者以外の者から申立てがあった
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場合や、条例第２２条第１項第３号の規定により調査する場合は、その子ども又は保護

者の同意を得て調査しなければなりません。ただし、その子どもが置かれている状況な

どを考慮し、擁護委員がその必要がないと認めるときは、この限りではありません。 

３ 擁護委員は、第１項ただし書の規定により調査をしない場合は、理由を付して、申立

人に速やかに通知しなければなりません。 

（調査の中止など） 

第１１条 擁護委員は、調査を開始した後においても、前条第１項のいずれかに該当する

こととなったときその他調査の必要がないと認めるときは、調査を一時中止したり、打

ち切ったりすることができます。 

２ 擁護委員は、調査を一時中止したり、打ち切ったりしたときは、理由を付して、申立

人や前条第２項の同意を得た者（以下「申立人など」といいます。）に速やかに通知し

なければなりません。 

（市の機関に対する調査など） 

第１２条 擁護委員は、市の機関に対し調査を開始するときは、あらかじめその機関に通

知しなければなりません。 

２ 擁護委員は、調査のため必要があると認めるときは、子どもの権利の侵害に関する救

済を図るため必要な限度において、市の機関に資料の提出や説明を求めることができま

す。 

３ 擁護委員は、調査の結果必要があると認めるときは、権利の侵害の是正のための調整

（以下単に「調整」といいます。）をすることができます。 

４ 擁護委員は、調査や調整の結果について、申立人などに速やかに通知しなければなり

ません。 

（市の機関以外のものに対する調査など） 

第１３条 擁護委員は、調査のため必要があると認めるときは、子どもの権利の侵害に関

する救済を図るため必要な限度において、市の機関以外のものに資料の提出や説明につ

いて協力を求めることができます。 

２ 擁護委員は、調査の結果必要があると認めるときは、調整について協力を求めること

ができます。 
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３ 擁護委員は、調査や調整の結果について、申立人などに速やかに通知しなければなり

ません。 

（身分証明証の提示） 

第１４条 擁護委員及び相談員は、調査をするときは、その身分を示す証明書を携帯し、

関係者に提示しなければなりません。 

（相談室の設置など） 

第１５条 子どもの権利の擁護に必要な支援をするため、とよた子どもの権利相談室（以

下「相談室」といいます。）を豊田市小坂本町１丁目２５番地（豊田産業文化センター

内）に設置します。 

２ 相談室は、次に掲げる事務を行います。 

（１）擁護委員及び相談員の仕事の補助に関すること。 

（２）子どもの権利の侵害に関する相談に関すること。 

（３）子どもの権利の救済及び回復の支援に関すること。 

（４）条例の普及及び子どもの権利の啓発に関すること。 

（５）関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること。 

（６）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認めた事務 

３ 相談室に室長その他の職員を置きます。 

４ 室長は、相談室の事務を管理します。 

（相談室の開館日及び開館時間） 

第１６条 相談室の開館日及び開館時間は、次の表のとおりとします。ただし、１２月２

８日から翌年の１月４日までを除きます。 

開館日 開館時間 

日曜日、水曜日、木曜日及び土曜日 午前１０時から午後６時まで 

金曜日 午前１０時から午後８時まで 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めたときは、臨時に開館日又は

開館時間を変更することができます。 

（相談の受付） 

第１７条 擁護委員及び相談員が、相談を受け付けることができる日及び時間は、次の表
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のとおりとします。ただし、１２月２８日から翌年の１月４日までを除きます。 

受付日 受付時間 

日曜日、水曜日、木曜日及び土曜日 午後１時から午後６時まで 

金曜日 午後１時から午後８時まで 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めたときは、臨時に受付日又は

受付時間を変更することができます。 

第４章 豊田市子どもにやさしいまちづくり推進会議 

（会長及び副会長） 

第１８条 条例第２８条第１項に規定する豊田市子どもにやさしいまちづくり推進会議

（以下「推進会議」といいます。）に会長と副会長各１人を置き、委員の互選により決

めます。 

２ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理します。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その仕事

を行います。 

（会議） 

第１９条 推進会議の会議（以下「会議」といいます。）は、会長が招集し、会長がその

議長となります。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができません。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決めます。 

（会議の特例） 

第２０条 会長は、緊急を要する場合その他やむを得ない理由のある場合は、委員に書面

を送付し又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識する

ことができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供され

るものをいいます。以下同じです。）を送信し、その意見を徴し又は賛否を問い、その

結果をもって会議の議決に代えることができます。 

２ 前条の規定は、前項の規定による書面又は電磁的記録による審議について準用します。

この場合において、同条第２項中「会議」とあるのは「会議における審議」と、「が出

席しなければ開くことができません」とあるのは「から書面又は電磁的記録により回答
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がなければ成立しません」と、同条第３項中「出席した」とあるのは「書面又は電磁的

記録により回答のあった」と読み替えるものとします。 

（委員） 

第２１条 条例第２８条第３項の規定により市民のうちから選ばれる委員は、公募による

ものとします。 

（豊田市児童福祉審議会） 

第２２条 条例第２８条第５項に規定する豊田市児童福祉審議会（以下「児童福祉審議会」

といいます。）については、児童福祉法第９条に定めるもののほか、次項から第４項ま

でに定めるところによります。 

２ 第１８条第２項及び第３項の規定は、児童福祉審議会の委員長と副委員長について準

用します。この場合において、第１８条第２項及び第３項中「会長」とあるのは「委員

長」と、「副会長」とあるのは「副委員長」と読み替えるものとします。 

３ 第１９条及び第２０条の規定は、児童福祉審議会の会議について準用します。この場

合において、第１９条第１項中「推進会議」とあるのは「児童福祉審議会」と、「会長」

とあるのは「委員長」と、第２０条第１項中「会長」とあるのは「委員長」と読み替え

るものとします。 

４ 臨時委員は、児童福祉審議会の会議を開き、又は議決を行う場合（前項の規定により

準用する第２０条の規定により委員に書面を送付し又は電磁的記録を送信し、その意見

を徴し又は賛否を問い、その結果をもって会議の議決に代える場合を含みます。）には、

同項の規定により準用する第１９条第２項及び第３項並びに第２０条の規定の適用につ

いて、委員とみなします。 

（豊田市幼保連携型認定こども園審議会） 

第２３条 条例第２８条第６項に規定する豊田市幼保連携型認定こども園審議会（以下「幼

保連携型認定こども園審議会」といいます。）については、就学前の子どもに関する教

育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成１８年法律第７７号）第２５条に

定めるもののほか、次項及び第３項に定めるところによります。 

２ 第１８条第２項及び第３項の規定は、幼保連携型認定こども園審議会の委員長と副委

員長について準用します。この場合において、第１８条第２項及び第３項中「会長」と
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あるのは「委員長」と、「副会長」とあるのは「副委員長」と読み替えるものとします。 

３ 第１９条及び第２０条の規定は、幼保連携型認定こども園審議会の会議について準用

します。この場合において、第１９条第１項中「推進会議」とあるのは「幼保連携型認

定こども園審議会」と、「会長」とあるのは「委員長」と、第２０条第１項中「会長」

とあるのは「委員長」と読み替えるものとします。 

（部会） 

第２４条 推進会議は、必要に応じて、部会を置くことができます。 

２ 部会に属する委員は、会長が推進会議の意見を聴いて指名します。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選により決めます。 

４ 部会長は、部会の会務を総理し、部会の調査審議の経過や結果を推進会議に報告しま

す。 

５ 部会は、その調査審議に必要があると認めたときは、委員以外の人に出席を求め、説

明や意見を聴くことができます。 

６ 推進会議は、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第７２条第１項第１

号及び第２号に掲げる事務を処理するに当たって部会を置いたときは、その部会の議決

をもって推進会議の議決とすることができます。 

７ 第１９条の規定は、部会の会議について準用します。 

（庶務） 

第２５条 推進会議の庶務はこども・若者部こども・若者政策課において、児童福祉審議

会及び幼保連携型認定こども園審議会の庶務は同部保育課において処理します。 

第５章 雑則 

（委任） 

第２６条 この規則に定めるもののほか、必要なことは、市長が別に定めます。 

附 則 

この規則中第２章及び第４章の規定は平成２０年６月１日から、第３章の規定は平成２

０年１０月１日から、その他の規定は公布の日から施行します。 

附 則（平成２０年９月３０日規則第６９号） 

この規則は、平成２０年１０月１日から施行します。 
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附 則（平成２４年１２月２７日規則第９２号） 

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第２３号） 

この規則は、公布の日から施行します。 

附 則（平成２６年１０月１日規則第６６号） 

この規則は、公布の日から施行します。 

附 則（平成２７年３月１８日規則第２号） 

この規則は、公布の日から施行します。 

附 則（平成２７年３月２６日規則第２５号） 

この規則は、平成２７年４月１日から施行します。 

附 則（平成３０年３月２６日規則第２２号） 

この規則は、平成３０年８月１日から施行します。 

附 則（令和２年１２月２４日規則第１４７号） 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の豊田市子ども規則の規定は、令和２年４月

１日から適用する。 

附 則（令和５年３月３０日規則第３５号） 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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２０２３年度 擁護委員・相談員・室長 名簿 

 

職 名 氏 名 職業等 

子どもの権利擁護委員 

（代表） 

山谷 奈津子  弁護士 

(愛知県弁護士会） 

 

 

        

子どもの権利擁護委員 石井 拓児  名古屋大学大学院教授 

 

 

 

子どもの権利擁護委員 

 

渡邊 佐知子  元名古屋中央児童相談所

所長 

 

 

子どもの権利相談員 

（専門員） 
大村  惠 愛知教育大学教授 

子どもの権利相談員 

（専門員） 
間宮 静香 

弁護士 

 （愛知県弁護士会） 

子どもの権利相談員 

（専門員） 

 

山田 麻紗子 

臨床心理士 公認心理士 

日本福祉大学客員研究所

員 

子どもの権利相談員 

（専門職） 
木村 浩美 豊田市会計年度任用職員 

子どもの権利相談員 

（一般職） 
石田 優美     同 

子どもの権利相談員 

（一般職） 
黒野 巳保子     同 

子どもの権利相談員 

（一般職）（2023.6.1～） 
竹生 あけみ     同 

室長 加藤 美貴子 こども・若者政策課職員 
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              あ と が き 

  

豊田市では、2007 年 10 月に子どもの権利を保障し、社会全体で子どもの育ち

を支えあうことにより、豊田市の未来をになう子どもたちが幸せに暮らすこと

のできる地域社会を実現することを目的に「豊田市子ども条例」を制定しまし

た。そしてその相談窓口として、「とよた子どもの権利相談室」が、2008 年 10

月に設置され、15 年 8 か月が経過しました。 

 

昨年 11 月には、「第 31 回子どもの権利条約フォーラム 2023in とよた」にお

いて、「15 周年活動報告会」を実施いたしました。基調講演「豊田市子どもの権

利相談室『こことよ』15 年のあゆみと子どもの権利」、条例制定の経緯について

の特別報告やパネルディスカッション等により、参加者とともにこれまでの活

動を振り返り、子どもの権利の大切さについて再認識するとともに、次に繋げ

ることの重要性に決意を新たにしたところです。 

 

「こことよ」は、子どもをとりまくあらゆる関係者との連携・協力の中で、 

引き続き「こどもにとって一番いいこと」を目指し、子どもと共に解決を図って

まいります。 

 

2024 年 6 月 

とよた子どもの権利相談室 

                         室長代理 高部 広明 
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＜「こことよ」へのアクセス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（電車の場合）          （バスの場合）    

  ・名鉄「豊田市駅」下車      ・名鉄バス「豊田市」下車 

  ・愛知環状鉄道「新豊田駅」下車  ・おいでんバス「新豊田駅西」下車 

 

２０２３年度  

豊田市子どもの権利擁護委員・とよた子どもの権利相談室 活動報告書 

 
２０２４年６月発行  

 

  発行：とよた子どもの権利相談室 こことよ 

住所：〒４７１－００３４ 

愛知県豊田市小坂本町 1 丁目２５番地 豊田産業文化センター４階 

  電話：０５６５－３３－９３１７（事務局） 

 ＦＡＸ：０５６５－３３－９３１４ 

≪こことよ相談専用電話≫ 

０１２０－７９７－９３１（フリーダイヤル） 

 「こことよ」は、 

４階にあります。 

ｔ- 

FACE 

ｔ- 

FACE 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

           
         子ども条例マスコットキャラクター 
             チ ル コ 


